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平
成
25
年
度

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催

　

会
長
再
任
挨
拶

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
　
伊　

藤　

晴　

夫
（
昭
39
）

　

平
成
25
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
が
、
平
成

25
年
６
月
29
日
︵
土
︶
午
後
４
時
よ
り
、
三
井
ガ

ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
度
、
千
葉
大
学
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
会
長
を
再
び
お
引

き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
井
利
夫
先
生
、
済
陽
高

穂
先
生
、
鈴
木
信
夫
先
生
と
い

う
強
力
な
副
会
長
の
ご
協
力
を

得
て
、
微
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。
さ
ら
に
、
各
支
部
長
、
理

総
会
開
催 

１

特
別
講
演 

２

就
任
挨
拶 

３
～
５

叙
勲
感
想 

５
～
６

同
窓
会
賞
受
賞 

７
～
８

各
地
ゐ
の
は
な
会 

９
～
11

ク
ラ
ス
会 

11
～
15

追
悼
文 

16

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

17
～
18

研
修
医
だ
よ
り 

18

学
生
教
育 

19
～
20

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り 

21
～
22

会
員
か
ら 

22
～
23

地
区
ゐ
の
は
な
会
報 

23

著
書
紹
介 

24

懇
談
会 

25

議
事
要
旨 

26
～
27

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報 

28
～
29

会
館
設
立 

30
～
37

雑
文
雑
談 

38

編
集
後
記 

40

紙
面
紹
介

事
、
評
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め

会
員
各
位
と
協
力
し
て
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
一
層
の
発
展
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
親
睦
・
交
流
の
場
と

し
て
年
３
回
お
届
け
し
て
お
り

ま
す
同
窓
会
報
は
、
カ
ラ
ー
化

も
軌
道
に
乗
り
、
毎
号
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
最
近
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
動

画
な
ど
も
ご
覧
頂
け
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

永
井
友
二
郎

　
（
永
井
医
院
、
昭
16
卒
）

 　

 「
わ
が
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
、
総
合
医
の
医
学

の
開
発
・
育
成
」

寺
井　

勝

　

 （
東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代

医
療
セ
ン
タ
ー
、
昭
53
卒
）

　

 「
千
葉
県
西
部
に
お
け
る
地
域

中
核
病
院
の
立
ち
上
げ
と
そ

の
実
践
」

堂
垂
伸
治

　

 （
ど
う
た
れ
内
科
診
療
所
、
昭

60
卒
）

　

 「（
独
居
）
高
齢
者
を
地
域
住

民
と
と
も
に
見
守
る
『（
一
人

暮
ら
し
）
あ
ん
し
ん
電
話
』

シ
ス
テ
ム
」

第
18
回
（
２０１３
年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

授
賞
者
決
定

医
学
部
の
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
前
よ
り
、
図
書
館
や

雄
翔
寮
へ
の
助
成
、
課
外
活
動
、

東
医
体
の
支
援
、
留
学
生
懇
親

会
に
対
す
る
支
援
な
ど
幅
広
い

助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
最
近
始
ま

っ
た
こ
と
に
白
衣
式
に
対
す
る

支
援
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
４

年
間
の
基
礎
教
育
を
終
え
て
臨

床
実
習
が
始
ま
る
時
期
に
白
衣

を
授
与
す
る
と
云
う
儀
式
で
す
。

20
年
あ
ま
り
前
に
米
国
で
始
ま

り
、
日
本
で
も
行
う
大
学
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
年
は

第
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

獅
胆
鷹
目
マ
ー
ク
の
入
っ
た
立

派
な
白
衣
を
授
与
致
し
ま
し
た
。

平
成
22
年　

秋
の
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

相
原　

茲
明
（
昭
33
）

平
成
25
年　

春
の
叙
勲

　

瑞
宝
中
綬
章

　
　

島
﨑　
　

淳
（
昭
29
）

　
　

小
形
岳
三
郎
（
昭
33
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　

瑞
宝
小
綬
章

　
　

計
見　

一
雄
（
昭
39
）

　

旭
日
双
光
章

　
　

春
日　

建
邦
（
昭
34
）

　
　

小
野
寺
美
津
雄
（
昭
33
）

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

本
位
田
泰
介
（
昭
28
）

祝　

叙 

勲

ま
た
、Old Alumni

に
対
す
る

感
謝
の
印
と
し
て
、
卒
後
50
年

の
ク
ラ
ス
会
時
に
、
感
謝
状
と

記
念
メ
ダ
ル
を
贈
呈
致
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
卒
業
生
の
謝
恩

会
で
は
、
卒
業
生
全
員
と
教
授
、

同
窓
会
役
員
の
写
真
を
載
せ
た

額
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
新

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
に
代
々
飾

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
３
５
周
年
記
念
事
業
に
関

し
ま
し
て
は
不
況
下
に
も
拘
ら

ず
多
く
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を

戴
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
１
３
５
周
年
記

念
誌
は
立
派
な
も
の
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
千
葉
医
学
の
「
理

念
の
言
語
化
」
は
獅
胆
鷹
目
マ

ー
ク
等
に
実
を
結
び
ま
し
た
。

新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
建
設
は

大
震
災
の
復
興
事
業
に
よ
る
資

材
・
人
件
費
の
急
騰
に
よ
り
入

札
に
難
航
し
ま
し
た
が
、
昨
年

暮
れ
に
落
札
し
、
本
年
中
に
は

竣
工
の
予
定
で
す
。
新
会
館
は

同
窓
会
に
と
り
ま
し
て
は
勿
論

の
こ
と
、
特
に
亥
鼻
の
学
生
の

活
動
と
修
養
の
た
め
に
極
め
て

有
意
義
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
同
窓
会
の
課
題
と
し

て
、
評
議
員
会
の
活
性
化
策
が

検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
以
前

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
若

い
会
員
の
同
窓
会
離
れ
に
対
応

す
る
と
共
に
、
今
後
の
同
窓
会

の
一
層
の
活
性
化
に
資
す
る
た

め
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
は
各
支
部
を
基
盤
に

し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
大
切
に
す
る

と
共
に
、
今
後
は
、
各
学
年
の

代
表
を
中
心
と
す
る
評
議
員
会

も
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
各
世
代
を
網

羅
す
る
迅
速
か
つ
明
確
な
意
思

決
定
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
大

き
な
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ゐ
の
は

な
同
窓
会
も
、
例
え
ば
日
本
の

私
学
の
良
い
面
は
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
更
に
は
米
国
に
於
け

る
同
窓
会
の
よ
う
に
強
大
な
組

織
と
財
政
基
盤
を
整
え
、
会
員

各
層
、
千
葉
大
学
を
さ
ら
に
支

援
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

瀧
口
正
樹
理
事
の
司
会
に
よ

り
、
伊
藤
晴
夫
会
長
か
ら
開
会

の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
会
議
に

先
立
っ
て
、
物
故
者
１
０
０
名

の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
た
。

伊
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

瀧
口
理
事
よ
り
会
務
報
告
が
あ

っ
た
。
各
議
事
に
つ
い
て
鈴
木

信
夫
副
会
長
、
田
邊
政
裕
理
事
、

白
澤
浩
理
事
、
瀧
口
理
事
か
ら

説
明
が
あ
り
審
議
承
認
さ
れ
た

（
議
事
要
旨
は
26
・
27
面
に
掲

載
）。
総
会
に
引
き
続
き
、
平
成

25
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の

表
彰
式
（
関
連
記
事
は
７
・
８

面
に
掲
載
）
と
前
野
哲
博
筑
波

大
学
医
学
医
療
系
地
域
医
療
教

育
学
教
授
の
特
別
講
演
が
行
わ

れ
た
（
講
演
内
容
は
２
面
に
掲

載
）。

　

社
会
貢
献
賞
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地
域
医
療
（Com

m
unity-

Based M
edicine

）
に
お
い
て

発
生
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
は
、
特

定
の
臓
器
に
偏
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
、
医
療
以
外

の
保
健
・
福
祉
を
含
め
た
健
康

問
題
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
地
域
医
療
に
従
事
す

る
医
師
に
は
、
日
常
的
に
よ
く

発
生
す
る
健
康
問
題
に
幅
広
く

対
応
で
き
る
能
力
、
予
防
医
学
、

社
会
的
背
景
、
地
域
包
括
ケ
ア

（
学
校
医
、
地
域
保
健
活
動
）
に

も
適
切
に
対
応
で
き
る
能
力
、

す
な
わ
ち
総
合
診
療
能
力
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
厚
生

労
働
省
の
「
専
門
医
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
で
は
、
本

年
４
月
に
発
表
さ
れ
た
報
告
書

に
お
い
て
、
総
合
診
療
専
門
医

を
「
地
域
を
診
る
医
師
」
と
し

て
、
新
た
に
基
本
領
域
の
専
門

医
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
に
し
て
、

そ
れ
を
志
す
医
師
の
増
加
を
図

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

大
学
に
お
け
る
医
学
教
育
に

お
い
て
も
、
多
く
の
大
学
で
地

域
枠
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
定
員

数
は
医
学
生
の
約
７
人
に
１
人

（
約
１
３
０
０
人
／
年
）
に
達
す

る
な
ど
、
地
域
で
活
躍
す
る
医

師
の
養
成
は
、
大
学
に
と
っ
て

も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
言

え
る
。

通
常
、
大
学
に
お
け
る
臨
床

教
育
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

は
大
学
病
院
で
あ
る
が
、
大
学

病
院
は
教
育
病
院
で
あ
る
と
同

時
に
原
則
と
し
て
地
域
の
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
を
も
と
に
高

次
医
療
を
提
供
す
る
特
定
機
能

病
院
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
日
常
よ
く
遭

遇
す
る
健
康
問
題
や
慢
性
疾
患

で
気
軽
に
受
診
で
き
る
医
療
機

関
で
は
な
い
た
め
、
地
域
医
療

教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は

不
向
き
で
あ
る
。
一
方
、
地
域

医
療
機
関
は
、
教
育
の
場
と
し

て
は
適
し
て
い
て
も
、
教
育
機

関
で
あ
る
大
学
に
比
べ
て
指
導

体
制
や
教
育
設
備
は
十
分
と
は

言
え
な
い
。

今
後
、
地
域
で
活
躍
す
る
総

合
診
療
能
力
を
備
え
た
医
師
を

養
成
す
る
た
め
に
は
、
大
学
と

地
域
が
緊
密
に
連
携
し
て
相
互

補
完
的
な
関
係
を
構
築
し
、
地

域
医
療
の
現
場
で
充
実
し
た
指

導
体
制
の
下
で
学
べ
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

ま
た
、
若
手
医
師
が
安
心
し
て

地
域
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い

け
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、

教
育
体
制
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
に
も
十

分
配
慮
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
シ

ス
テ
ム
の
整
備
も
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
大
学
と
地
域
が
連

携
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
一
例

と
し
て
筑
波
大
学
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。
筑
波
大
学
で
は
、

２
０
０
６
年
に
「
い
ば
ら
き
地

域
医
療
研
修
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
事
業

で
は
、
筑
波
大
学
が
茨
城
県
か

ら
人
件
費
の
委
託
を
受
け
て
、

地
域
医
療
の
指
導
が
で
き
る
指

導
医
を
雇
用
す
る
。
そ
し
て
、

在
宅
医
療
を
含
む
地
域
医
療
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
県

内
４
カ
所
の
診
療
所
・
小
病
院

を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
指
定

し
、
そ
こ
に
前
述
の
指
導
医
を

派
遣
し
て
地
域
医
療
教
育
を
行

う
取
り
組
み
で
あ
り
、
医
学
部

低
学
年
・
高
学
年
・
初
期
研
修

医
・
後
期
研
修
医
す
べ
て
の
段

階
に
お
け
る
地
域
医
療
教
育
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
０
９
年
に
は
、
茨
城
県

に
よ
っ
て
地
域
医
療
教
育
学
寄

附
講
座
が
開
設
さ
れ
、
２
名
の

教
員
が
配
置
さ
れ
た
。
県
内
有

数
の
医
師
不
足
地
域
で
あ
る
神

栖
市
を
教
育
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
位
置
づ
け
、
現
地
に
１
週
間

滞
在
し
て
、
訪
問
看
護
、
住
民

体
験
実
習
、
地
域
健
康
教
育
、

乳
児
検
診
等
を
幅
広
く
経
験
す

る
地
域
滞
在
型
実
習
を
開
始
し

て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
は
、

北
茨
城
市
も
新
た
に
教
育
拠
点

に
加
え
て
、
実
習
の
範
囲
を
拡

大
し
て
い
る
。

同
じ
２
０
０
９
年
に
は
、
茨

城
厚
生
連
の
協
力
の
下
、
水
戸

協
同
病
院
に
筑
波
大
学
附
属
病

院
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

市
中
病
院
に
大
学
病
院
の
教
育

機
能
を
展
開
す
る
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、
現
在
22

名
の
教
員
が
在
籍
し
て
い
る
。

総
合
診
療
科
を
中
心
と
し
た
診

療
教
育
体
制
を
整
え
、
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
や
教
育
回
診
の
充
実
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
各
種
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、

外
国
人
指
導
医
の
招
聘
な
ど
、

教
育
環
境
の
整
備
を
行
っ
た
結

果
、
学
生
・
若
手
医
師
の
人
気

が
急
速
に
高
ま
り
、
全
国
的
に

も
大
き
く
注
目
さ
れ
る
病
院
と

な
っ
て
、
研
修
医
マ
ッ
チ
ン
グ

で
３
年
連
続
フ
ル
マ
ッ
チ
に
な

る
な
ど
、
研
修
医
・
若
手
医
師

の
確
保
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
病
院

のactivity

も
向
上
し
、
現
在

で
は
水
戸
市
で
最
も
多
く
の
救

急
車
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
診

療
面
で
も
地
域
医
療
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
医

療
教
育
セ
ン
タ
ー
・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
は
、
水
戸
協

同
病
院
を
皮
切
り
に
、
現
在
で

は
茨
城
県
立
中
央
病
院
、
ひ
た

ち
な
か
総
合
病
院
、
日
立
総
合

病
院
、
茨
城
県
立
こ
ど
も
病
院
、

国
立
病
院
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ

ー
に
順
次
開
設
さ
れ
、
現
在
50

名
を
超
え
る
教
員
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

大
学
病
院
に
も
好
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
昨
年
度
の
筑
波

大
学
附
属
病
院
の
マ
ッ
チ
者
数

は
全
国
で
第
４
位
に
相
当
す
る

76
名
で
あ
っ
た
。
本
院
を
希
望

し
た
理
由
と
し
て
、
多
く
の
内

定
者
が
大
学
病
院
と
水
戸
協
同

病
院
な
ど
の
地
域
医
療
教
育
セ

ン
タ
ー
双
方
で
研
修
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
地
域
医
療
教
育
の
充
実
が

筑
波
大
学
附
属
病
院
の
医
師
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
す
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
に
求
め
ら

れ
る
地
域
医
療
教
育
の
充
実
に

は
、「
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
と
地
域

医
療
の
両
立
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
る
。
大
学
の
持
つ
教
育
機

能
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
に

生
か
し
た
地
域
循
環
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

た
だ
し
、
地
域
医
療
教
育
は
、

大
学
教
員
だ
け
が
行
う
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
医
師
だ
け
が
行

う
も
の
で
は
な
い
。
自
治
体
、

地
域
住
民
、
地
域
医
療
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
、「
地
域
で
活
躍

す
る
医
師
は
地
域
で
育
て
る
」

と
い
う
理
念
を
共
有
し
て
、
主

体
的
に
教
育
に
関
わ
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会

特
別
講
演

大
学
に
お
け
る
地
域
医
療
教
育
の
現
状
と
課
題

　
筑
波
大
学
医
学
医
療
系
　
地
域
医
療
教
育
学

教
授
　
前　

野　

哲　

博

　
第
十
九
回
（
二
〇
一
四
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い
貢
献
を
し
た
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功
労
賞　
　
　

 

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
お
よ
び
千
葉
大
学
ゐ
の
は

な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表
彰

　

①
社
会
貢
献
賞　
（
三
件
以
内
）　 

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

②
功
労
賞　
　
　
（
一
件
）　　
　

盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　

 　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
一
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
申

請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
 　

 

審
査
結
果
は
二
〇
一
四
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報

に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学 

医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

 
申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項
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平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
に

て
、
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
免
疫
細
胞
医
学
の
教
授
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
諸
先
生
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
５
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
故
山
口
豊

教
授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉

大
学
肺
癌
研
究
施
設
第
一
臨
床

部
門
（
外
科
）
に
入
局
し
ま
し

た
。
初
期
臨
床
研
修
終
了
後
の

平
成
10
年
に
千
葉
大
学
大
学
院

に
入
学
し
、
当
時
免
疫
発
生
学

教
室
を
主
宰
さ
れ
て
い
た
谷
口

克
先
生
の
研
究
室
に
て
、
肺
癌

症
例
に
お
け
るNKT

細
胞
免
疫

系
の
機
能
解
析
を
中
心
と
し
た

基
礎
研
究
を
行
い
、
学
位
を
取

得
い
た
し
ま
し
た
。

学
位
取
得
と
と
も
に
私
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と

な
っ
た
の
は
、
免
疫
発
生
学
が

胸
部
外
科
学
（
現
在
の
呼
吸
器

病
態
外
科
学
）
の
藤
澤
武
彦
教

授
と
と
も
に
進
め
て
い
たNKT

細
胞
を
用
い
た
免
疫
細
胞
治
療

のFirst-in-Human
試
験
に
計

画
当
初
か
ら
関
わ
れ
た
こ
と
で

し
た
。
基
礎
研
究
の
結
果
か
ら

新
規
治
療
法
を
開
発
す
る
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ

の
重
要
性
や
困
難
さ
、
そ
し
て

何
と
言
っ
て
も
基
礎
研
究
が
社

会
に
貢
献
す
る
道
筋
を
付
け
て

い
く
喜
び
を
経
験
さ
せ
て
頂
く

事
が
出
来
ま
し
た
。

「
免
疫
細
胞
医
学
」
は
、
平
成

13
年
４
月
に
先
端
応
用
医
学
研

究
部
門
の
先
端
応
用
医
学
講
座

に
開
設
さ
れ
た
研
究
領
域
で
、

医
学
研
究
院
が
平
成
24
年
７
月

に
改
組
さ
れ
た
中
で
は
、
先
端

が
ん
治
療
学
研
究
講
座
に
属
す

る
研
究
領
域
で
す
。
現
在
免
疫

発
生
学
の
教
授
を
務
め
ら
れ
て

い
る
中
山
俊
憲
先
生
が
平
成
13

年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
教
授
を

務
め
ら
れ
、
平
成
19
年
か
ら
は

私
が
免
疫
発
生
学
と
併
任
で
免

疫
細
胞
医
学
の
准
教
授
を
務
め

て
参
り
ま
し
た
。

免
疫
細
胞
医
学
で
は
、NKT

細
胞
を
利
用
し
た
免
疫
細
胞
治

療
の
臨
床
研
究
を
中
心
と
し
て
、

が
ん
に
対
す
る
免
疫
治
療
の
開

発
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

臨
床
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
結
果

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
析
の
た
め
に

基
礎
研
究
に
立
ち
戻
っ
た
り
、

ヒ
ト
化
マ
ウ
ス
を
用
い
た
新
規

治
療
法
開
発
研
究
と
い
っ
た
基

礎
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
平
成
20
年
か
ら
は

中
山
教
授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
ら
れ
た
千
葉
大
学

グ
ロ
ー
バ
ルCOE

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
免
疫
シ
ス
テ
ム
統
御
治
療
学
の

国
際
教
育
研
究
拠
点
」
に
事
業

推
進
担
当
者
と
し
て
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
治
療
学
研
究
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
肺
癌
に
対
す
る

NKT

細
胞
免
疫
治
療
の
先
進
医

療
と
し
て
の
承
認
な
ど
、
臨
床

研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
臨

床
研
究
実
施
の
中
心
施
設
と
し

て
平
成
20
年
に
医
学
部
附
属
病

院
に
設
置
さ
れ
た
未
来
開
拓
セ

ン
タ
ー
や
、
平
成
24
年
に
治
療

学
推
進
の
た
め
の
全
学
の
セ
ン

タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
た
未
来

医
療
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
若
手
研
究
者
や
学
生
に

対
し
て
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
し
て
い
く
工
程
の
オ
ン

ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
と
す
る
教
育
活
動
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
未
来
開
拓
セ
ン
タ

ー
は
高
い
レ
ベ
ル
で
無
菌
性
が

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　

分
子
腫
瘍
学　

教
授

金　

田　

篤　

志
（
東
京
大
・
平
６
）

昭
和
大
学
医
学
部

　
　

生
理
学
講
座
生
体
調
節
機
能
学
部
門　

教
授

泉　

﨑　

雅　

彦
（
弘
前
大
・
平
４
）

担
保
さ
れ
た
細
胞
調
製
セ
ン
タ

ー
を
備
え
て
お
り
、
稼
働
率
は

全
国
の
同
様
の
施
設
の
中
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
施
設
を

活
用
し
な
が
ら
、
が
ん
を
代
表

と
す
る
難
治
性
疾
患
に
対
す
る

新
規
治
療
法
開
発
研
究
を
推
し

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
先
生
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
千
葉
大
学
大
学
院
医
学

研
究
院
環
境
影
響
生
化
学
（
旧

生
化
学
第
２
講
座
）
の
鈴
木
信

夫
教
授
の
後
任
と
し
て
、
平
成

25
年
５
月
１
日
付
で
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
医
学
部

の
一
員
と
し
て
教
育
・
研
究
に

携
わ
る
機
会
を
賜
り
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
研
究
領
域
名
を
新
た

に
分
子
腫
瘍
学
と
し
、
学
部
教

育
は
遺
伝
子
生
化
学
の
瀧
口
正

樹
教
授
と
と
も
に
生
化
学
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
研

究
に
お
き
ま
し
て
は
発
癌
分
子

機
構
の
解
明
と
そ
の
臨
床
応
用

を
意
識
し
た
癌
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
研

究
を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま

す
。私

は
平
成
６
年
に
東
京
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
当
時
の
第

３
外
科
学
教
室
、
現
在
の
大
学

院
消
化
管
外
科
学
に
入
局
い
た

し
ま
し
た
。
大
原
毅
教
授
、
上

西
紀
夫
教
授
の
ご
指
導
の
も
と

６
年
間
外
科
腫
瘍
学
を
研
鑚
し

ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
の
臨
床

外
科
医
と
し
て
の
経
験
が
後
の

癌
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
に

大
学
院
進
学
後
は
、
主
に
３
つ

の
研
究
所
で
13
年
間
、
癌
エ
ピ

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
研
究
を
進
め

ま
し
た
。
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

研
究
所
の
牛
島
研
究
室
に
お
い

て
は
胃
癌
のDNA
メ
チ
ル
化

異
常
を
研
究
し
、
癌
に
蓄
積
し

た
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
異
常

の
網
羅
的
探
索
に
成
功
い
た
し

ま
し
た
。
米
国
留
学
中
は
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
フ

ァ
イ
ン
バ
ー
グ
研
究
室
に
お
い

て
発
癌
に
関
わ
る
原
因
と
し
て

の
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
異
常

の
研
究
を
進
めIGF2

遺
伝
子
イ

ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
異
常
に
よ

る
大
腸
癌
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
東
京
大

学
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
油

谷
浩
幸
教
授
の
ゲ
ノ
ム
サ
イ
エ

ン
ス
分
野
に
お
い
て
ア
レ
イ
や

次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
用
い

た
網
羅
的
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
解
析
を

行
い
消
化
器
癌
を
中
心
に
発
癌

機
構
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

医
学
部
在
学
中
は
村
松
正
實

教
授
の
生
化
学
講
座
に
お
い
て
、

千
葉
大
学
で
の
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ

プ
に
相
当
す
る
フ
リ
ー
ク
ウ
ォ

ー
タ
ー
と
い
う
制
度
で
指
導
を

賜
り
、
第
５
学
年
の
夏
に
２
か

月
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

DNAX

研
究
所
に
留
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
化
学
研

究
、
ゲ
ノ
ムDNA

研
究
に
学

部
学
生
の
時
か
ら
興
味
を
抱
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
臨
床
外
科

な
ど
様
々
な
時
を
経
て
こ
う
し

て
生
化
学
領
域
の
教
員
と
な
っ

た
こ
と
に
ご
縁
を
感
じ
、
大
変

有
り
難
く
、
ま
た
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
優

秀
な
医
師
を
輩
出
す
る
教
育
の

一
助
を
担
い
、
ま
た
医
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
癌
研
究
を
進
め

て
参
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
、
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就　

任　

挨　

拶

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　

免
疫
細
胞
医
学　

教
授

本　

橋　

新
一
郎
（
平
５
）

進
め
、
千
葉
大
学
発
革
新
的
治

療
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
千
葉
大
学
医
学
部
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
先
生
方
に
は
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、

本
間
生
夫
前
教
授
の
後
任
と
し

て
昭
和
大
学
医
学
部
生
理
学
講

座
生
体
調
節
機
能
学
部
門
（
前

第
二
生
理
学
）
の
教
授
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
千
葉
大
学
呼

吸
器
内
科
の
栗
山
喬
之
教
授
、

巽
浩
一
郎
教
授
を
始
め
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
諸
先
生
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
場
面
で
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

現
在
は
生
理
学
を
専
門
と
し

て
い
ま
す
が
、
始
ま
り
は
呼
吸

器
内
科
医
で
し
た
。
平
成
４
年
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平
成
25
年
３
月
30
日
付
け
で
、

茨
城
県
公
安
委
員
会
委
員
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
、
昭

和
48
年
に
金
沢
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
当
時
の
千
葉
大
学
第

二
内
科
に
入
局
、
そ
の
後
第
三

内
科
開
講
と
共
に
稲
垣
義
明
教

授
の
も
と
で
、
非
観
血
的
循
環

器
画
像
診
断
学
の
臨
床
研
究
を

行
い
ま
し
た
。
平
成
５
年
ま
で
、

第
三
内
科
講
師
を
務
め
、
出
身

地
の
茨
城
に
戻
り
、
つ
い
最
近

開
港
し
ま
し
た
「
茨
城
空
港
」

の
地
元
、
小
美
玉
市
に
あ
る
小

川
南
病
院
の
院
長
に
就
任
し
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

間
、
茨
城
県
医
師
会
活
動
に
従

事
し
、
平
成
12
年
に
は
、
茨
城

県
医
師
会
理
事
、
平
成
20
年
同

副
会
長
に
就
任
し
、
社
会
保
険
、

産
業
保
健
、
地
域
医
療
、
医
師

協
同
組
合
な
ど
の
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま

た
、
井
上
会
長
を
は
じ
め
と
し

て
、
千
葉
県
医
師
会
の
役
員
の

先
生
方
に
は
、
常
に
ご
指
導
を

賜
わ
り
大
変
お
世
話
様
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

小
生
が
就
任
い
た
し
ま
し
た

茨
城
県
公
安
委
員
会
委
員
は
、

県
知
事
が
県
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
し
た
３
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
政
令
指
定
都
市

が
あ
る
千
葉
県
や
埼
玉
県
な
ど

の
都
道
府
県
で
は
、
５
名
構
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
公
安
委

員
会
は
、
県
知
事
の
所
轄
の
下

に
置
か
れ
、
県
警
察
を
管
理
す

る
独
立
性
の
高
い
行
政
委
員
会

（
合
議
制
の
執
行
機
関
）
で
あ
り

ま
す
。
公
安
委
員
会
の
設
置
目

的
は
、
警
察
の
民
主
的
運
営
と

政
治
的
中
立
性
を
確
保
す
る
こ

と
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
、
毎

月
４
回
の
定
例
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
定
例
会
で
は
、
県
警

察
の
基
本
方
針
や
重
要
課
題
、

各
種
施
策
等
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
県
警
察
か
ら
報
告
・
説

明
を
受
け
、
公
安
委
員
会
と
し

て
基
本
的
な
方
針
（
大
綱
方
針
）

を
示
し
、
そ
れ
を
警
察
の
仕
事

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
任
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

茨
城
県
公
安
委
員
会
委
員
就
任
に
当
た
っ
て

　
　
諸　

岡　

信　

裕
（
金
沢
大
・
昭
48
）

東
邦
大
学
医
学
部

　
　

外
科
学
講
座　

呼
吸
器
外
科
学
分
野　

教
授

伊
豫
田　
　

明
（
信
州
大
・
平
３
）

に
弘
前
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、

栗
山
喬
之
教
授
が
主
宰
す
る
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
肺
癌
研
究

施
設
第
二
臨
床
研
究
部
門
（
現

在
の
呼
吸
器
内
科
）
に
入
局
を

認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
て

呼
吸
器
内
科
お
よ
び
麻
酔
科
の

研
修
を
行
い
、
以
後
は
関
連
病

院
で
あ
る
小
田
原
市
立
病
院
、

成
田
赤
十
字
病
院
、
千
葉
東
病

院
に
お
い
て
内
科
医
、
呼
吸
器

内
科
医
と
し
て
勤
務
し
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
多
く
の
先
生
方

か
ら
ご
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

平
成
９
年
４
月
に
大
学
院
に

入
学
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に

栗
山
教
授
の
仲
立
ち
に
よ
り
、

本
間
教
授
が
主
宰
す
る
昭
和
大

学
医
学
部
第
二
生
理
学
に
て
呼

吸
生
理
学
の
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
呼
吸
生

理
学
は
現
在
で
は
人
気
の
あ
る

研
究
分
野
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
呼
吸
器
疾
患
に
悩
む

患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
の
多
か

っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
呼
吸
調

節
機
構
に
関
す
る
研
究
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん

を
対
象
と
し
た
研
究
に
も
携
わ

る
機
会
を
頂
き
、
興
味
を
ひ
か

れ
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
大
学
院
卒
業
に
あ

た
っ
て
は
、
栗
山
教
授
に
臨
床

か
ら
生
理
学
へ
進
む
こ
と
を
お

許
し
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
昭

和
大
学
医
学
部
第
二
生
理
学
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
主
に
上
位
中

枢
に
よ
る
呼
吸
調
節
機
構
に
関

す
る
研
究
と
学
生
教
育
に
従
事

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
大
学
は
前
身
で
あ
る
昭

和
医
学
専
門
学
校
が
昭
和
３
年

（
１
９
２
８
年
）
に
開
学
し
、
現

在
は
医
学
部
、
歯
学
部
、
薬
学

部
、
保
健
医
療
学
部
と
８
つ
の

附
属
病
院
を
擁
す
る
医
系
総
合

大
学
で
す
。
創
設
者
に
よ
る
建

学
の
精
神
で
あ
る
「
至
誠
一
貫
」

の
も
と
、
そ
の
体
現
を
目
標
に

大
学
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
民
の
健
康
に
親
身
に
な
っ
て

尽
く
せ
る
臨
床
医
家
を
養
成
す

る
」
と
い
う
創
設
者
の
願
い
が

あ
り
、
生
理
学
研
究
と
生
理
学

教
育
を
担
う
立
場
か
ら
、
優
れ

た
臨
床
医
師
の
育
成
に
貢
献
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

強
い
期
待
も
感
じ
て
い
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
頂
け

ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
千
葉
大
学
の
先
生

方
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
機
会

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
25
年
６

月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
東
邦

大
学
医
学
部
外
科
学
講
座
呼
吸

器
外
科
学
分
野
教
授
を
拝
命
し

ま
し
た
の
で
、
御
礼
を
兼
ね
ま

し
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
３
年
信
州
大
学
医

学
部
卒
業
後
、
三
井
記
念
病
院

外
科
に
て
一
般
外
科
臨
床
研
修

を
行
い
、
平
成
７
年
４
月
よ
り
、

当
時
の
肺
癌
研
究
施
設
第
一
臨

床
研
究
部
門
（
肺
外
科
）
に
入

局
い
た
し
ま
し
た
。
山
口
豊
先

生
に
呼
吸
器
外
科
学
を
基
礎
か

ら
ご
指
導
い
た
だ
き
、
千
葉
労

災
病
院
に
出
向
し
由
佐
俊
和
先

生
に
御
指
導
い
た
だ
い
た
後
、

大
和
田
英
美
先
生
が
主
宰
さ
れ

て
い
た
肺
癌
研
究
施
設
病
理
研

究
部
門
に
お
い
て
肺
癌
を
中
心

と
し
た
呼
吸
器
病
理
を
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時

の
研
究
室
は
、
大
和
田
先
生
の

も
と
、
廣
島
健
三
先
生
、
豊
崎

哲
也
先
生
、
塚
本
喜
昭
先
生
、

芳
賀
由
紀
子
先
生
、
留
学
生
の

ヤ
ナ
先
生
と
、
阿
部
さ
ん
、
花

園
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
が
和
気

藹
々
と
病
理
診
断
、
研
究
に
取

り
組
み
、
非
常
に
雰
囲
気
の
良

い
中
で
、
自
由
闊
達
に
研
究
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
い
え
る
肺
大
細

胞
神
経
内
分
泌
癌
に
関
す
る
研

究
テ
ー
マ
を
大
和
田
先
生
、
廣

島
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
の
が

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
病
理
で
の
研
究
期
間
が

終
了
し
た
後
も
、
廣
島
先
生
に

は
継
続
し
て
研
究
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
、
業
績
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
国
立

療
養
所
千
葉
東
病
院
へ
出
向
し

佐
藤
展
将
先
生
、
山
川
久
美
先

生
、
藤
野
道
夫
先
生
に
御
指
導

い
た
だ
い
た
後
、
平
成
13
年
10

月
よ
り
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
て
藤
澤
武
彦
先
生
、
吉

野
一
郎
先
生
の
も
と
で
診
療
、

教
育
、
研
究
に
携
わ
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
平
成
20
年
４
月
に

三
井
記
念
病
院
時
代
の
先
輩
で

あ
っ
た
佐
藤
之
俊
先
生
の
教
授

就
任
に
際
し
、
佐
藤
先
生
の
主

宰
さ
れ
る
北
里
大
学
へ
赴
任
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
千
葉

大
学
で
、
診
療
、
研
究
、
教
育

に
充
実
し
た
13
年
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た

だ
け
た
も
の
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

東
邦
大
学
は
、
私
が
赴
任
し

た
本
院
の
大
森
病
院
が
大
田
区

に
約
１
０
０
０
床
を
有
し
、
そ

の
他
大
橋
病
院
、
佐
倉
病
院
と

３
病
院
を
か
か
え
、
建
学
の
精

神
「
自
然
・
生
命
・
人
間
」
を

基
盤
に
安
全
で
質
の
高
い
医
療

の
提
供
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
上
部
消
化
管
外
科
で
島
田

英
昭
先
生
や
病
理
診
断
科
で
栃

木
直
文
先
生
が
活
躍
中
で
す
。

本
院
の
呼
吸
器
外
科
で
は
昨
年
、

２
６
０
例
以
上
の
手
術
を
行
っ

て
お
り
、
消
化
器
外
科
を
含
め

て
低
侵
襲
手
術
に
積
極
的
で
、

今
年
度
、da Vinci

も
導
入
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、robotic 

surgery

へ
の
対
応
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
呼
吸
器
外
科
医
療
は
、

よ
り
個
別
化
が
す
す
み
、
再
生

医
療
の
導
入
も
視
野
に
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

こ
れ
ま
で
の
診
療
、
研
究
の
方

針
を
継
続
し
な
が
ら
、
診
療
で

は
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
医
療
の
導

入
、
低
侵
襲
手
術
か
ら
拡
大
手

術
ま
で
の
対
応
、robotic 

surgery

な
ど
最
新
技
術
の
導

入
を
実
行
し
な
が
ら
診
療
実
績

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
研
究
に

関
し
て
は
、
再
生
医
療
の
導
入

に
向
け
て
共
同
研
究
を
推
進
し

な
が
ら
、
新
し
い
時
代
の
到
来

を
見
据
え
て
対
応
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
も

重
点
を
置
い
て
い
る
の
は
教
育

で
あ
り
、
一
緒
に
技
術
を
高
め

あ
い
な
が
ら
世
界
的
に
活
躍
で

き
る
呼
吸
器
外
科
医
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
千

葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
先

生
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
御
指

導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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在
、
全
国
各
地
で
悪
質
犯
罪
が

多
発
し
て
お
り
、
日
本
は
世
界

で
一
番
治
安
が
良
い
国
と
は
言

い
難
く
な
っ
て
き
た
の
は
事
実

で
あ
り
ま
す
。
我
々
が
、
安
心

か
つ
安
全
に
生
活
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
積
極
的
に

提
言
し
、
努
力
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

指
導
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

東
京
女
子
医
科
大
学
学
長
に

笠　

貫　
　

宏（
昭
42
）氏　

就
任

平
成
25
年
春
の
叙
勲
で
、
瑞

宝
中
綬
章
を
戴
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
私
を
ご
指
導
し
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
と
も
に
仕
事
を
し

て
い
た
だ
い
た
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、

群
馬
大
学
、
関
連
病
院
や
放
射

線
医
学
総
合
研
究
所
の
先
生
が

た
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
方
々
の

お
か
げ
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

日
本
が
や
っ
と
復
興
し
始
め

た
昭
和
29
年
に
卒
業
、
１
年
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
は
遊
ん
で
い
る

う
ち
に
す
ぎ
て
、
国
家
試
験
の

口
頭
試
問
は
某
大
学
の
皮
膚
科

の
先
生
で
し
た
。
ど
こ
の
教
室

で
ご
指
導
願
う
か
と
い
う
と
き

に
な
り
、
希
望
者
が
少
な
か
っ

た
皮
膚
泌
尿
器
科
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
基
礎
研
修
の
す
ぎ
た

こ
ろ
、
昭
和
35
年
に
皮
膚
科
泌

尿
器
科
の
分
離
と
な
り
、
泌
尿

器
科
を
専
攻
し
ま
し
た
。
外
科

的
技
術
が
発
展
し
始
め
た
時
期

で
百
瀬
剛
一
教
授
や
先
輩
諸
先

生
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま

た
内
分
泌
学
も
急
成
長
し
て
お

り
、
ま
ず
男
子
不
妊
症
の
研
究

を
片
山
喬
先
生
（
富
山
医
科
薬

科
大
学
名
誉
教
授
）
と
、
解
剖

学
永
野
俊
雄
先
生
に
精
巣
組
織

を
教
わ
り
な
が
ら
始
め
ま
し
た
。

昭
和
36
年
群
馬
大
学
で
も
皮

膚
科
泌
尿
器
科
の
分
離
と
な
り
、

泌
尿
器
科
初
代
教
授
の
志
田
圭

三
先
生
に
さ
そ
わ
れ
前
橋
に
い

き
ま
し
た
。
当
時
の
泌
尿
器
科

は
膀
胱
癌
の
研
究
が
盛
ん
で
、

前
立
腺
に
興
味
を
も
つ
ひ
と
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
対

象
に
し
ま
し
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド

ホ
ル
モ
ン
の
微
量
定
量
が
開
発

さ
れ
、
Ｃ14

や
Ｈ３
ラ
ベ
ル
化
合
物

を
用
い
た
ト
レ
ー
サ
ー
実
験
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
が
正
常
や
癌

の
前
立
腺
で
ど
う
な
る
か
を
み

た
結
果
、
ジ
ヒ
ド
ロ
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
に
代
謝
さ
れ
て
作
用
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
阻
害
は
現
在
前
立
腺
肥
大
症

治
療
薬
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Population Council

の
奨

学
金
を
い
た
だ
き
、
ア
メ
リ
カ

ボ
ル
チ
モ
ア
市
のJohns Hop-

kins

大
学
で
２
年
間Donald 

Coffey

そ
の
他
と
前
立
腺
の
研

究
を
し
た
の
ち
、
昭
和
50
年
か

ら
平
成
８
年
の
退
官
ま
で
、
千

葉
大
学
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
臨
床
で
は
泌
尿
器
科
領
域

の
診
断
、
治
療
の
レ
ベ
ル
を
教

室
の
先
生
方
と
一
緒
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
つ
と
め
て
、
人
並

み
と
同
等
に
で
き
た
と
お
も
い

ま
す
。
ま
た
放
射
線
医
学
総
合

研
究
所
の
共
同
研
究
に
加
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在

同
施
設
の
前
立
腺
癌
放
射
線
治

療
数
は
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
研
究
面
で
は
前
立
腺
癌

の
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
依
存
性
を
は

じ
め
、
排
尿
機
能
、
男
子
不
妊

症
、
そ
の
他
各
泌
尿
器
科
分
野

の
研
究
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

四
郎
先
生
と
共
に
肺
癌
の
病
理

研
究
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
43

年
米
国
で
の
留
学
に
旅
発
つ
際
、

「
と
う
と
う
石
炭
置
き
場
の
君
が

敵
国
に
行
く
か
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
羽
田
空
港
ま
で
見
送
っ
て

下
さ
っ
た
香
月
先
生
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
時
ワ

ト
ソ
ン
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
構
造
を
発

表
し
て
か
ら
既
に
15
年
過
ぎ
て

い
て
、
病
理
学
の
分
野
に
も
分

子
生
物
学
が
入
り
だ
し
た
時
期

で
し
た
。
米
国
で
は
病
理
学
の

教
室
に
も
形
態
学
者
以
外
の
研

究
者
が
半
数
以
上
い
る
の
を
み

て
、
我
が
国
と
の
差
を
実
感
し

た
も
の
で
す
。
同
時
期
に
米
国

留
学
中
だ
っ
た
多
田
富
雄
君
が

サ
プ
レ
ッ
サ
ー
Ｔ
細
胞
の
最
初

の
発
表
を
し
て
い
る
の
を
ア
ト

ラ
ン
タ
の
学
会
で
聞
き
刺
激
を

受
け
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

帰
国
し
て
み
る
と
大
学
は
一

変
し
、
大
学
紛
争
後
の
混
乱
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
全
国
的
に

大
学
の
仕
切
り
直
し
の
時
期
に

さ
し
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
期

を
一
に
し
て
、
国
で
は
科
学
立

国
を
目
指
し
て
、
筑
波
研
究
学

平
成
25
年
春
の
叙
勲
で
図
ら

ず
も
文
部
科
学
省
を
通
じ
て
瑞

宝
中
綬
章
を
拝
受
い
た
し
ま
し

た
。
か
か
る
栄
誉
を
賜
っ
た
の

は
、
一
重
に
ご
指
導
を
受
け
た

先
生
と
先
輩
お
よ
び
長
い
間
支

え
て
く
れ
た
同
僚
の
お
蔭
で
あ

り
ま
す
。
先
輩
達
の
恩
徳
に
感

謝
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
道
を

ふ
り
か
え
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
33
年
に
卒
業
後
、
教
育

熱
心
で
有
名
だ
っ
た
滝
沢
延
次

郎
先
生
の
門
を
た
た
き
、
病
理

形
態
学
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
、

病
理
学
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。

毎
日
病
理
標
本
を
抱
え
て
教
授

室
に
入
る
と
き
の
緊
張
感
は
50

年
以
上
た
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
昭
和
38
年
出
来
た
ば
か

り
の
肺
癌
研
究
施
設
の
香
月
秀

雄
先
生
の
も
と
へ
走
り
、
亥
鼻

の
連
絡
道
路
に
あ
っ
た
石
炭
小

屋
を
研
究
室
に
し
て
、
井
出
源

園
都
市
構
想
が
き
ま
り
、
そ
の

一
つ
と
し
て
筑
波
大
学
の
設
立

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新

設
の
医
学
部
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

私
は
、
内
科
の
東
条
静
夫
先
生
、

社
会
医
学
の
藤
原
喜
久
夫
先
生
、

外
科
の
岩
崎
洋
治
先
生
、
脳
外

科
の
牧
豊
先
生
、
神
経
科
の
小

泉
準
三
先
生
と
い
う
大
先
輩
達

と
共
に
最
初
に
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
40
名
内
外
の
若
い

先
生
方
が
千
葉
か
ら
筑
波
に
ぞ

く
ぞ
く
と
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

筑
波
大
学
は
全
国
的
に
荒
れ
狂

っ
た
大
学
紛
争
後
に
開
学
さ
れ

る
こ
と
で
も
あ
り
、
文
部
省
は

す
べ
て
新
構
想
の
基
を
つ
く
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
筑
波
大

学
の
開
学
が
迫
る
と
、
私
は
医

学
部
開
設
準
備
室
教
官
と
し
て

任
命
さ
れ
、
東
京
文
京
に
あ
っ

た
大
学
準
備
局
に
て
数
名
の
先

生
方
と
連
日
筑
波
大
学
新
構
想

を
ね
ら
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の

医
学
部
の
組
織
を
教
育
と
研
究

に
分
離
、
教
室
と
医
局
の
廃
止

と
い
う
旧
来
の
医
学
部
を
根
本

か
ら
改
革
す
る
こ
と
が
前
提
で

議
論
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

教
室
・
医
局
の
中
で
育
っ
て
き

た
私
ど
も
に
と
っ
て
、
頭
の
切

り
替
え
が
大
変
で
し
た
。
こ
の

大
学
改
革
案
は
、「
筑
波
方
式
」

と
悪
評
で
し
た
が
、
そ
の
後
次

第
に
他
の
大
学
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

昭
和
50
年
度
に
は
、
筑
波
の

原
野
に
移
り
大
学
の
建
設
が
始

ま
る
と
共
に
、
先
に
建
て
ら
れ

た
施
設
の
部
屋
を
借
り
て
、
第

一
期
生
の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
昭
和
55
年
以
降
に
大

学
病
院
の
建
設
が
始
ま
り
、
や

は
り
大
学
紛
争
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
の
廃

止
に
代
わ
っ
て
、
米
国
の
制
度

を
参
考
に
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在

の
研
修
医
制
度
の
先
駆
け
で
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
私
は
病
理

医
の
養
成
機
構
と
し
て
病
理
レ

ジ
デ
ン
ト
制
度
を
設
立
し
、
我

が
国
で
の
病
理
医
の
臨
床
医
学

で
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
筑
波
の
病
理

は
、
小
島
瑞
教
授
の
リ
ン
パ
腫

病
理
グ
ル
ー
プ
と
中
村
恭
一
教

授
の
胃
癌
病
理
グ
ル
ー
プ
が
加

わ
っ
て
か
ら
は
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
し
た
。
私
ど
も
は
肺
病
理

を
看
板
に
大
学
院
の
学
生
や
病

理
レ
ジ
デ
ン
ト
の
若
者
と
と
も

に
、
研
究
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

大
学
開
設
以
来
研
究
生
活
に
入

れ
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
一

生
で
一
番
楽
し
い
時
期
で
し
た
。

20
世
紀
後
半
は
、
遺
伝
子
レ
ベ

ル
の
病
気
の
解
明
が
、
世
界
の

流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
で

し
た
。
病
理
形
態
学
よ
り
育
っ

た
私
に
と
っ
て
は
、
毎
日
が
新

し
い
分
野
へ
の
挑
戦
で
し
た
。

筑
波
大
学
で
の
生
活
も
残
り

少
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
ま
た
、

大
学
づ
く
り
の
仕
事
に
携
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
時

受
章
の
挨
拶

瑞
宝
中
綬
章

瑞
宝
中
綬
章
の
叙
勲島　

﨑　
　
　

淳
（
昭
29
）

瑞
宝
中
綬
章

つ
く
ば
に
根
を
下
ろ
し
て

小　

形　

岳
三
郎
（
昭
33
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
、

ま
た
泌
尿
器
科
教
室
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

速　報
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２
０
０
３
年
の
春
に
思
い
が

け
ず
も
紫
綬
褒
章
を
い
た
だ
い

て
か
ら
10
年
後
の
今
春
、
勲
章

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
勲
章
と

い
う
響
き
は
そ
の
歴
史
的
事
情

か
ら
、
あ
ま
り
女
性
に
は
馴
染

み
の
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
し
た
が
、
時
代
の
変
化
な
の

で
し
ょ
う
。

大
学
院
を
満
了
の
１
９
６
８

年
に
本
学
の
文
部
教
官
助
手

（
現
：
助
教
）
に
就
任
来
、
２
０

０
３
年
の
退
官
ま
で
の
45
年
間

文
部
教
官
と
し
て
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の

教
育
、
研
究
に
わ
た
る
功
労
と

し
て
の
栄
誉
と
の
こ
と
で
す
か

ら
、
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
を
は

じ
め
と
す
る
皆
々
様
の
暖
か
い

ご
支
援
の
賜
物
と
し
て
、
謹
ん

で
戴
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
喜
び
を
わ
か
ち
合
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
こ
の
間
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
大
学
、

ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク

研
究
所
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
ヒ
大
学
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ス

コ
ム
パ
ル
マ
ー
研
究
所
に
合
わ

せ
て
８
年
の
他
流
試
合
も
経
験

で
き
ま
し
た
の
も
、
皆
様
の
寛

大
な
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
は
皆
様
に
ご
厄
介
に
な
っ

て
い
る
毎
日
で
す
が
、
何
等
か

の
形
で
お
役
に
た
て
れ
ば
と
模

索
致
し
て
お
り
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章

叙
勲
の
ご
挨
拶

代
に
入
る
と
、
我
が
国
に
少
子

高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
医

療
介
護
の
見
直
し
の
時
代
に
入

り
ま
し
た
。
同
時
に
チ
ー
ム
医

療
の
大
き
な
担
い
手
で
あ
る
医

者
以
外
の
医
療
人
の
教
育
の
立

ち
遅
れ
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

岩
崎
洋
治
先
生
を
中
心
に
医
療

技
術
者
を
育
て
る
大
学
を
茨
城

県
で
作
る
こ
と
に
な
り
、「
も
う

一
度
、
一
緒
に
大
学
づ
く
り
を

や
ろ
う
よ
」
と
誘
わ
れ
参
加
し

ま
し
た
。
岩
崎
先
生
に
と
っ
て

は
末
期
肝
が
ん
を
身
に
抱
え
な

が
ら
の
人
生
最
後
の
挑
戦
で
し

た
。
最
初
の
入
学
式
に
大
学
病

院
の
重
症
病
棟
か
ら
車
い
す
で

出
席
さ
れ
た
先
生
の
姿
を
今
で

も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
翌
平
成
８
年
筑
波
大
学
を

去
っ
て
、
岩
崎
先
生
の
形
見
と

な
っ
た
県
立
医
療
大
の
大
学
運

営
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
看
護
師
、
放
射
線
技
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
と

い
っ
た
医
療
技
術
者
の
教
育
の

在
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。
お

蔭
で
茨
城
の
県
立
医
療
大
が
そ

の
魁
と
な
り
、
そ
の
後
、
看
護

系
大
学
の
新
設
が
全
国
的
ブ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
平
成

13
年
に
、
軌
道
に
の
っ
た
大
学

を
み
て
退
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
や
は
り
同
門
の
東

条
静
夫
先
生
が
筑
波
大
定
年
後

築
き
上
げ
た
筑
波
学
園
病
院
が
、

私
の
最
後
の
仕
事
場
に
な
り
ま

し
た
。
東
条
閣
下
と
呼
ば
れ
て

本
年
春
の
叙
勲
で
、
元
大
和

市
医
師
会
長
と
し
て
旭
日
双
光

章
を
授
与
さ
れ
、
５
月
１
日
に

県
庁
で
県
知
事
よ
り
勲
章
を
伝

達
さ
れ
、
５
月
10
日
に
皇
居
で

天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
て
参
り
ま

し
た
。

平
成
11
年
度
か
ら
16
年
度
の

６
年
間
、
市
医
師
会
長
を
務
め
、

そ
の
任
期
中
に
前
会
長
と
前
々

会
長
が
叙
勲
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

小
生
が
医
師
会
長
就
任
当
時
、

市
医
師
会
館
は
事
務
局
と
し
て
、

ま
た
休
日
夜
間
急
患
診
療
の
場

と
し
て
使
わ
れ
て
居
り
ま
し
た

が
、
急
増
す
る
患
者
数
に
対
応

で
き
る
広
さ
が
無
く
、
医
師
１

人
で
の
診
療
ス
ペ
ー
ス
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
休
日
夜
間
急
患
診
療

は
医
師
会
事
業
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
が
、
小
生
会
長
就
任
当

時
に
は
市
町
村
に
課
さ
れ
た
事

業
に
な
っ
て
居
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
会
長
に
就
任
す

る
と
直
ぐ
、
市
当
局
に
旧
医
師

会
館
内
の
諸
施
設
の
移
転
・
拡

充
を
求
め
ま
し
た
。

会
長
２
期
目
に
は
、
こ
の
件

が
市
議
会
の
議
題
と
な
り
可
決

さ
れ
、
３
期
目
に
建
築
デ
ザ
イ

ン
の
公
募
が
始
ま
り
、
デ
ザ
イ

ン
も
決
ま
っ
た
時
点
で
小
生
の

会
長
任
期
は
終
わ
り
ま
し
た

（
会
長
選
敗
退
）。

し
か
し
、
会
長
退
任
後
の
２

年
間
で
会
館
建
築
も
デ
ザ
イ
ン

通
り
に
建
て
ら
れ
、現
在
の「
大

安
房
医
師
会
病
院
の
運
営
発
展

に
努
力
し
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

昭
和
45
年
当
時
の
安
房
医
師

会
活
動
と
言
え
ば
医
師
会
病
院

を
中
核
に
し
て
自
治
体
と
連
携

し
た
胃
集
団
検
診
事
業
で
し
た
。

医
師
会
員
は
受
診
率
を
上
げ
る

為
に
早
期
胃
癌
除
去
の
普
及
啓

発
の
説
明
会
を
各
地
区
に
出
張

し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
胃

集
検
か
ら
各
種
総
合
検
診
へ
と

発
展
し
て
行
っ
た
の
で
す
。
こ

の
医
師
会
、自
治
体
、住
民
の
輪

が
大
き
く
回
転
し
て
行
き
安
房

の
地
域
医
療
に
大
い
に
貢
献
し

た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
医
師
会
病
院
は
千
葉
大

学
及
び
ゐ
の
は
な
同
窓
会
出
身

の
先
生
方
の
支
援
と
ご
活
躍
に

よ
り
１
４
９
床
の
開
放
型
病
院

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
20
年
に
経
営
破

綻
し
地
元
総
合
病
院
に
移
譲
さ

れ
、
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な

っ
て
新
た
な
道
を
た
ど
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

世
の
中
は
常
に
変
革
し
て
い

く
の
が
天
の
理
で
す
が
、
長
い

間
の
学
校
医
及
び
開
業
医
と
し

て
暖
か
い
友
と
気
持
ち
の
良
い

患
者
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
又
家
族

の
支
え
が
あ
っ
て
幸
せ
な
晩
年

を
生
き
乍
ら
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

本
年
５
月
春
の
叙
勲
で
瑞
宝

双
光
章
を
頂
き
ま
し
た
。
早
速

ゐ
の
は
な
同
窓
会
誌
よ
り
原
稿

依
頼
が
参
り
ま
し
た
の
で
ご
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
昭
和
28
年
大
学
卒
で
イ

ン
タ
ー
ン
後
、
千
葉
大
耳
鼻
咽

喉
科
北
村
武
教
室
に
入
局
し
、

昭
和
30
年
４
月
副
手
、
昭
和
33

年
４
月
助
手
、
昭
和
35
年
館
山

市
医
療
法
人
山
崎
病
院
耳
鼻
咽

喉
科
勤
務
、
昭
和
37
年
本
位
田

耳
鼻
咽
喉
科
医
院
を
地
元
館
山

に
開
設
、
現
在
に
到
っ
て
い
ま

す
。叙

勲
の
理
由
は
長
年
に
わ
た

る
学
校
医
と
し
て
の
勤
務
が
対

象
と
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
平
成
３
年
に
は
千
葉
県
学

校
健
康
教
育
関
係
顕
彰
、
平
成

22
年
、
千
葉
県
教
育
功
労
者
表

彰
、
平
成
23
年
、
文
部
科
学
大

臣
表
彰
（
学
校
保
健
功
労
）
等

を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
私
が
社
会
的
な
仕

事
を
何
か
行
っ
た
と
す
れ
ば
、

団
体
歴
と
し
て
昭
和
45
年
安
房

医
師
会
理
事
、
昭
和
59
年
安
房

医
師
会
副
会
長
、
62
年
会
長
と

な
っ
て
、
医
師
会
活
動
、
及
び

旭
日
双
光
章

叙
勲
さ
れ
て

小
野
寺　

美
津
雄
（
昭
33
）

瑞
宝
双
光
章

叙
勲
を
受
け
て

本
位
田　

泰　

介
（
昭
28
）

和
市
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と

な
っ
て
居
り
、
余
裕
を
持
っ
て

患
者
数
に
対
応
で
き
て
居
り
ま

す
。最

近
に
な
っ
て
、過
去
に
現
・

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
に
反

対
し
て
い
た
一
団
も
、
こ
の
存

在
価
値
を
認
め
て
居
る
よ
う
で

す
。こ

の
度
の
叙
勲
は
、
市
医
師

会
長
時
代
に
す
る
べ
き
こ
と
は

し
た
と
認
め
ら
れ
て
の
結
果
か

と
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

怖
が
ら
れ
て
い
た
東
条
先
生
も
、

私
が
学
園
病
院
に
移
っ
た
時
は
、

脳
梗
塞
で
闘
病
生
活
を
送
っ
て

お
ら
れ
、
先
生
の
病
室
に
お
見

舞
い
す
る
の
が
私
の
日
課
で
し

た
。
現
在
、
病
理
医
と
し
て
地

域
医
療
に
携
わ
り
な
が
ら
、
看

護
学
校
に
て
教
育
の
お
世
話
を

し
て
は
や
10
年
を
超
え
ま
し
た
。

八
十
路
を
迎
え
て
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
伝
統
あ
る
亥
鼻
の

学
び
舎
で
育
て
て
い
た
だ
い
た

後
、
大
学
教
育
制
度
の
改
革
と

い
う
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、

亥
鼻
の
先
輩
達
と
と
も
に
新
し

い
大
学
づ
く
り
に
明
け
暮
れ
た

一
生
で
し
た
。
今
は
も
う
お
目

に
か
か
れ
な
く
な
っ
た
先
輩
た

ち
の
ご
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
、

亥
鼻
医
学
の
真
髄
で
あ
る
「
兼

愛
無
私
の
精
神
」
を
若
者
に
伝

え
な
が
ら
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
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ー
ト
を
２
０
０
６
年
12
月
に
切

り
ま
し
た
。

当
時
の
八
千
代
医
療
セ
ン
タ

ー
は
野
戦
病
院
的
な
忙
し
さ
が

あ
り
、
そ
れ
で
も
「
よ
り
よ
い

医
療
の
提
供
」
を
志
す
医
師
に

よ
る
気
概
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
決
し
て
、
順
風
満
帆
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
病

院
の
基
盤
が
開
院
２
年
で
出
来

上
が
り
、
３
年
目
の
２
０
０
９

年
４
月
に
私
が
病
院
管
理
者

（
２
０
０
９
年
～
現
在
）
と
な

り
、
佐
藤
二
郎
副
院
長
（
昭
56
）

や
舩
津
英
陽
副
院
長（
北
里
大
・

昭
58
）
と
と
も
に
、
伊
藤
・
杉

岡
路
線
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
４
月
に
は
、
橋
本

尚
武
副
院
長
（
昭
55
）、
新
井
田

達
雄
副
院
長
（
東
京
医
大
・
昭

56
）、
鎌
倉
里
美
副
院
長
（
看
護

局
）
が
執
行
部
に
加
わ
り
、
２

０
１
３
年
４
月
に
、
こ
れ
ら
執

行
部
が
再
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
に
千
葉
県
地
域

災
害
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
、

２
０
１
１
年
に
は
千
葉
県
地
域

医
療
支
援
病
院
の
名
称
を
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
県

の
が
ん
連
携
拠
点
協
力
病
院

（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が

ん
）
に
指
定
さ
れ
、
高
齢
者
社

会
を
見
据
え
、
成
人
病
、
が
ん

治
療
、
在
宅
医
療
、
緩
和
医
療

に
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
わ
た
く
し

は
小
児
科
医
で
す
が
、
外
科
系

医
師
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
小
児

２
０
１
３
年
４
月
に
東
京
女

子
医
科
大
学
八
千
代
医
療
セ
ン

タ
ー
（
３
５
５
床
、
34
診
療
科
）

は
７
度
目
の
春
を
迎
え
、
人
生

に
例
え
れ
ば
晴
れ
て
小
学
校
入

学
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

当
院
が
ゐ
の
は
な
同
窓
会
社
会

貢
献
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
名
誉

院
長
で
あ
る
伊
藤
達
雄
先
生

（
昭
42
）
や
前
八
千
代
市
医
師
会

長
で
あ
る
杉
岡
昌
明
先
生
（
昭

37
）、
そ
し
て
、
多
く
の
医
師
・

看
護
師
・
職
員
の
努
力
が
結
実

し
た
受
賞
で
す
。
同
時
に
、
わ

た
し
ど
も
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の

区
切
り
と
も
な
り
ま
し
た
。
実

は
、
受
賞
式
の
数
日
前
に
、
法

人
と
し
て
正
式
に
５
０
１
床
計

画
を
承
認
し
、
八
千
代
医
療
セ

ン
タ
ー
が
い
よ
い
よ
第
二
ス
テ

ー
ジ
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。

埼
玉
県
と
千
葉
県
を
併
せ
て

１
３
０
０
万
人
口
で
す
が
、
医

学
部
は
埼
玉
医
科
大
学
、
防
衛

医
科
大
学
、
千
葉
大
学
の
３
校

に
過
ぎ
ず
、
ほ
ぼ
同
じ
人
口
を

有
す
る
東
京
に
は
11
校
、
九
州

に
は
10
校
の
医
学
部
が
存
在
す

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
千
葉
県
や

埼
玉
県
と
東
京
の
医
療
格
差
は

厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
当
院
が
位
置
す
る
東
葛

南
部
二
次
医
療
圏
（
６
市
人
口

１
７
１
万
）
は
日
本
を
代
表
す

る
人
口
密
集
地
域
で
、
そ
の
医

療
圏
に
位
置
す
る
八
千
代
市
に

は
基
幹
病
院
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
な

か
、
当
時
の
八
千
代
市
医
師
会

の
杉
岡
昌
明
会
長
と
伊
藤
達
雄

初
代
院
長
が
医
師
会
と
病
院
が

連
携
す
る
地
域
医
療
モ
デ
ル
を

掲
げ
、
病
院
、
八
千
代
市
当
局
、

八
千
代
市
医
師
会
、
市
民
、
こ

れ
ら
４
者
に
よ
る
運
営
協
議
会

を
設
置
、
市
民
が
誇
り
に
思
う

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
ス
タ

こ
の
た
び
、「
わ
が
国
の
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
、
総
合
医
の
医

学
の
開
発
と
育
成
」
で
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
も
と
は
、

私
が
敗
戦
後
の
千
葉
大
学
医
学

部
第
二
内
科
で
、
堂
野
前
維
摩

郷
教
授
か
ら
い
た
だ
い
た
教
え

と
、
細
菌
学
の
川
喜
田
愛
郎
教

授
か
ら
た
ま
わ
っ
た
啓
蒙
と
に

よ
り
ま
す
。

昭
和
20
年
、
戦
争
か
ら
帰
っ

た
私
た
ち
に
た
い
し
、
堂
野
前

教
授
は
次
の
よ
う
に
教
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。「
君
た
ち
が
学
ぼ

う
と
し
て
い
る
内
科
と
い
う
も

の
は
、
病
人
の
か
ら
だ
を
頭
の

さ
き
か
ら
足
の
さ
き
ま
で
よ
く

み
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
病
人

の
生
い
立
ち
、
い
ま
ど
ん
な
生

活
を
し
て
い
る
か
、
ど
ん
な
考

え
を
も
ち
、
ど
う
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
か
ま
で
、
そ
の

病
人
の
人
間
全
体
を
よ
く
理
解

し
て
診
療
す
る
科
で
す
。
内
科

は
こ
の
よ
う
に
、
病
人
の
人
間

全
体
を
よ
く
み
る
科
で
あ
る
故

に
、
臨
床
の
す
べ
て
の
科
の
中

の
中
心
な
の
で
す
。」
と
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
川
喜
田
愛
郎
教
授
は
、

そ
の
名
著
「
医
学
概
論
」
で
次

の
こ
と
を
き
び
し
く
指
摘
し
、

私
た
ち
を
指
導
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。「
君
た
ち
が
い
ま
学
ん
で

い
る
医
学
が
は
ら
ん
で
い
る
大

き
な
危
険
は
、
人
間
が
病
む
と

い
う
事
実
を
、
医
学
の
型
紙
に

合
わ
せ
て
裁
断
し
、
病
人
を
病

院
や
医
師
の
都
合
に
合
わ
せ
て

診
療
す
る
と
い
う
誤
り
を
招
き

や
す
い
こ
と
で
あ
る
。」
と
。

私
は
こ
の
お
二
人
の
教
授
の

教
え
に
つ
よ
い
共
感
を
覚
え
、

自
分
が
病
人
だ
っ
た
ば
あ
い
を

考
え
、
人
間
性
の
あ
る
医
師
に

な
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

成
田
赤
十
字
病
院
の
勤
務
医

師
時
代
、
病
院
勤
務
で
は
こ
の

病
人
中
心
の
診
療
に
徹
す
る
こ

と
に
困
難
を
感
じ
、
昭
和
32
年
、

自
宅
で
の
開
業
を
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
当
時
、
わ
が
国
の
開

業
医
に
、
研
究
会
も
学
会
も
な

か
っ
た
こ
と
を
発
見
。
昭
和
38

年
２
月
、「
実
地
医
家
の
た
め
の

会
」
を
発
足
さ
せ
、
昭
和
53
年

６
月
に
は
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
学
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
学
会
は
大
き
く
発
展
し
、
現

在
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

連
合
学
会
と
し
て
日
本
医
学
会

の
大
事
な
医
学
本
道
の
役
割
を

担
う
に
至
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
は
将

来
の
わ
が
国
の
医
療
体
制
に
お

け
る
総
合
医
の
重
要
性
か
ら
、

医
学
教
育
体
制
に
お
け
る
総
合

医
の
育
成
重
視
に
動
き
は
じ
め

て
い
ま
す
。

以
上
の
ご
と
く
、
わ
が
国
の

医
学
界
、
医
療
行
政
が
大
き
く

方
向
を
転
換
す
る
原
点
に
、
わ

が
千
葉
大
学
の
堂
野
前
教
授
、

川
喜
田
教
授
の
教
え
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
私
ど
も
の
大
き
い
誇

り
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
「
実
地
医
家

の
た
め
の
会
」
と
「
日
本
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
」
の
活
動

に
、
本
会
の
前
会
長
渡
辺
武
先

生
が
つ
ね
に
私
の
左
腕
と
し
て

大
き
い
活
動
を
し
て
下
さ
っ
て

き
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

略
歴

昭
和
16
年
12
月　

千
葉
医
科
大

学
卒
業

昭
和
17
年
１
月　

海
軍
軍
医
中

尉昭
和
20
年
12
月　

千
葉
大
学
医

学
部
第
二
内
科
入
局

昭
和
24
年
４
月　

学
位
授
与

永
井
医
院永　

井　

友
二
郎
（
昭
16
）

社
会
貢
献
賞

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
に
よ
せ
て

昭
和
25
年
９
月　

成
田
赤
十
字

病
院
内
科
医
長

昭
和
32
年
11
月　

永
井
医
院
開

業昭
和
38
年
２
月　

実
地
医
家
の

た
め
の
会
設
立

昭
和
53
年
６
月　

日
本
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
学
会
設
立

昭
和
63
年
11
月　

日
本
医
師
会

最
高
優
功
賞
受
賞

東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー　
　

病
院
長　

寺　

井　
　
　

勝
（
昭
53
）

社
会
貢
献
賞

の
総
合
医
療
体
制
と
小
児
医
療

者
の
育
成
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
千
葉
県
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
（
２
０
０
７
年
）

や
千
葉
県
全
県
対
応
型
小
児
連

携
拠
点
病
院
（
２
０
０
８
年
）

に
指
定
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に

は
日
本
小
児
総
合
医
療
施
設
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
（
千
葉
県
で

は
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
に
次
ぎ

２
番
目
）。
現
在
、
周
産
期
・
小

児
病
床
は
１
２
４
床
（NICU15

床
、PICU10

床
、M

FICU6

床
）
よ
り
成
り
、
今
年
度
か
ら

小
児
の
心
臓
血
管
外
科
診
療
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
産
科
麻

酔
科
、
小
児
麻
酔
科
も
設
置
さ

れ
、
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
と
は

異
な
っ
た
総
合
病
院
設
置
型
の

小
児
・
周
産
期
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
て
い
く
所
存
で
す
。

２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

当
院
は
災
害
拠
点
病
院
に
も
関

わ
ら
ず
、
計
画
停
電
を
７
日
間

に
亘
り
経
験
致
し
ま
し
た
。
八

千
代
市
、
医
師
会
と
連
携
し
、

八
千
代
市
の
防
災
対
策
を
強
化

し
て
お
り
ま
す
が
、
災
害
拠
点

病
院
を
長
期
に
停
電
さ
せ
る
国

の
危
機
管
理
の
な
さ
、
無
計
画

さ
を
国
に
も
訴
え
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
千
葉
県
チ
ー
ム
に

加
わ
り
、
陸
前
高
田
市
の
亜
急

性
期
の
医
療
支
援
、
更
に
は
、

宮
城
県
知
事
の
要
請
の
も
と
、

佐
藤
二
郎
手
術
部
長
を
中
心
に

気
仙
沼
市
や
本
吉
市
の
医
療
支
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こ
の
度
、
歴
史
と
伝
統
あ
る

〝
ゐ
の
は
な
同
窓
会
〟
か
ら
社
会

貢
献
賞
を
頂
き
、
大
変
光
栄
で

感
謝
・
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
頂
い
た
受
賞
の
題
名
は

「（
独
居
）
高
齢
者
を
地
域
住
民

と
と
も
に
見
守
る
『（
１
人
暮
ら

し
）
あ
ん
し
ん
電
話
』
シ
ス
テ

ム
」（
以
下
「
あ
ん
し
ん
電
話
」）

で
す
。

現
在
、
全
世
帯
の
10
件
に
１

件
が
「
独
り
暮
ら
し
高
齢
世
帯
」

で
す
。
今
後
の
超
高
齢
社
会
の

進
行
と
と
も
に
、
こ
れ
が
さ
ら

に
６
～
７
件
に
１
件
に
増
え
ま

す
。
２
０
３
５
年
に
は
、
全
国

で
７
６
２
万
人
の
独
り
暮
ら
し

高
齢
者
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
状
で
も
、
日
常

臨
床
や
地
域
の
ケ
ア
会
議
な
ど

で
対
処
困
難
事
例
の
過
半
は
独

居
高
齢
者
で
す
。
こ
れ
に
私
は

何
と
か
有
効
な
方
策
は
な
い
か

と
考
え
、
07
年
２
月
か
ら
工
学

院
大
学
と
共
同
で
「
あ
ん
し
ん

電
話
」
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
診
療
所
に
設
置
し
た

パ
ソ
コ
ン
（
以
下
Ｐ
Ｃ
）
に
予

め
独
り
暮
ら
し
の
方
の
電
話
番

号
を
登
録
し
て
お
き
ま
す
。
Ｐ

Ｃ
は
患
者
さ
ん
と
約
束
し
た
日

時
（
毎
週
１
回
）
に
、
私
が
事

前
に
録
音
し
た
声
で
定
期
的
か

つ
自
動
的
に
電
話
を
か
け
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
、
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

式
電
話
で「

の
あ
と
に
１（
ま

た
は
２
、
３
）」
と
ボ
タ
ン
を
押

し
ま
す
。
こ
の
番
号
は
、
そ
れ

ぞ
れ「
問
題
な
し
」「
体
調
不
良
」

「
要
連
絡
」
と
約
束
し
て
い
ま
す

（
こ
の
番
号
ご
と
の
約
束
事
は
、

例
え
ば
「
４
が
買
物
依
頼
」、

「
５
が
便
利
屋
さ
ん
」
と
す
る
事

も
可
能
で
す
）。

回
答
結
果
は
、
Ｐ
Ｃ
画
面
に

一
覧
表
で
色
分
け
し
て
表
示
さ

れ
ま
す
。
発
信
側
（
診
療
所
側
）

は
Ｐ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
こ
の
「
回

答
結
果
一
覧
」
を
見
れ
ば
、
受

信
側
（
患
者
さ
ん
側
）
の
健
康

状
況
や
安
否
が
一
目
で
わ
か
り

ま
す
。
心
配
な
方
に
は
別
途
個

別
に
電
話
連
絡
し
相
談
に
乗
り

指
示
し
ま
す
。

こ
の
機
器
は
初
期
導
入
費
用

が
約
50
万
円
で
す
。
し
か
し
、

約
80
人
を
管
理
し
て
発
信
側
は

月
々
７
千
円
程
度
の
費
用
で
、

受
信
側
の
負
担
は
ゼ
ロ
で
電
話

代
も
発
生
し
ま
せ
ん
。「
費
用
対

効
果
」
に
優
れ
、
１
台
（
１
箇

所
）
で
２
０
０
～
３
０
０
人
規

模
ま
で
管
理
可
能
で
す
。
ま
た
、

予
め
録
音
し
た
音
声
で
の
問
い

か
け
な
の
で
、
お
互
い
に
気
疲

れ
せ
ず
気
兼
ね
も
い
り
ま
せ
ん
。

救
急
対
応
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
緊
急
通
報
装
置
」

が
１
人
当
た
り
年
間
約
４
万
円

か
か
る
（
多
く
は
税
金
が
投
じ

ら
れ
て
い
る
）
の
に
比
べ
、
は

る
か
に
合
理
的
で
安
価
で
持
続

可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
「
あ
ん
し
ん
電
話
」
は

現
時
点
で
、
全
国
で
６
地
域
、

松
戸
市
内
で
は
８
地
域
に
導
入

さ
れ
独
り
暮
ら
し
の
方
を
中
心

に
約
６
０
０
人
の
方
々
を
対
象

に
稼
働
し
て
い
ま
す
。
12
年
末

に
は
松
戸
市
医
師
会
か
ら
「
後

援
」
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
浸
透
は
不
十
分
で
す
。

今
後
急
速
に
高
齢
化
す
る
の

は
都
市
部
で
、
特
に
「
埼
玉
・

千
葉
・
神
奈
川
の
首
都
圏
問
題
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
で
も
Ｕ
Ｒ
（
団
地
）
な
ど

は
高
齢
化
率
40
％
、
独
居
率
30

％
と
い
う
地
域
も
あ
り
、
今
後

の
超
高
齢
社
会
を
先
取
り
し
て

い
る
と
も
言
え
ま
す
。

私
は
「
独
り
暮
ら
し
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
住
め
る
街
づ
く

り
」
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
、

微
力
な
が
ら
こ
の
「
あ
ん
し
ん

電
話
」
を
活
用
・
拡
大
し
、
今

後
も
「
地
域
を
守
る
」
と
い
う

意
識
で
多
様
な
活
動
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
同
窓
会

の
方
々
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
謝
辞

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ど
う
た
れ
内
科
診
療
所

堂　

垂　

伸　

治
（
昭
60
）

社
会
貢
献
賞

援
を
２
０
１
２
年
末
ま
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
小
児
科
で
は
２

０
１
２
年
か
ら
秋
田
県
仙
北
市

の
医
療
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。わ

た
し
た
ち
が
大
切
に
思
う

医
療
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
経
営
的
に
も
自
立
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
２

年
３
月
に
、
国
は
高
密
度
診
療

病
院
（DPCII

群
）
を
全
国
で

90
病
院
選
定
し
、
歴
史
あ
る
千

葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
や
船
橋
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、

立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の
当
院

も
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
高
さ
に
加
え
、
２
０
１

１
年
度
か
ら
黒
字
に
転
換
し
た

こ
と
も
指
定
に
繋
が
っ
た
要
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

職
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、

院
内
の
連
携
、
働
き
や
す
さ
な

ど
の
労
働
環
境
が
整
備
さ
れ
、

職
員
が
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー

に
愛
着
を
も
て
る
よ
う
な
運
営

が
管
理
者
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

医
師
の
定
員
に
は
総
定
員
制
を

導
入
し
、
必
要
な
部
・
科
に
は

人
材
を
採
用
し
や
す
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。
病
院
は
、
ひ
と
つ

の
医
局
と
し
て
横
の
連
携
を
重

視
し
、
現
在
、
１
６
５
名
の
医

師
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
24
時
間
営
業
の
職
員
保
育

所
、
図
書
館
、
院
外
薬
局
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

八
千
代
市
薬
剤
師
会
の
協
力
の

も
と
、
24
時
間
運
営
の
院
外
薬

局
が
近
隣
に
あ
り
全
国
で
も
珍

し
い
取
り
組
み
で
す
。
年
間
２

６
０
０
０
人
の
救
急
患
者
を
受

け
入
れ
る
当
院
に
と
っ
て
は
、

深
夜
の
院
内
処
方
箋
発
行
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
対
策
に

は
万
全
を
配
し
て
い
ま
す
。
八

千
代
市
警
察
と
も
連
携
、
暴
漢

対
策
も
月
に
１
度
の
講
習
会
を

院
内
で
実
施
し
効
果
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
不
審
者
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
イ

カ
ー
ド
に
よ
る
訪
問
者
の
移
動

制
限
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

節
電
、
ゴ
ミ
対
策
、
環
境
美
化

に
関
し
て
も
当
院
の
評
価
は
高

い
も
の
が
あ
り
、
多
く
の
病
院

関
係
者
や
市
長
の
訪
問
を
受
け

て
い
ま
す
。

最
後
に
若
手
人
材
育
成
に
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
院
は
、

開
院
以
来
、
総
合
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
現
在
も
継
続
し
て
い
る

県
内
で
も
数
少
な
い
臨
床
研
修

指
定
病
院
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
内
科
６
箇
月
、
外
科
３

箇
月
、
救
急
科
２
箇
月
、
麻
酔

科
２
箇
月
、
小
児
科
２
箇
月
、

産
婦
人
科
１
箇
月
、
精
神
科
１

箇
月
、
地
域
医
療
１
箇
月
の
す

べ
て
が
必
修
科
と
な
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
選
択
期
間
は
６

箇
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
６
期

生
（
定
員
10
）
が
こ
の
４
月
に

入
職
、
開
院
以
来
の
研
修
生
の

約
３
割
が
千
葉
大
学
卒
で
、
千

葉
大
学
の
学
生
に
も
一
定
の
評

価
を
得
て
い
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。RENKEI

を
医
療

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
横
断
的
医

療
モ
デ
ル
は
研
修
医
に
評
価
が

高
く
、
か
れ
ら
が
生
き
生
き
と

働
い
て
い
る
姿
を
頼
も
し
く
思

い
ま
す
。
今
後
も
、
大
学
病
院

と
市
中
病
院
の
特
色
を
併
せ
持

つ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
大
学
病
院
と

し
て
の
研
修
を
一
層
充
実
さ
せ
、

若
い
研
修
医
が
社
会
人
と
し
て
、

医
師
と
し
て
成
長
す
る
基
盤
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

わ
が
国
は
超
高
齢
化
社
会
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０

２
５
年
問
題
を
前
に
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
八
千
代
市
医
師
会
（
前

木
村
淑
志
会
長
；
順
天
堂
大
・

昭
38
、
椎
原
秀
茂
会
長
：
昭
52
）

と
協
力
す
る
こ
と
で
、
住
民
が

誇
り
に
思
う
医
療
を
提
供
出
来

る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
母
子
医
療
に
も
継
続

し
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
思
い

で
す
。

謝
辞
：
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
メ
ン

バ
ー
の
一
員
で
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
内
科
の
科
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
、
中
川
典
明
先
生

（
昭
60
）
が
２
０
１
３
年
１
月
１

日
に
肺
が
ん
の
た
め
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
、
先
生
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
２
０
１
３
年
９
月

現
在
、
当
院
所
属
の
ゐ
の
は
な

会
員
に
敬
意
を
表
し
、氏
名（
敬

称
略
）
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

糖 

尿
病
・
内
分
泌
代
謝
内
科
：

橋
本
尚
武
（
科
長
）、
荻
野　

淳
、
米
田
（
唐
澤
）
千
裕

呼 

吸
器
外
科
：
関
根
康
雄
（
科

長
）、
黄
英
哲
、
畑
敦

小 

児
科
：
寺
井
勝
（
科
長
）、
濱

田
洋
通
、
吉
田
雅
樹
、
松
井

拓
也
、
徳
武
翔
子
、
木
村
翔
、

杉
浦
健
太
、
下
山
恭
平

発 

達
小
児
科
：
林
北
見
（
科
長
）

小 

児
集
中
治
療
科
：
本
田
隆
文
、

安
川
久
美

新
生
児
科
：
佐
藤
雅
彦

小 

児
外
科
：
幸
地
克
憲（
科
長
）、

松
岡
（
大
澄
）
亜
記
、
矢
部

清
晃

救 

急
科
：
貞
廣
智
仁
（
科
長
）、

黒
田
泰
久
、
廣
瀬
陽
介
、
木

村
友
則

麻 

酔
科
：
佐
藤
二
郎
（
科
長
）、

田
中
敦
子

病 

理
診
断
科
：
廣
島
健
三
（
科

長
）

卒 

後
研
修
セ
ン
タ
ー
：
川
口
雄

之
亮
、
韓
元
泰
、
鈴
木
克
也
、

平
野
瑶
子
、
榎
本
悠
里
、
出

口
薫
太
朗
、
吉
井
聡
美
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平
成
25
年
度
江
戸
川
ゐ
の
は
な

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
15
名
の

出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

神
経
内
科
助
教
で
あ
る
三
澤
園

子
先
生
に
よ
る
「
糖
尿
病
に
よ

る
神
経
障
害
：
明
日
の
診
療
に

生
き
る
診
か
た
」
と
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
麻
酔
科
学
講
座
教

授
で
あ
る
下
山
直
人
先
生
に
よ

る
「
緩
和
ケ
ア
の
状
況
と
今
後

の
展
望
」
の
講
演
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
講
演
を
通
じ
て
、
糖

尿
病
の
恐
ろ
し
さ
や
緩
和
ケ
ア

の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
懇
親
会
へ
と

移
り
、
各
々
の
近
況
な
ど
を
語

ら
い
盛
会
の
ま
ま
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
藤
山
嘉
信
（
昭
30
）、
神

山
一
郎
（
昭
24
）、
下
山
直
人
先

生
（
昭
57
）、
小
野
健
次
郎
（
昭

39
）、
三
澤
園
子
先
生
（
平
11
）、

伊
谷
昭
幸
（
昭
30
）、
一
志
典
夫

（
昭
25
）

後
列
：
岩
倉
弘
毅
（
昭
37
）、
岡

本
和
久
（
平
２
）、
竹
内
孝
治

（
平
３
）、
岡
田
吉
弘
（
平
２
）、

波
多
野
良
二
（
平
３
）、
山
田
泰

司
（
平
７
）、
小
島
博
之
（
平

３
）、
道
下
崇
史
（
平
15
）

 

（
岡
本
和
久
）

第
13
回 

東
京
ゐ
の
は
な
耳
鼻
科
医
会

平
成
25
年
５
月
16
日
夕
に
Ｊ

Ｒ
札
幌
日
航
ホ
テ
ル
に
て
、
東

京
ゐ
の
は
な
耳
鼻
科
医
会
（
幹

事
：
笠
井
創
（
昭
52
）、
中
村
宏

（
大
阪
医
大
・
昭
59
））
の
先
生

方
と
東
京
女
子
医
大
耳
鼻
咽
喉

科
の
医
局
合
同
で
、
吉
原
俊
雄

教
授
（
昭
53
）
の
第
１
１
４
回

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会

（
札
幌
市
）
宿
題
報
告
祝
賀
会
と

第
13
回
東
京
ゐ
の
は
な
耳
鼻
科

医
会
を
兼
ね
た
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

吉
原
俊
雄
教
授
が
５
月
16
日

の
総
会
で
宿
題
報
告
「
唾
液
腺

疾
患
の
病
態
解
明
と
臨
床
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
、
唾

液
腺
の
解
剖
・
発
生
、
病
理
、

唾
液
腺
腫
瘍
の
手
術
成
績
、
未

解
決
な
疾
患
で
あ
る
木
村
病
、

唾
液
腺
症
、
線
維
素
性
唾
液
管

炎
や
新
し
い
概
念
の
疾
患
で
あ

るIgG4

関
連
唾
液
腺
疾
患
な
ど
、

幅
広
い
研
究
と
臨
床
検
討
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は

大
き
な
反
響
が
得
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

唾
液
腺
の
宿
題
報
告
は
昭
和

31
年
に
同
じ
札
幌
の
地
で
、
千

葉
大
学
の
故
北
村
武
教
授
が
報

告
さ
れ
て
か
ら
60
年
近
く
が
経

過
し
て
お
り
、
偶
然
に
も
札
幌

で
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
ゐ
の
は
な
の
先
生
に
は
、

千
葉
大
学
解
剖
学
教
室
（
永
野

俊
雄
先
生
、
嶋
田
裕
先
生
）
で

と
も
に
学
ん
だ
先
生
も
多
く
、

な
つ
か
し
い
唾
液
腺
の
ス
ラ
イ

ド
も
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

神
田
敬
先
生
（
昭
35
）
の
祝
辞

の
あ
と
、
女
子
医
大
元
教
授
、

臨
床
教
授
、
医
局
長
、
堀
内
正

敏
先
生
（
昭
45
）、
夜
久
有
滋
先

生
（
昭
50
）
か
ら
挨
拶
と
乾
杯

の
発
声
が
あ
り
ま
し
た
。
会
は

盛
り
上
が
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

強
い
（
好
き
な
）
先
生
方
で
三

次
会
ま
で
札
幌
の
夜
を
過
ご
し

ま
し
た
。

 

（
笠
井
創
）

＊
東
京
女
子
医
大
耳
鼻
咽
喉
科

の
医
局
と
合
同
の
た
め
、
写
真

の
名
前
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

江
戸
川
ゐ
の
は
な
会

平
成
25
年
５
月
25
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
墨
田
区
に
あ
る

第
一
ホ
テ
ル
両
国
「
楓
」
に
て

各
地
ゐ
のだ
はよ
なり
会

君
津
木
更
津
ゐ
の
は
な
会

平
成
25
年
６
月
11
日
木
更
津

市
の
東
京
ベ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
地
区
同
窓
会
の
年
次
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
地
区
は
１
０

９
名
の
会
員
を
数
え
る
が
、
今

回
は
38
名
の
出
席
を
み
た
。

ま
ず
会
長
の
松
清
央
（
昭
43
）

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
昨
年
度
、

三
枝
一
雄
（
昭
32
）
が
秋
の
叙

勲
（
旭
日
双
光
章
）
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
昨

年
ご
逝
去
さ
れ
た
、
佐
野
隆
先

生
（
医
専
20
）
に
黙
祷
を
捧
げ

た
。
続
い
て
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
会
員
の
動
向
報
告
が
な

さ
れ
た
。

講
演
会
に
は
麻
酔
科
学
の
教

授
に
な
ら
れ
た
磯
野
史
朗
先
生

に
お
い
で
い
た
だ
き
、『
臨
床
医

に
必
要
な
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

の
知
識
』
の
御
講
演
を
頂
い
た
。

先
生
が
携
わ
っ
て
き
たSAS

の

話
題
を
楽
し
く
判
り
や
す
く
ご

紹
介
頂
い
た
。SAS

は
全
て
の

科
に
関
連
す
る
疾
患
で
あ
る
こ

と
、
我
々
自
身
に
も
覚
え
が
あ

る
こ
と
な
ど
興
味
深
く
拝
聴
し

た
。
ま
た
、
千
葉
大
学
の
現
況

で
は
、
麻
酔
科
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
説
明
し
て
頂
い
た
。

懇
親
会
は
、
研
修
医
や
若
い

医
師
に
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て

頂
き
、
君
津
中
央
病
院
名
誉
院

長
の
唐
木
清
一
（
昭
28
）
の
乾

杯
で
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。
教

授
は
当
地
区
、
君
津
中
央
病
院

と
も
縁
が
深
く
、
昔
話
な
ど
に

花
が
咲
い
た
。
最
後
は
木
更
津

の
街
に
繰
り
出
し
夜
更
け
ま
で

飲
み
明
か
し
交
歓
の
場
を
持
っ

た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
青
柳
博
（
昭
49
）、
礒
部

勝
見
（
横
浜
市
大
・
昭
43
）、
福
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山
悦
男
（
昭
36
）、
三
枝
一
雄

（
昭
32
）、
磯
野
史
朗
（
昭
59
）、

松
清
央
（
昭
43
）、
唐
木
清
一

（
昭
28
）、片
海
七
郎（
東
邦
大
・

昭
40
）、
田
中
弘
一
（
昭
42
）、

山
田
勝
巳
（
昭
40
）

二
列
目
：
岡
陽
一
（
昭
56
）、
李

元
浩
（
昭
53
）、
鈴
木
紀
彰
（
昭

50
）、
土
屋
俊
一
（
金
沢
大
・
昭

51
）、
田
中
寿
一
（
昭
43
）、
野

村
明
（
愛
媛
大
・
昭
60
）、
吉
野

め
ぐ
み
（
平
25
）

三
列
目
：
秋
間
雄
策
（
平
24
）、

古
関
啓
二
郎
（
昭
54
）、
永
嶌
薫

（
昭
56
）、
氷
見
寿
治
（
昭
55
）、

清
水
弘
則
（
平
４
）、
武
田
健
治

（
平
25
）、
弓
手
惇
史
（
平
25
）、

伊
藤
祐
輝
（
千
葉
大
学
生
）

四
列
目
：
櫻
井
健
一
（
平
４
）、

加
藤
大
介
（
昭
62
）、
木
村
博
昭

（
滋
賀
医
大
・
昭
58
）、
竹
内
修

（
東
海
大
・
昭
61
）、
畦
元
亮
作

（
昭
58
）、河
木
潤（
島
根
医
大
・

平
３
）、
北
村
伸
哉
（
平
元
）

最
後
列
：
諏
訪
部
信
一（
平
３
）、

柳
澤
真
司
（
昭
60
）、
平
田
貴

（
昭
59
）、鮎
沢
溶
一（
北
里
大
・

平
元
）、
山
口
敏
広
（
北
里
大
・

昭
54
）、
山
田
慎
一
（
平
７
）、

三
枝
奈
芳
紀（
信
州
大
・
昭
57
）、

渡
部
良
夫
（
昭
63
）（岡　

陽
一
）

千
葉
県
ゐ
の
は
な
会 

平
成
25
年
総
会
開
催

平
成
25
年
６
月
29
日
（
土
）

15
時
30
分
か
ら
、16
時
ま
で「
三

井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
」
を

会
場
と
し
て
平
成
25
年
の
千
葉

県
ゐ
の
は
な
会
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
総
会
も
千
葉
支
部
が
担
当

で
あ
り
、
同
日
同
会
場
に
て
相

次
い
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
　
　

式
次
第

司
会
（
秋
葉
）

会
長
挨
拶　

三
枝
一
雄
会
長

議
長
選
出　

栗
原
副
会
長
が
仮

議
長
と
な
り
、
三
枝
会
長
を
議

長
に
選
出

議
事

①
平
成
24
年
度
事
業
報
告

② 

平
成
24
年
度
会
計
報
告 

（
阿
部
）

③ 

平
成
24
年
度
監
査
報
告 

（
加
藤
）

④
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案

⑤
役
員
交
替
報
告

⑥ 

千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
会
則
変

更
の
件

⑦
新
事
務
職
員
紹
介

開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

三
枝
一
雄
会
長
の
挨
拶
に
続
き

式
次
第
に
則
し
て
進
行
さ
れ
た
。

事
業
報
告
及
び
会
計
監
査
ま
で

は
出
席
者
全
員
に
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
か
ら
、
千
葉
大
学
ゐ
の

は
な
同
窓
会
役
員
に
黒
木
春
郎

理
事
（
昭
59
）、
監
事
に
田
中
弘

一
理
事
（
昭
42
）、
会
計
理
事
に

秋
葉
哲
生
理
事
（
昭
50
）
の
就

任
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
よ

り
活
発
な
同
窓
会
活
動
に
尽
力

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

会
則
に
関
し
て
主
と
し
て
第

３
条
会
員
条
件
の
卒
後
10
年
以

上
を
削
除
す
る
旨
秋
葉
理
事
よ

り
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

高
畑
真
弓
氏
が
千
葉
県
ゐ
の

は
な
会
の
事
務
担
当
職
員
と
し

て
紹
介
承
認
さ
れ
た
。

木
元
博
史
理
事
（
昭
61
）
の

閉
会
の
辞
を
も
っ
て
無
事
に
総

会
の
幕
を
閉
じ
た
。

詳
細
は
平
成
25
年
度
千
葉
県

ゐ
の
は
な
会
関
係
誌
に
て
報
告

す
る
。

 

（
秋
葉
哲
生
）

安
房
ゐ
の
は
な
会

平
成
25
年
６
月
12
日
（
水
）

午
後
７
時
よ
り
、
近
隣
病
院
で

活
躍
す
る
同
窓
生
を
講
師
に
招

い
て
、
安
房
ゐ
の
は
な
会
が
緑

川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
君
津
中
央
病
院
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
長
の
北
村
伸
哉
先
生

（
平
元
）
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

安
房
ゐ
の
は
な
会
会
長
青
木

謹
先
生
（
昭
36
）
の
開
会
の
挨

拶
に
引
き
続
き
、
北
村
先
生
の

御
講
演
に
入
り
ま
し
た
。
北
村

先
生
の
お
話
は
、
御
専
門
の
救

急
医
学
と
航
空
医
療
の
分
野
か

ら
、
特
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ

い
て
、
そ
の
千
葉
県
内
の
状
況

に
つ
い
て
で
し
た
。
千
葉
県
は

人
口
当
た
り
の
医
師
数
が
少
な

く
、
安
房
地
域
は
ま
だ
ま
し
な

方
だ
そ
う
で
す
が
、
重
症
救
急

患
者
の
搬
送
時
間
が
長
く
か
か

っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
特
に
多

発
外
傷
や
脳
卒
中
の
患
者
の
他

地
域
へ
の
搬
送
が
ど
う
し
て
も

必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、

ヘ
リ
の
必
要
性
・
重
要
性
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
か

ら
現
在
ま
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
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平
成
二
年
卒
業
生
同
期
会

同
期
で
初
の
教
授
が
誕
生
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
始
め
た
同

期
会
も
、
そ
の
後
数
年
連
続
し

て
開
催
さ
れ
て
恒
例
行
事
と
呼

べ
る
ほ
ど
に
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
25
年
３
月
16
日
、
今

回
は
二
十
二
名
の
旧
友
が
な
ん

と
風
呂
屋
に
集
い
ま
し
た
。
浅

草
の
「
ま
つ
り
湯
」
と
い
う
い

わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
銭
湯
の
宴
会

場
で
す
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
と
、

い
う
よ
り
も
一
風
変
わ
っ
た
会

場
設
定
で
し
た
の
で
準
備
段
階

に
お
い
て
は
幹
事
と
し
て
若
干

の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
蓋
を
開
け
れ
ば
大
盛
会
。
出

席
者
の
多
く
は
開
会
の
前
に
湯

に
つ
か
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て

卒
後
二
十
年
以
上
経
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
雰
囲
気

で
の
再
会
が
楽
し
め
ま
し
た
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
同
期
か
ら
は

毎
年
教
授
を
輩
出
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
中
里
道
子
さ
ん
が

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

附
属
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
発
達
研

究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
に
就
任

し
、
そ
の
お
祝
い
も
予
定
し
て

い
た
の
で
す
が
残
念
な
が
ら
当

人
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
出
席
し
た
そ
の
他
の

面
々
も
各
々
の
道
で
素
晴
ら
し

い
活
躍
を
し
て
い
て
、
互
い
に

前
列
：
小
林
信
雄
、
清
水
栄
司
、

老
沼
和
弘
、
岡
田
吉
弘
、
根
本

俊
光
、
仲
野
（
柳
田
）
敦
子
、

小
林
信
義
、
渋
谷
真
理
子
、
国

富
（
本
郷
）
由
紀
子
、
野
澤
聡

志
、
神
川
康
也

後
列
：
鈴
木
敏
幸
、
中
川
晃
一
、

黒
田
徹
、
尾
辻
瑞
人
、
鵜
梶
実
、

斎
藤
功
、
大
渕
徹
、
浦
島
哲
郎
、

岡
本
和
久
、
村
越
直
人

 

（
岡
本
和
久
、
岡
田
吉
弘
）

昭
和
49
年
卒
と 

そ
の
級
友
の
同
窓
会

平
成
25
年
３
月
17
日
、
千
葉

県
全
体
が
知
事
選
挙
で
ざ
わ
つ

い
て
い
る
中
、「
千
葉
大
学
医
学

部
昭
和
49
年
卒
と
そ
の
級
友
の

同
窓
会
」
が
千
葉
市
内
の
京
成

ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、「
昭
和
49
年
卒
と
そ
の

級
友
の
同
窓
会
」
と
い
う
名
称

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
実
は
、
昭
和
49
年
卒
業

生
は
84
名
し
か
い
ま
せ
ん
。
と

い
う
の
は
、
千
葉
大
学
医
学
部

で
は
昭
和
47
年
の
冬
、
当
時
の

学
部
４
年
生
（
47
年
卒
）
が
卒

業
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
ス
ト
を
決
行

し
て
お
り
、
学
部
２
年
生
で
あ

る
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
支
援
ス
ト

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

突
然
学
部
４
年
生
が
ス
ト
を
解

除
、
卒
業
試
験
を
受
け
る
こ
と

に
し
た
た
め
、
支
援
ス
ト
を
行

っ
て
い
た
わ
れ
わ
れ
は
宙
に
浮

き
、
ス
ト
を
継
続
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
急
遽
ク
ラ
ス
会
を
開

き
、
長
時
間
の
議
論
の
末
、
明

け
方
に
な
っ
て
ス
ト
解
除
と
い

う
結
論
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
が
大
変
で
、
一
週
間
後
に

試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
大
学
に
来
て
い
な
い

同
級
生
に
手
分
け
し
て
連
絡
を

と
り
、
あ
わ
た
だ
し
く
試
験
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
学
２
か
ら
学
３
へ
の
バ

リ
ア
に
引
っ
か
か
り
大
量
の
留

年
者
を
出
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が

尾
を
引
い
て
積
み
残
し
た
科
目

を
卒
業
ま
で
に
修
得
で
き
な
か

っ
た
者
も
い
て
、
49
年
卒
の
同

期
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
わ

け
で
す
。
以
後
、
49
年
卒
の
ク

ラ
ス
会
は
卒
業
年
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
わ
れ
わ
れ
と
少
し
で
も
一

緒
に
学
ん
だ
級
友
に
広
く
声
を

か
け
、
会
の
名
称
を
「
昭
和
49

年
卒
と
そ
の
級
友
の
同
窓
会
」

と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
同
窓
会
は
ホ
テ
ル
で

の
宴
会
の
前
に
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
、
約
20
名

の
人
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
11
時
半
に
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
１
階
ロ
ビ
ー
に
集

合
し
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
田
邊
政
裕
君
（
千

葉
大
学
医
学
部
医
学
教
育
研
究

室
）
と
佐
藤
武
幸
君
（
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
感
染
症
管

理
治
療
部
）
の
案
内
で
、
懐
か

し
く
も
あ
り
、
ま
た
大
き
く
様

変
わ
り
し
た
附
属
病
院
の
見
学

や
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
散
策
を

満
喫
し
、
十
分
に
感
慨
に
浸
っ

た
後
、
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
向
か

い
ま
し
た
。

さ
て
同
窓
会
の
出
席
者
で
す

が
、
前
回
の
開
催
が
２
０
０
８

年
９
月
と
４
年
半
前
で
あ
り
、

ま
た
皆
還
暦
を
迎
え
て
昔
を
懐

か
し
む
世
代
に
な
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
58
名

（
１
１
６
名
に
連
絡
し
、
59
名
が

参
加
希
望
、
１
名
が
当
日
欠
席
）

と
多
く
の
級
友
が
集
ま
り
ま
し

た
。
参
加
者
が
多
い
た
め
全
員

の
ス
ピ
ー
チ
は
無
理
と
い
う
こ

と
で
、
受
付
時
に
く
じ
引
き
を

し
、「
乾
杯
」「
ス
ピ
ー
チ
１
」

「
ス
ピ
ー
チ
２
」「
中
締
め
」
と

い
う
紙
を
引
い
た
も
の
に
そ
れ

ぞ
れ
の
役
を
務
め
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に

全
員
近
況
報
告
を
書
き
、
こ
れ

を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
掲
示
し

ま
し
た
。

同
窓
会
（
宴
会
）
は
午
後
１

時
半
に
代
表
幹
事
（
田
中
）
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
ま
ず
こ
れ
ま

で
に
逝
去
さ
れ
た
級
友
（
神
山

佳
久
君
、
金
英
哲
君
、
高
橋
法

昭
君
、
張
好
雄
君
、
西
山
徹
君
、

山
下
道
隆
君
、
和
田
裕
治
君
）

の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
宴
会
で
す
。
坪
井
秀

一
君
の
軽
や
か
な
名
調
子
の
挨

拶
で
乾
杯
が
行
わ
れ
て
楽
し
い

会
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
佐
藤

の
出
動
状
況
は
か
な
り
増
え
て

き
た
そ
う
で
す
が
、
ま
だ
十
分

で
は
な
い
そ
う
で
す
。
特
に
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
救
急
専
用

設
備
を
持
っ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
あ
る
こ
と
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
常
駐
し
て
い
る

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
る
こ
と
、

医
師
・
看
護
師
が
迅
速
に
出
動

で
き
る
（
３
～
４
分
で
医
師
と

看
護
師
が
す
ぐ
乗
っ
て
出
か
け

ら
れ
る
）
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ

る
こ
と
、
即
ち
、
翼
を
も
っ
た

救
急
救
命
室
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

感
銘
を
受
け
る
内
容
ば
か
り
で

し
た
。
し
か
し
、
ヘ
リ
の
運
航

費
用
や
医
療
ク
ル
ー
の
養
成
の

問
題
、
夜
間
運
航
の
是
非
等
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
の
も

事
実
で
、
問
題
も
多
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

そ
の
後
、
部
屋
を
移
し
全
員

で
北
村
先
生
を
囲
ん
で
の
記
念

撮
影
を
行
っ
た
後
、
本
位
田
泰

介
先
生
（
昭
28
）
の
「
乾
杯
」

の
御
発
声
で
懇
親
会
に
移
り
ま

し
た
。
懇
親
会
の
席
で
も
先
生

は
気
さ
く
に
会
員
と
グ
ラ
ス
を

交
わ
し
、
諸
先
生
方
と
親
睦
を

深
め
大
い
に
語
り
合
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
皆
と
て
も

楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
北
村
先
生
と

有
志
の
先
生
方
は
二
次
会
へ
と

繰
り
出
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
原
久
彌
（
昭
34
）、
青
木

謹
（
昭
36
）、
北
村
伸
哉
（
平

元
）、
本
位
田
泰
介
（
昭
28
）、

西
川
義
明
（
昭
34
）

二
列
目
：
本
多
満
（
昭
37
）、
水

谷
正
彦
（
昭
52
）、
関
谷
信
平

（
昭
38
）、
林
宗
寛
（
昭
60
）

後
列
：
武
内
重
樹
（
北
里
大
・

昭
53
）、
辻
博
勝
（
平
２
）、
伊

賀
寧
（
聖
マ
リ
医
大
・
平
２
）、

渡
辺
啓
治
（
昭
61
）、
天
野
晋

（
平
３
）

 

（
天
野　

晋
）

ク
ラ
ス
会

刺
激
し
あ
い
、
ま
た
連
携
で
き

る
同
業
者
と
し
て
絆
を
一
層
強

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
で

き
る
会
で
し
た
。

最
後
に
会
場
正
面
に
聳
え
る

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
バ
ッ
ク

に
（
見
え
ま
せ
ん
ね
）
記
念
写

真
を
撮
り
、
次
回
の
幹
事
を
耳

鼻
科
の
渋
谷
真
理
子
さ
ん
、
鈴

木
敏
幸
さ
ん
、
根
本
俊
光
さ
ん
、

仲
野
敦
子
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら
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会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
私
の
他
に
幹
事
と

し
て
お
手
伝
い
頂
い
た
浅
井
隆

善
、
衣
川
直
子
、
佐
藤
武
幸
、

そ
し
て
田
邊
政
裕
の
４
名
の
先

生
方
の
お
蔭
と
感
謝
い
た
し
ま

す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
杉
田
（
図
司
）
孝
子
、

中
村
（
沢
野
）
文
子
、
田
中
順

子
、
渡
辺
（
三
井
）
博
子
、
野

村
（
藤
江
）
恭
子
、
田
邊
政
裕
、

田
中
正
、
西
野
（
郡
）
薫
、
田

邊
（
川
上
）
恵
美
子
、
入
江
（
大

橋
）
澄
子
、
衣
川
直
子
、
西
山

（
藤
原
）
眞
理
子

二
列
目
：
杉
田
洋
一
、
土
佐
純

一
、
酒
巻
（
松
沢
）
建
夫
、
大

塚
裕
、
保
坂
泰
昭
、
江
原
正
明
、

菅
野
治
重
、
三
上
恵
只
、
山
内

一
弘
、
佐
藤
武
幸
、
高
原
善
治
、

折
居
和
雄
、
坪
井
秀
一
、
増
村

道
雄
、
青
柳
光
生

三
列
目
：
舘
野
純
生
、
菊
池
典

雄
、
五
月
女
直
樹
、
山
口
英
明
、

小
浜
知
美
、
岩
津
都
希
雄
、
長

谷
川
純
、
安
東
昌
夫
、
奥
村
俊

子
、
遠
藤
富
士
乗
、
浅
井
隆
善
、

金
子
良
一
、
佐
藤
茂
樹
、
小
出

博
義
、
吉
田
良
平
、
中
村
哲
雄

最
後
列
：
入
江
氏
康
、
小
林
裕

夫
、
斉
藤
万
比
古
、
片
桐
誠
、

弓
削
一
郎
、
南
智
仁
、
伊
藤
国

明
、
田
中
秀
之
、
有
田
正
明
、

石
毛
憲
治
、
青
柳
博
、
石
川
隆

一
、
田
中
眞
、
北
野
慎
一
郎

 

（
田
中　

正
）

山
紫
会
（
昭
34
） 

卒
後
54
年
目
の
ク
ラ
ス
会

平
成
25
年
３
月
24
日
、
御
茶

ノ
水
「
お
茶
の
水
賓
館
」
で
卒

後
54
年
を
記
念
し
て
昼
食
会
を

催
し
た
。
昨
年
32
名
の
参
加
で

あ
っ
た
が
今
回
は
28
名
、
ほ
ぼ

50
％
の
出
席
と
な
っ
た
。
上
天

気
、
見
晴
し
の
よ
い
高
層
階
か

ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
眺
め
な
が

ら
会
長
の
松
本
博
雄
君
の
挨
拶

と
乾
杯
。
昨
年
度
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
数

年
前
日
本
外
科
学
総
会
長
を
果

た
し
た
鈴
木
博
孝
君
の
逝
去
の

報
せ
が
あ
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。

既
に
約
¼
が
他
界
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
傘
寿
を
境
に
医
業

に
頑
張
っ
て
い
る
人
、
高
齢
者

施
設
な
ど
で
社
会
的
応
援
を
果

た
し
て
い
る
人
、
専
門
分
野
の

力
を
若
い
人
達
の
教
育
の
場
で

伝
え
て
い
る
人
、
長
い
間
心
臓

外
科
、
あ
る
い
は
が
ん
セ
ン
タ

ー
で
、
消
化
器
分
野
で
長
時
間

の
手
術
に
身
を
捧
げ
て
脊
柱
管

狭
窄
症
の
痛
み
で
杖
を
友
と
し

て
参
加
し
た
３
人
の
仲
間
が
い

る
。人

生
は
る
ば
る
と
毎
日
が
未

体
験
ゾ
ー
ン
を
歩
む
中
、
そ
れ

ぞ
れ
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
健
康
の

方
法
な
ど
学
生
時
代
の
部
活
の

活
躍
な
ど
賑
や
か
で
楽
し
い
２

時
間
で
あ
っ
た
。
今
年
は
公
的

大
病
院
の
再
建
請
負
人
と
し
て

植
村
兄
の
主
に
医
療
者
側
の
や

る
気
を
引
き
出
し
た
奇
策
の
一

部
を
開
陳
し
、
患
者
の
た
め
の

医
療
の
あ
り
方
を
変
容
さ
せ
つ

つ
あ
る
様
子
を
聞
か
せ
て
も
ら

う
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
が
目

立
っ
た
。
来
年
も
老
い
の
繰
り

言
の
み
で
な
く
、
老
い
つ
つ
も

猶
新
し
い
世
界
を
模
索
し
た
い

期
待
を
込
め
て
１
年
を
過
ご
し

た
い
。
次
回
を
約
し
て
散
会
し

た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
松
本
博
雄
、
羽
田
忠
、

藤
田
昌
宏
、
長
尾
佳
子
、
清
水

武
幸
君
が
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の

風
景
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
映
し

な
が
ら
千
葉
大
学
医
学
部
の
近

況
を
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

田
邊
政
裕
君
が
千
葉
大
学
医
学

部
の
ル
ー
ツ
（
昭
和
49
年
卒
は

創
立
１
０
０
周
年
卒
）
と
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
活
動
、
更
に
最

近
制
定
さ
れ
た
医
学
部
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
信
条
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

し
ば
し
の
歓
談
の
後
、
幸
運

に
も
？
く
じ
を
引
き
当
て
た
小

出
博
義
君
、
入
江
氏
康
君
の
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、
さ
ら
に
幹
事

の
独
断
で
、
遠
路
は
る
ば
る
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
増
村
道
雄
君

（
兵
庫
県
）
と
山
口
英
明
君
（
愛

知
県
）
の
両
名
に
特
別
に
近
況

報
告
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
、
話
に

花
が
咲
き
お
酒
も
進
ん
で
あ
っ

と
い
う
間
に
予
定
の
２
時
間
が

過
ぎ
ん
と
し
ま
し
た
が
、
ホ
テ

ル
側
の
計
ら
い
で
少
し
延
長
可

の
許
し
を
得
ま
し
た
。
会
も
押

し
迫
っ
た
こ
ろ
、
ま
ず
皆
で
集

合
写
真
を
撮
影
、
そ
の
後
、
こ

れ
ま
た
独
断
で
幹
事
が
指
名
し

た
渡
辺
博
子
君
が
次
期
幹
事
の

く
じ
を
引
き
、
有
田
正
明
、
伊

藤
国
明
の
両
君
に
決
定
し
ま
し

た
。
最
後
は
、
斎
藤
万
比
古
君

に
よ
る
中
締
め
で
、
次
回
同
窓

会
で
の
再
会
を
約
し
、
別
れ
を

惜
し
み
つ
つ
お
開
き
と
致
し
ま

し
た
。

結
び
に
、
今
回
同
窓
会
を
盛
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精
子
、
飯
田
暢
子
、
津
金
澤
督

雄
、
飯
田
静
夫
、
吉
川
保
雄

後
列
：（
右
よ
り
）
伴
野
恒
雄
、

石
川
尭
夫
、
齋
藤
篤
、
遠
藤
幸

男
、
松
原
保
、
植
村
研
一
、
荒

木
英
爾
、
永
井
順
、
塩
川
喜
之
、

野
口
徹
男
、
小
林
充
尚
、
矢
野

柾
多
、
神
田
芳
郎
、
高
橋
功
、

片
山
純
男
、
吉
井
功
、
赤
星
至

朗
、
谷
嶋
俊
雄

 

（
神
田
、
谷
嶋
）

参
旧
会
（
昭
39
）

２
０
１
３
年
度
の
昭
和
39
年

卒
同
窓
会（
参
旧
会
）は
５
月
18
、

19
日
に
神
戸
市
で
行
わ
れ
た
。

今
回
は
地
元
在
住
の
林
君
と
、

か
っ
て
神
戸
で
勉
学
を
共
に
し

た
計
見
、
崎
山
、
重
松
の
４
名

を
幹
事
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

眼
科
を
開
業
の
林
懐
良
（
は
や

し
と
改
称
さ
れ
て
い
る
）
幹
事

夫
妻
に
新
神
戸
駅
で
お
出
迎
え

を
受
け
、
ま
ず
阪
神
・
淡
路
震

災
記
念
館
に
向
か
い
、
画
像
、

音
響
、
振
動
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
で
当
時
の
様
子
を
体

験
し
た
。
そ
の
激
し
い
地
震
で

灘
酒
蔵
郷
は
い
ず
れ
も
壊
滅
的

破
壊
を
受
け
た
が
、
再
興
さ
れ
、

そ
の
一
つ
「
浜
福
鶴
酒
蔵
］
を

見
学
し
た
。
同
窓
会
総
会
は
こ

れ
ま
た
再
建
さ
れ
た
「
第
一
楼
」

で
聞
か
れ
た
。

開
会
に
先
立
っ
て
物
故
さ
れ

た
大
河
原
邦
男
君
、
古
謝
景
春

君
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
林
君
の

開
会
の
挨
拶
で
は
本
年
が
卒
後

49
年
目
で
来
年
の
50
回
記
念
の

前
夜
祭
と
も
言
う
べ
き
機
会
で
、

神
戸
の
再
興
を
見
聞
す
る
と
と

も
に
、
神
戸
の
グ
ル
メ
を
大
い

に
味
わ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

の
言
葉
と
乾
杯
の
発
声
が
あ
っ

た
。
つ
い
で
食
事
を
し
な
が
ら

参
加
者
か
ら
各
人
の
現
況
に
つ

い
て
話
を
承
っ
た
。
伊
藤
君
は

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
と
し
て

「
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
」
の
建

設
が
始
ま
っ
た
が
、
資
金
不
足

で
２
期
に
分
け
た
工
事
に
な
り
、

新
た
に
寄
附
金
を
募
る
必
要
が

あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
宴
会
に

は
33
名
の
出
席
者
が
あ
っ
た
が
、

当
日
来
ら
れ
な
か
っ
た
旧
友
の

近
況
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。
50

回
目
の
参
旧
会
は
京
都
で
共
に

イ
ン
タ
ー
ン
生
活
を
行
っ
た
鈴

木
、
塚
田
、
深
尾
の
３
君
が
幹

事
と
な
り
京
都
市
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
会
終
了

後
近
く
の
市
庁
舎
の
展
望
階
か

ら
復
興
な
っ
た
「
百
万
ド
ル
の

夜
景
」
を
確
認
し
て
宿
泊
地
有

馬
温
泉
に
向
か
っ
た
。

19
日
（
日
）
は
有
馬
温
泉
の

赤
色
の
「
金
湯
」
と
透
明
な
「
銀

湯
」
の
朝
湯
を
楽
し
ん
だ
あ
と

新
神
戸
に
向
か
い
、
い
く
つ
か

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
観
光
を

し
、
来
年
の
再
会
を
期
し
つ
つ

帰
途
に
つ
い
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
前
列
：
計
見
夫
人
、
山

下
夫
人
、
重
松
夫
人
、
本
村
八

恵
子
、
高
根
健
、
三
浦
徹
蔵
、

林
懐
良
、
伊
藤
晴
夫
、
永
山
恵

美
子
、
遠
藤
夫
人
、
林
夫
人

二
列
目
：
山
口
夫
人
、
山
本
夫

人
、
高
根
夫
人
、
小
野
夫
人
、

秋
草
夫
人
、
山
口
正
敏
、
上
原

朗
、
小
野
健
次
郎
、
遠
藤
毅
、

碓
井
貞
仁
、
山
下
武
広
、
三
浦

夫
人
、
塚
田
夫
人

三
列
目
：
大
塚
嘉
則
、
大
塚
夫

人
、
秋
草
克
彦
、
重
松
秀
一
、

山
本
弘
、
崎
山
樹
、
計
見
一
雄
、

阿
部
一
憲
、
塚
田
正
男

 

（
重
松
秀
一
）

ゐ
の
は
な
37
ク
ラ
ス
会

昨
年
、
七
夕
に
卒
後
50
周
年

記
念
ク
ラ
ス
会
を
帝
国
ホ
テ
ル

で
開
催
し
た
。
そ
の
際
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
か
ら
卒
後
50
年
生

の
各
自
に
感
謝
状
と
記
念
メ
ダ

ル
（
獅
胆
鷹
目
以
女
手
）
を
授

与
す
る
と
い
う
「
卒
業
生
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
１

回
生
に
選
ば
れ
る
と
い
う
名
誉

に
浴
し
た
。
大
学
よ
り
田
辺
教

授
が
来
会
さ
れ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
主
旨
説
明
と
祝
意
の
ご

挨
拶
と
伝
達
式
を
し
て
頂
い
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
は
昭
和
37
（
１
９
６
２
）

年
卒
業
し
た
の
で
、
ゐ
の
は
な

37
ク
ラ
ス
会
と
命
名
し
て
い
ま

す
。
入
学
は
昭
和
31
年
、
国
立

１
期
校
千
葉
大
学
医
学
部
医
学

進
学
課
程
、
前
年
の
30
年
よ
り

６
年
制
の
医
進
課
程
が
設
置
さ

れ
た
の
で
、
入
試
の
倍
率
は
２

桁
の
難
関
校
で
あ
っ
た
。
旧
大

学
病
院
（
私
達
は
こ
こ
の
懐
か

し
い
階
段
教
室
、
屋
階
の
臨
床

講
堂
で
臨
床
講
義
を
受
け
た
）

か
ら
連
絡
道
路
を
渡
り
、
旧
事

務
室
前
の
掲
示
板
に
貼
ら
れ
た

60
名
の
合
格
者
名
簿
の
中
に
２

５
９
番
（
自
分
の
受
験
番
号
）

を
見
付
け
た
感
激
は
今
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。
個
人
的
感
懐
で
失

礼
。し

か
し
、
今
思
え
ば
、
多
く

の
仲
間
は
家
庭
教
師
、学
増（
学

力
増
進
会
）
な
ど
ア
ル
バ
イ
ト
、

ク
ラ
ブ
活
動
、
自
治
会
・
学
生

運
動
に
時
間
を
割
い
た
進
学
課

程
、
学
部
時
代
は
激
動
の
社
会

背
景
を
反
映
し
て
余
裕
な
き
学

生
時
代
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ン
後
は
殆
ど
の
者
が
大
学
各
科

医
局
に
入
局
し
、
無
給
医
局
員

を
過
ご
し
た
。
縦
割
り
で
横
の

連
絡
は
乏
し
く
、
必
然
的
に
37

ク
ラ
ス
会
が
生
ま
れ
た
。
今
の

平
均
年
齢
は
、
喜
寿
。
参
加
者

29
名
、
出
席
率
約
50
％
、
欠
席

の
４
名
は
高
校
の
ク
ラ
ス
会
と

重
な
っ
た
。
返
信
の
な
い
４
名

が
気
懸
か
り
だ
。
欠
席
の
殆
ど

は
闘
病
中
、
体
調
不
良
。

司
会
は
幹
事
岩
倉
君
。
昨
年

急
逝
し
た
故
堀
口
君
を
合
め
17

名
の
物
故
会
員
へ
黙
祷
後
、
遠

距
離
参
加
の
青
森
の
福
士
君
の

乾
杯
で
定
時
開
宴
、
今
冬
の
６

ｍ
？
に
及
ぶ
豪
雪
新
記
録
を
話

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
出
席
の
傘

寿
・
佐
々
木
君
が
続
き
、
２
年

前
３
・
11
の
旭
市
で
の
自
己
・

家
族
を
含
め
介
護
施
設
入
所
者

へ
の
緊
急
安
全
・
避
難
対
応
へ

挺
身
し
た
話
に
感
動
し
た
。
郡

山
市
の
十
林
君
は
震
災
後
若
い

勤
務
医
の
医
療
現
場
回
帰
が
な

く
、
土
曜
午
後
ま
で
診
療
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
止
む
無
く
欠
席

と
連
絡
あ
り
、
震
災
・
原
発
事

故
復
興
の
遅
れ
が
こ
こ
に
ま
で

と
腹
立
た
し
い
。
各
自
の
近
況

ス
ピ
ー
チ
は
、
心
不
全
？
で
入

院
臨
死
体
験
？
退
院
直
後
の
状

態
を
押
し
て
出
て
く
れ
た
沼
津

市
中
山
君
の
提
案
で
、行
く
末
・

余
生
の
送
り
方
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
仕
方
な
ど
死
生
観
を
聞
き

た
い
と
…
今
ま
で
は
医
師
と
し

て
ヒ
ト
のcure

の
立
場
が
主
体

で
あ
っ
た
が
、care

さ
れ
る
立

場
へ
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘

わ
ら
ず
移
行
し
て
い
る
感
を
強

く
し
た
。

加
齢
し
た
自
己
が
何
ら
か
の

病
を
持
ち
、
患
者
さ
ん
の
身
に

な
れ
、
優
し
い
医
療
・
介
護
が

期
待
出
来
る
が
、
時
既
に
遅
し

か
？
サ
ー
チ
ュ
ィ
ン
長
寿
遺
伝

子
の
発
見
、
再
生
医
療
、
新
規

創
薬
の
近
未
来
だ
が
、
わ
れ
等

戦
前
・
戦
中
派
は
充
分
に
サ
ー

２
飢
餓
遺
伝
子
が
賦
活
さ
れ
て

い
る
筈
で
す
。
幹
事
と
し
て
、

各
テ
ー
ブ
ル
ヘ
参
加
の
謝
意
を
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表
し
て
、
ビ
ー
ル
を
持
っ
て
廻

っ
た
が
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ

ー
ル
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
ジ
ュ
ー

ス
が
多
く
な
り
、
飲
む
主
体
は

赤
ワ
イ
ン
、
い
も
焼
酎
を
い
い

加
減
に
、
医
師
と
し
て
、
自
己

管
理
宜
し
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

酔
っ
て
管
巻
く
昔
日
の
面
影
は

な
く
静
か
で
、
ス
ピ
ー
チ
に
も

ビ
ッ
ク
マ
ウ
ス
は
な
い
。
嘗
て

の
医
学
連
闘
士
松
江
君
は
「
ふ

く
し
ま
共
同
診
療
所
」
を
市
民

の
協
力
で
開
設
し
頑
張
っ
て
い

る
と
疲
れ
た
表
情
で
語
っ
て
い

た
が
、
諸
兄
姉
は
高
貴
？
（
後

期
）
高
齢
者
と
し
て
自
己
完
結

的
余
生
の
送
り
方
、
平
穏
死
を

望
む
品
格
？
風
格
？
を
感
じ
た
。

今
後
の
人
生
を
ロ
ス
タ
イ
ム
と

と
る
か
、
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ

イ
ム
と
と
る
か
は
各
人
各
様
だ
。

宴
の
終
わ
り
に
、
コ
ー
ラ
ス

に
社
会
参
加
し
活
躍
さ
れ
て
い

る
美
声
の
油
井
真
知
子
さ
ん
発

声
で
、
戦
後
流
行
し
た
「
リ
ン

ゴ
の
う
た
」（
並
木
路
子
）
を
全

員
で
熱
唱
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
料

理
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
握
り

寿
司
と
日
本
そ
ば
の
模
擬
店
付

き
着
席
ブ
フ
ェ
の
お
行
儀
の
よ

い
高
貴
⁉
高
齢
37
ク
ラ
ス
会
は

定
刻
８
時
に
お
開
き
、
集
合
写

真
を
ア
リ
バ
イ
・
土
産
げ
に
、

来
年
の
再
会
を
約
し
お
と
な
し

く
散
会
し
た
。
当
日
受
付
お
手

伝
い
頂
い
た
石
山
学
兄
に
感
謝
。

〝
明
年
こ
の
会　

健
や
か
な
る

誰
か
を　

知
ら
ん
や
〟 

杜
甫

写
真
右
か
ら

前
列
：
杉
岡
昌
明
、
中
山
博
、

福
士
和
夫
、
佐
々
木
守
、
油
井

信
春
、
油
井
真
知
子
、
高
井
満
、

岩
倉
弘
毅

二
列
目
：
黒
岩
璋
光
、
入
枝
幸

三
郎
、
高
梨
健
治
、
柳
沢
健
一

郎
、
伯
野
中
彦
、
奥
山
隆
保
、

大
野
孝
則
、
日
浦
利
明
、
小
野

幸
雄

三
列
目
：
瀬
川
襄
、
土
井
修
、

中
村
嘉
孝
、
小
林
總
介
、
大
原

啓
介
、
山
根
友
二
郎
、
吉
川
正

宏
、
松
江
寛
人
、

最
後
列
：
石
山
淳
一
、
森
豊
、

伊
東
治
武
、
勝
田
貞
夫

 

（
杉
岡
昌
明
）

ち
よ
に
会
（
昭
42
）

毎
年
恒
例
に
し
て
い
ま
す
42

卒
の
ク
ラ
ス
会
で
あ
る
「
ち
よ

に
会
」
を
今
年
も
間
催
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ち
よ
に
会
」
は
こ
こ
の
と
こ

ろ
ほ
ぼ
毎
年
６
月
の
第
１
日
曜

日
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
今
年
も
６
月
２
日
の
日
曜
日

に
東
京
は
芝
の
と
う
ふ
屋
「
う

か
い
」
で
午
前
11
時
30
分
よ
り

行
い
ま
し
た
。

42
卒
の
現
時
点
で
の
総
勢
80

名
中
36
名
と
い
う
、
去
年
と
全

く
同
じ
参
加
者
数
を
え
て
定
刻

ど
お
り
開
会
と
な
り
、
先
ず
昨

年
の
「
ち
よ
に
会
」
以
後
に
亡

く
な
ら
れ
た
牧
邁
君
、
小
林
紘

一
君
お
二
人
の
冥
福
を
祈
り
黙

祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
次
に
守

屋
秀
繁
君
の
挨
拶
と
乾
杯
の
音

頭
に
よ
り
乾
杯
を
し
て
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
適

当
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
回
っ
た
頃

か
ら
順
番
に
全
員
の
ス
ピ
ー
チ

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
だ
や

っ
て
い
る
仕
事
の
こ
と
や
、
い

ろ
い
ろ
な
趣
味
の
話
、
こ
の
齢

な
ら
で
は
の
病
気
に
つ
い
て
の

話
が
あ
っ
て
大
変
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
は

来
年
の
幹
事
の
元
真
岡
市
長
福

田
隼
君
の
話
を
も
っ
て
会
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
関
（
青
木
）
三
千
代
、

川
越
（
松
田
）
和
子
、
小
柳
朝

明
、
片
倉
透
、
谷
口
克
、
石
井

従
道
、
吉
野
紘
正
、
龍
野
勝
彦
、

大
沼
直
躬
、
守
屋
秀
繁
、
平
賀

一
陽
、
更
科
廣
實

二
列
目
：
勝
俣
剛
志
、
門
馬
公

経
、
宮
本
忠
昭
、
西
牟
田
敏
之
、

河
野
泉
、
藤
田
優
、
小
林
茂
雄
、

能
勢
（
川
井
）
晴
美
、
冠
木
（
佐

藤
）
敦
子
、
森
田
（
百
瀬
）
喜

崇
子
、
伊
佐
治
尚
文

三
列
目
：
福
田
武
隼
、
太
田
東

吾
、
高
橋
稔
、
忍
頂
寺
紀
彰
、

本
多
睦
人
、
高
崎
健
、
森
田
清
、

伊
藤
達
雄
、
矢
崎
浩
、
牧
野
英

一
、
関
隆
郎
、
中
島
克
巳

 

（
小
柳
朝
明
、
森
田
清
）
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爾
久
会
（
昭
29
）

千
葉
医
科
大
学
最
後
の
私
た

ち
ク
ラ
ス
は
、
定
期
的
に
毎
年

集
ま
り
、
回
顧
談
や
現
状
を
語

っ
て
い
る
。
本
年
は
６
月
16
日

（
日
）
正
午
よ
り
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ド
（
飯

田
橋
）
に
て
行
っ
た
。
級
友
23

名
と
奥
様
２
名
が
集
ま
り
、
楽

し
く
す
ご
し
た
。
残
念
な
が
ら

昭
和
53
年
卒
同
期
会

予
想
外
に
早
い
梅
雨
明
け
を

受
け
た
猛
暑
の
中
、
昭
和
53
年

卒
の
同
期
会
が
２
０
１
３
年
７

月
14
日
に
行
わ
れ
た
。
一
次
会

は
新
丸
ビ
ル
の
イ
グ
レ
ッ
ク
丸

の
内
（
41
名
出
席
）、
二
次
会
は

帝
国
ホ
テ
ル
の
ア
ク
ア
（
23
名

出
席
）
が
会
場
で
あ
っ
た
。
医

学
部
卒
業
後
35
年
の
時
を
経
て
、

ほ
と
ん
ど
の
者
が
還
暦
を
越
え

て
初
め
て
の
同
期
会
で
あ
っ
た
。

仙
台
、
会
津
、
新
潟
か
ら
の
参

加
者
も
お
り
、
幹
事
一
同
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
た
。
幹
事
の

ひ
と
り
、
新
井
貞
男
君
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
新
井
君
よ
り
、

今
回
の
同
期
会
か
ら
メ
ー
ル
に

よ
る
連
絡
の
み
と
し
た
由
の
説

明
が
あ
っ
た
。
司
会
は
幹
事
の

得
丸
幸
夫
君
が
担
当
し
、
い
つ

も
な
が
ら
臨
機
応
変
に
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
彼
の
司
会
ぶ

り
に
、
場
も
と
て
も
和
ん
だ
。

物
故
者
４
名
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
織
田
成
人
君

（
ま
だ
59
歳
！
な
の
で
、
大
い
な

る
嫉
妬
を
含
ん
だ
ブ
ー
イ
ン
グ

多
数
）。
ユ
ー
モ
ア
あ
る
ス
ピ
ー

チ
に
よ
り
宴
が
始
ま
っ
た
。

一
次
会
で
は
立
食
と
着
席
を

組
み
合
わ
せ
た
の
で
、
初
め
は

８
つ
の
テ
ー
ブ
ル
の
島
に
分
か

れ
て
い
た
面
々
が
次
第
に
盛
り

上
が
り
を
み
せ
、
各
自
が
徐
々

に
席
を
替
え
、
話
が
弾
ん
で
き

た
。
時
間
の
関
係
も
あ
り
、
各

テ
ー
ブ
ル
か
ら
ひ
と
り
ず
つ
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

最
近
、
福
島
県
立
医
科
大
学

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
漢
方
医
学

講
座
教
授
に
就
任
し
た
三
潴
忠

道
君
、
千
葉
県
内
で
き
わ
め
て

高
い
評
価
を
得
て
い
る
、
東
京

女
子
医
科
大
学
八
千
代
医
療
セ

ン
タ
ー
病
院
長
の
寺
井
勝
君
、

新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
の
遠

藤
和
男
君
ら
が
現
在
の
活
躍
ぶ

り
を
報
告
し
、
参
加
者
一
同
大

い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
全
般

に
男
性
陣
よ
り
女
性
陣
の
方
が

若
く
見
え
る
と
い
う
事
実
は
、

今
回
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
あ

っ
と
い
う
間
の
２
時
間
が
過
ぎ
、

既
に
メ
ー
ト
ル
の
上
が
っ
て
い

る
面
々
も
多
か
っ
た
が
、
20
名

が
二
次
会
場
に
向
か
っ
た
。

二
次
会
か
ら
参
加
し
た
粟
野

文
子
さ
ん
、
松
本
明
石
君
、
吉

原
俊
雄
君
を
含
め
た
23
名
が
再

び
充
実
し
た
２
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。
会
場
も
狭
く

な
り
、
話
の
密
度
も
濃
く
な
っ

た
よ
う
で
あ
っ
た
。
当
日
の
記

憶
が
薄
い
面
々
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

我
々
の
同
世
代
の
多
く
の

方
々
が
す
で
に
定
年
退
職
を
迎

え
、
身
分
を
改
め
て
社
会
に
貢

献
す
る
か
、
少
し
早
い
が
年
金

生
活
に
入
っ
て
い
る
。
同
期
生

一
同
が
医
師
免
許
証
を
持
ち
、

定
年
に
関
し
て
は
ま
だ
猶
予
が

あ
る
が
、
そ
の
分
、
社
会
的
責

任
も
大
き
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
同
期
会
の
翌
日
に

は
、
得
丸
君
か
ら
早
速
、
同
期

会
の
写
真
２
葉
が
メ
ー
ル
に
て

送
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
応
え

る
参
加
者
か
ら
の
メ
ー
ル
も
届

き
始
め
て
い
る
。「
千
葉
大
学
の

同
期
生
は
人
柄
の
よ
い
人
ば
か

り
で
、
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
あ
っ

た
。
次
回
の
同
期
会
の
開
催
を

望
む
声
も
既
に
多
数
あ
り
、
幹

事
一
同
新
た
に
気
を
引
き
締
め

る
思
い
で
あ
る
。
次
回
も
多
く

の
同
期
生
が
元
気
な
顔
を
お
互

い
確
認
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
古
屋
好
美
、
横
川
陽
子
、

岩
川
真
由
美
、
石
川
て
る
代
、

正
岡
純
子
、
北
村
由
美
子
、
桝

鏡
裕
子

二
列
目
：
太
枝
良
夫
、
遠
藤
和

男
、
児
玉
和
宏
、
新
井
貞
男
、

西
出
敏
雄
、大
宮
安
紀
彦
、野
々

村
裕
子

三
列
目
：
小
瀧
勝
、
加
藤
義
治
、

織
田
成
人
、
岩
井
潤
、
寺
井
勝
、

上
田
源
次
郎
、
斉
藤
陽
久
、
角

南
兼
朗
、
宇
田
川
晃
一
、
小
沢

卓
夫
、
山
口
邦
雄
、
児
玉
賀
洋

子
、
桝
鏡
年
清
、
山
口
哲
生
、

李
元
浩
、
山
川
久
美
、
菅
澤
寛

健
、
得
丸
幸
夫

最
後
列
：
三
潴
忠
道
、
原
田
順

和
、
布
村
正
夫
、
荻
野
幸
伸
、

志
村
賢
範
、
石
川
洋
、
小
河
直

之
、
仲
田
勲
生
、
小
池
正
造

 

（
児
玉
和
宏
）

前
回
後
逝
去
さ
れ
た
石
川
和
夫
、

大
藤
正
雄
、
中
村
真
、
西
三
郎
、

三
谷
涛
美
の
諸
君
の
冥
福
を
祈

る
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
食
事
、

お
酒
と
お
し
ゃ
べ
り
、
最
後
は

２
、
３
の
寮
歌
で
終
了
し
た
。

来
年
は
卒
業
後
還
暦
の
年
で
あ

り
、
盛
会
を
約
束
し
て
解
散
し

た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
長
谷
川
透
、
山
森
喬
夫
、

富
岡
正
光
、
浅
岡
威
親
、
大
津

正
典
、
鈴
木
日
出
和
、
佐
野
迪

雄
、
東
振
栄

二
列
目
：
根
本
幸
一
、
鹿
山
徳

男
、
窪
田
叔
子
、
和
田
房
治
、

奥
平
昌
彦
、
渡
辺
四
郎
、
永
瀬

敏
行

三
列
目
：
福
島
通
夫
、
島
崎
淳
、

中
野
繰
一
、
野
口
晃
平
、
中
神

恒
男
、
陶
易
王

最
後
列
：
中
野
夫
人
、
若
菜
夫

人
、
飯
田
宏
美
、
中
山
宗
春

 

（
島
崎　

淳
）
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い
つ
も
に
こ
や
か
に
、
背
筋

を
伸
ば
さ
れ
て
、
す
こ
し
せ
っ

か
ち
に
、
足
早
に
歩
か
れ
る
お

姿
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
在
り

し
日
の
吉
田
先
生
を
思
い
出
し
、

た
だ
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

先
生
と
は
内
分
泌
代
謝
と
い

う
同
じ
専
門
分
野
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
学
会
な
ど
で
そ
の
ご

活
躍
は
存
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、

昭
和
58
年
５
月
本
学
に
ご
赴
任

さ
れ
ま
し
て
、
直
接
に
ご
指
導

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
、
免
疫
ア
レ

ル
ギ
ー
、
血
液
、
消
化
管
と
い

う
研
究
室
も
あ
り
ま
し
た
が
、

広
い
内
分
泌
代
謝
と
い
う
領
域

に
あ
っ
て
も
、
ま
た
ほ
か
の
分

野
で
も
、
教
室
員
が
進
め
て
い

る
領
域
に
つ
い
て
、
先
端
的
な

こ
と
を
含
め
て
実
に
知
識
を
よ

く
整
理
さ
れ
、
そ
の
重
要
な
領

域
、
先
端
の
領
域
に
つ
い
て
自

ら
の
考
え
を
よ
く
教
室
員
に
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。〝
吉
田

先
生
は
、
知
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
一
番
先
生
自

身
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
に
な
る

教
授
じ
ゃ
な
い
か
〟
な
ど
と
陰

で
い
う
若
い
教
室
員
も
い
る
ぐ

ら
い
、〝
先
生
に
聞
け
ば
何
で
も

教
え
て
も
ら
え
る
の
で
勉
強
し

な
く
て
も
い
い
の
か
な
〟
な
ど

と
い
う
研
究
員
も
お
り
ま
し
た
。

回
診
な
ど
で
患
者
さ
ん
の
病
態

を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
と

い
う
よ
う
な
時
で
も
〝
勉
強
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
先
生
は
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
ん
だ

よ
な
〟
と
い
う
印
象
を
述
べ
る

も
の
も
お
り
、
最
低
限
の
基
礎

知
識
は
教
え
る
が
そ
れ
以
上
は

自
分
が
や
っ
て
き
た
ら
、
大
い

に
議
論
し
よ
う
と
い
う
御
姿
勢

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
ご
指
導
方
法
で

〝
何
と
か
し
て
教
授
か
ら
あ
の
知

識
を
引
き
出
そ
う
〟
な
ど
と
挑

戦
し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

先
生
と
の
思
い
出
は
尽
き
ま

せ
ん
。
医
局
旅
行
に
行
っ
た
こ

と
、
浴
衣
姿
で
肩
を
組
ん
で
お

好
き
な
〝
長
崎
は
今
日
も
雨
だ

っ
た
〟
を
歌
っ
た
こ
と
、
い
ろ

い
ろ
な
学
会
に
ご
一
緒
し
て
鋭

い
ご
質
問
を
な
さ
れ
、
あ
と
で

ほ
か
の
大
学
の
先
生
か
ら
〝
吉

田
先
生
は
あ
ん
な
厳
し
い
質
問

を
す
る
ん
だ
か
ら
教
室
員
は
大

変
だ
ね
〟
と
い
わ
れ
、
大
変
誇

り
に
お
も
っ
た
こ
と
な
ど
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

ご
退
任
あ
と
も
先
生
を
慕
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
会
に
お
誘
い
し

ま
し
た
。
快
く
い
つ
で
も
お
い

吉
田
尚
先
生
の
ご
逝
去
を
悲
し
む

齋　

藤　
　
　

康
（
新
潟
大
・
昭
43
）

追　

悼

来
た
る
十
一
月
二
日
（
土
）

及
び
三
日
（
日
）
の
二
日
間
に

渡
り
、
本
年
度
も
亥
鼻
祭
を
開

催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

亥
鼻
祭
と
は
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
行
わ
れ
る
医
療
系
大

学
祭
で
、医
学
部
・
看
護
学
部
・

薬
学
部
の
三
学
部
が
協
同
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
医
療
系

キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
特
徴
を
活

か
し
て
、
そ
の
企
画
内
容
も
趣

向
を
凝
ら
し
た
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
例
え
ば
〝
身
体
ふ

し
ぎ
発
見
〟
と
い
う
企
画
で
は
、

血
圧
測
定
や
骨
密
度
測
定
を
行

っ
た
り
、
実
際
に
豚
な
ど
の
臓

器
に
触
れ
て
身
体
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、〝
看
護
の
す
す
め
〟

で
は
、
身
近
な
手
洗
い
の
仕
方

や
体
位
変
換
の
仕
方
、
車
い
す

の
使
い
方
な
ど
を
丁
寧
に
教
え

て
頂
け
ま
す
。
さ
ら
に
千
葉
大

学
を
志
し
て
い
る
受
験
生
に
向

け
て
の
受
験
相
談
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ほ
ん

の
一
例
で
す
が
、
是
非
と
も
当

日
ご
来
場
頂
き
、
様
々
な
企
画

を
周
っ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。本

年
度
の
亥
鼻
祭
の
テ
ー
マ

は
“Will

”で
す
。
十
一
周
年
と

い
う
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
に

対
し
て
、〝
未
来
〟
を
築
こ
う
と

い
う
意
味
、
さ
ら
に
は
確
固
た

る
〝
意
志
〟
を
持
っ
て
亥
鼻
生

全
員
が
亥
鼻
祭
に
臨
も
う
と
い

う
意
味
合
い
で
す
。
こ
の
十
年

間
、
亥
鼻
祭
は
同
窓
会
の
方
々

を
始
め
、
地
域
の
方
々
や
保
護

十
一
周
年
亥
鼻
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

医
学
部
四
年　

小　

野　

亮　

平

で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、〝
足
の

具
合
が
い
け
な
い
の
で
今
回
は

ご
め
ん
ね
〟
と
い
う
先
生
の
お

言
葉
に
変
な
思
い
が
走
り
ま
し

た
が
、
よ
も
や
こ
の
よ
う
な
悲

し
み
に
な
る
と
は
知
ら
ず
に
い

ま
し
た
が
、〝
君
も
ま
だ
、
ま
だ

ま
だ
ね
〟
と
言
わ
れ
て
い
る
先

生
の
お
姿
を
想
像
し
て
い
ま
す
。

先
生
、
安
ら
か
に
お
眠
り
く

だ
さ
い
。

者
の
方
々
の
ご
理
解
の
も
と
で

継
続
し
て
開
催
し
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
例
年
、
医
療
系
有
名
人

と
い
う
企
画
で
医
療
者
の
方
に

講
演
を
行
っ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
は
銚
子
市
立
病

院
院
長
の
白
濱
龍
興
先
生
を
お

招
き
す
る
予
定
で
す
。
経
営
破

綻
し
た
病
院
を
地
域
と
共
に
建

て
直
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生

で
、
そ
の
お
話
を
中
心
に
ご
講

演
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

今
年
度
も
皆
様
と
の
出
会
い

や
関
わ
り
を
築
け
る
大
学
祭
を

亥
鼻
生
全
員
で
創
り
上
げ
る
事

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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当
教
室
は
、
１
９
９
５
年
に

国
立
大
学
４
番
目
の
救
急
医
学

講
座
と
し
て
開
講
し
、
す
で
に

18
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
大
学

病
院
の
救
急
部
・
集
中
治
療
部

を
担
当
し
て
お
り
、
現
在
は
Ｉ

Ｃ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ
22
床
、
救
急
部

一
般
病
床
10
床
を
運
用
し
て
い

ま
す
。
当
院
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
術
後
患

者
、
救
急
外
来
か
ら
の
重
症
患

者
（
主
に
三
次
救
急
）、
院
内
の

急
変
患
者
、
他
院
か
ら
の
重
症

患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
内

科
系
・
外
科
系
を
問
わ
ず
あ
ら

ゆ
る
重
症
患
者
を
治
療
管
理
す

る
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
す
べ
て
当
教
室

で
救
急
科
専
門
医
、
集
中
治
療

専
門
医
の
両
方
の
専
門
医
を
取

得
し
た
、
あ
る
い
は
今
後
取
得

す
る
予
定
の
医
師
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
救
急
科
は
、
２
０

０
８
年
４
月
か
ら
標
榜
可
能
な

診
療
科
と
な
り
、
18
の
基
本
診

療
科
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
中

治
療
専
門
医
は
新
し
い
専
門
医

制
度
の
中
で
、
救
急
科
、
麻
酔

科
を
基
本
と
し
た
サ
ブ
ス
ペ
シ

ャ
ル
テ
ィ
領
域
に
位
置
付
け
ら

れ
る
予
定
で
す
。

当
教
室
で
は
、
救
急
医
療
の

中
心
を
救
急
外
来
で
の
救
命
処

置
と
そ
れ
に
引
き
続
く
重
症
患

者
管
理
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
）

と
位
置
付
け
、
主
に
三
次
救
急

を
中
心
と
し
た
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
診
療
だ
け
で

な
く
研
究
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
ま
す
。

当
教
室
で
は
、
救
急
科
専
門
医
、

集
中
治
療
専
門
医
の
取
得
と
、

大
学
院
で
の
研
究
、
学
位
取
得

を
義
務
付
け
て
お
り
、
こ
の
領

域
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
後
進
を

指
導
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
は
、
初
期
研
修
を
終
え
て
入

局
す
る
と
、
１
年
目
は
大
学
病

院
、
２
、
３
年
目
は
関
連
病
院

で
研
修
し
ま
す
。
関
連
病
院
と

し
て
は
、
君
津
中
央
病
院
、
成

田
赤
十
字
病
院
、
千
葉
市
立
青

葉
病
院
、
久
喜
総
合
病
院
が
あ

り
ま
す
。
来
年
４
月
か
ら
は
現

在
開
院
準
備
中
の
東
千
葉
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
加
わ
る
予

定
で
す
。
君
津
中
央
病
院
は
三

次
救
急
を
主
体
と
し
た
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
も
運
行
し
て
い
ま
す
。
成
田

赤
十
字
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
は
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

一
次
か
ら
三
次
ま
で
す
べ
て
の

救
急
患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｒ
型
救
急
を
行
っ

て
い
ま
す
。
青
葉
病
院
、
久
喜

総
合
病
院
は
地
域
の
二
次
病
院

で
す
が
、
い
ず
れ
も
救
急
科
と

し
て
救
急
外
来
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
東
千
葉
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
東
金
・

九
十
九
里
地
域
の
急
性
期
の
中

核
病
院
と
し
て
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
運
営
で
中
心
的
役
割
を
果
た

す
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
関
連

病
院
研
修
に
加
え
て
、
希
望
に

応
じ
て
一
般
外
科
や
外
傷
外
科
、

小
児
集
中
治
療
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
、
脳

神
経
外
科
な
ど
の
サ
ブ
ス
ペ
シ

ャ
ル
テ
ィ
研
修
を
行
え
る
よ
う

に
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
４

年
目
ま
た
は
５
年
目
か
ら
、
大

学
院
に
入
学
し
て
学
位
を
取
得
、

そ
の
後
希
望
者
に
は
海
外
留
学

の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。
現

在
３
名
が
米
国
留
学
中
で
す
。

今
年
度
は
６
名
の
後
期
研
修

医
が
入
局
し
、
専
門
医
を
目
指

し
て
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま

す
。
以
前
は
人
数
も
少
な
く
、

救
急
医
は
３
Ｋ
の
代
表
と
言
わ

救
急
集
中
治
療
医
学

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　

救
急
集
中
治
療
医
学

　
　

教
授　

織　

田　

成　

人
（
昭
53
）

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫
瘍
学

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫
瘍
学

　
　

教
授　

岡　

本　

美　

孝
（
秋
田
大
・
昭
54
）

聖
路
加
国
際
病
院
の
紹
介

　

副
院
長
・
腎
臓
内
科
部
長

　

千
葉
大
学
医
学
部
臨
床
教
授

　
　
　

小　

松　

康　

宏
（
昭
59
）

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

れ
て
き
ま
し
た
が
、
勤
務
が
シ

フ
ト
性
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

最
近
は
女
性
医
局
員
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
救
急
科
は
常
に
人

の
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
診
療

科
で
す
の
で
、
確
か
に
ハ
ー
ド

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
救
急
医

療
を
志
す
や
る
気
の
あ
る
若
手

医
師
の
入
局
を
歓
迎
し
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫
瘍

学
の
扱
う
領
域
は
鼻
副
鼻
腔
、

耳
、
口
腔
、
咽
頭
、
気
管
・
頸

部
食
道
、
唾
液
腺
、
甲
状
腺
と

広
範
囲
で
、
扱
う
疾
患
も
咽
頭

や
唾
液
腺
な
ど
の
癌
、
副
鼻
腔

炎
、
咽
頭
炎
や
中
耳
炎
な
ど
炎

症
疾
患
、
花
粉
症
な
ど
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
、
聴
覚
・
平
衡
・
嗅

覚
・
味
覚
な
ど
感
覚
器
疾
患
、

さ
ら
に
嚥
下
や
発
声
障
害
な
ど

多
岐
に
亘
り
ま
す
。
大
学
は
、

診
療
、
研
修
を
県
内
外
の
関
連

病
院
と
密
接
に
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
関
連
病
院
は

い
ず
れ
も
指
導
医
を
有
し
複
数

の
常
勤
医
を
配
し
た
地
域
の
中

心
病
院
で
、
幅
広
い
耳
鼻
咽
喉

科
疾
患
の
研
修
指
導
に
当
た
っ

て
い
ま
す（
研
修
医
派
遣
病
院
：

千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー
、
成
田
日

赤
病
院
、
海
浜
病
院
、
青
葉
病

院
、
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
労
災

病
院
、
君
津
中
央
病
院
、
松
戸

市
立
病
院
、
船
橋
医
療
セ
ン
タ

ー
、
駒
込
病
院
、
南
東
北
病
院

な
ど
で
ロ
ー
テ
ー
ト
し
な
が
ら

研
修
を
受
け
ま
す
。
今
後
は
専

門
医
制
度
が
変
更
と
な
る
た
め

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
幅
な
変

更
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
千
葉
大
学
と
関
連
病
院

と
の
協
力
関
係
は
盤
石
で
す
）。

大
学
病
院
と
し
て
の
性
質
上
、

腫
瘍
の
治
療
が
多
く
、
特
に
進

行
癌
や
難
治
疾
患
の
治
療
を
多

く
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
副
鼻

腔
炎
な
ど
の
良
性
疾
患
の
治
療

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
頭
頸
部
癌
に
対
す
る
独
自

の
先
進
医
療
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
に
対
す
る
多
く
の
臨
床
試
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

診
療
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ら

臨
床
医
学
を
支
え
る
柱
と
し
て

の
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
薬
理

学
、
生
化
学
、
細
菌
学
、
免
疫

学
、
病
理
学
と
い
っ
た
基
礎
学

問
の
修
得
も
必
要
で
、
希
望
す

る
医
師
に
は
大
学
院
進
学
の
門

戸
も
広
く
開
放
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
は
将
来
医
師
と
し
て

活
躍
出
来
る
よ
う
に
、
常
に
臨

床
現
場
で
の
課
題
を
持
っ
て
研

究
に
進
ん
で
い
く
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
癌

免
疫
、
癌
遺
伝
子
発
現
解
析
、

ア
レ
ル
ギ
ー
免
疫
療
法
、
上
気

道
慢
性
炎
症
の
解
析
、
嚥
下
・

音
声
機
能
な
ど
に
つ
い
て
の
研

究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
こ
れ
ら

を
基
盤
と
し
て
、
特
に
頭
頸
部

癌
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
領
域

で
は
日
本
を
代
表
す
る
診
療
、

研
究
機
関
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

研
修
目
標
が
達
せ
ら
れ
、
規

定
の
条
件
が
整
え
ば
専
門
医
の

認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
原
則
と
し
て
研
修
４
年

目
、
あ
る
い
は
５
年
目
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
６
年

目
以
降
海
外
留
学
が
可
能
で
す
。

教
室
員
は
診
療
や
研
究
に
忙

し
い
中
で
も
、
患
者
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
て
、
同
僚
や
コ
メ
デ

ィ
カ
ル
の
方
へ
の
配
慮
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
明
る
い
教

室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
59
年
千
葉
大
学
を

卒
業
後
、
聖
路
加
国
際
病
院
で

小
児
科
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
研

修
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
女
子
医
科
大
学
腎
臓
病
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
県
こ

ど
も
病
院
腎
臓
科
を
経
て
、
１

９
９
７
年
か
ら
聖
路
加
国
際
病

院
で
腎
臓
内
科
医
と
し
て
働
い

て
お
り
ま
す
。
２
０
１
０
年
に

は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
チ

ャ
ペ
ル
ヒ
ル
校
公
衆
衛
生
大
学

院
を
卒
業
（
組
織
運
営
、
医
療

の
質
改
善
等
を
専
攻
）
し
、
２

０
１
１
年
か
ら
は
副
院
長
、

Quality Improvement

セ
ン

タ
ー
長
も
兼
任
し
て
お
り
ま
す
。

聖
路
加
国
際
病
院
に
は
片
山
正

夫
麻
酔
科
部
長
、
丹
羽
公
一
郎

循
環
器
内
科
部
長
を
は
じ
め
約

20
名
の
ゐ
の
は
な
同
窓
生
が
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。

聖
路
加
国
際
病
院
は
キ
リ
ス

ト
教
（
米
国
聖
公
会
）
の
宣
教

師
で
あ
り
医
師
で
あ
っ
た

Rudolf B.Teusler

（
ト
イ
ス

ラ
ー
）
に
よ
り
１
９
０
２
年
に

創
設
さ
れ
た
病
院
で
す
。
ト
イ

ス
ラ
ー
先
生
は
、
病
院
の
使
命

を
「
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の
心
を

示
す
生
き
た
有
機
体
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
患
者

も
家
族
も
安
心
し
て
診
療
・
ケ

ア
を
ま
か
せ
ら
れ
る
、
職
員
も
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な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
環
境
に
突
然
お
か
れ
、

ま
だ
数
か
月
、
戸
惑
い
と
失
敗

と
反
省
の
毎
日
で
す
。
し
か
し

上
司
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
恵

ま
れ
、
勉
強
に
な
る
経
験
と
症

例
数
も
多
く
、
忙
し
い
中
に
も

と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
と
違
っ
て
自

分
の
判
断
が
そ
の
ま
ま
自
分
の

患
者
さ
ん
の
方
針
と
な
る
こ
と

が
非
常
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
分
医
師
と
し
て
の
や

り
が
い
と
責
任
感
と
、
そ
の
患

者
さ
ん
が
よ
く
な
っ
た
と
き
や
、

本
人
、
ご
家
族
に
感
謝
さ
れ
た

と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

も
ち
ろ
ん
自
分
一
人
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
す
が
、
当
院
で
は
上
級

医
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や

指
導
が
自
然
で
細
や
か
な
た
め
、

先
生
方
に
助
け
ら
れ
る
こ
と
ば

か
り
で
、
そ
こ
も
当
院
の
魅
力

の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
大
学
の
小
児
科
で
は
、

後
期
研
修
医
の
そ
れ
ぞ
れ
が
専

門
グ
ル
ー
プ
を
選
び
、
専
門
性

を
高
め
て
い
く
コ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
今
は
日
々
の
診
療
に

精
一
杯
で
す
が
、
今
後
自
分
の

専
門
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
、
我
々
と
一

緒
に
働
く
後
輩
が
増
え
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も

千
葉
大
学
小
児
科
の
魅
力
を
さ

ら
に
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
大
学
小
児
病
態
学
の
香

川
悠
で
す
。
私
は
、
平
成
22
年

に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒
業
い

た
し
ま
し
た
。
２
年
間
の
臨
床

研
修
後
に
千
葉
大
学
小
児
科
に

入
局
し
、
現
在
は
後
期
研
修
２

年
目
と
し
て
今
年
４
月
よ
り
船

橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
我
々
の

後
期
研
修
の
様
子
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

後
期
研
修
１
年
目
は
大
学
病

院
で
の
研
修
で
す
。
後
期
研
修

医
は
３
か
月
ご
と
に
４
つ
の
専

門
グ
ル
ー
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー

テ
ー
ト
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
て
、
私
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
グ
ル
ー
プ
で
非
常
に
濃
い
３

か
月
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
学
病
院
な
ら
で
は

と
も
い
え
る
、
重
篤
な
疾
患
ま

た
専
門
性
の
高
い
疾
患
の
児
を

研
修
医
だ
よ
り

後
期
研
修
２
年
目
を
迎
え
て

　

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科　

　

後
期
研
修
医　

香　

川　
　
　

悠
（
平
22
）

安
心
と
誇
り
を
も
っ
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
病
院

で
す
。
こ
う
し
た
努
力
も
実
り
、

昨
年
は
病
院
事
業
体
と
し
て
は

わ
が
国
初
のJoint Com

m
is-

sion International
（
国
際
的

な
病
院
機
能
評
価
機
構
）
認
定

施
設
と
な
り
ま
し
た
。

患
者
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
で

あ
る
た
め
に
は
、
最
善
の
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
な
人
材
育

成
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
昭
和
初
期
か
ら
わ
が
国
で

は
じ
め
て
米
国
式
イ
ン
タ
ー

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ト
教
育
制
度
が

導
入
さ
れ
、
現
在
の
臨
床
研
修

制
度
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
看
護
教
育
に
お
い
て
も
日

本
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
隣

接
す
る
聖
路
加
看
護
大
学
と
と

も
に
看
護
教
育
、
研
究
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

診
療
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る

に
は
新
た
な
知
識
、
技
術
を
創

り
出
す
活
動
も
大
切
で
す
。
聖

ル
カ
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
所
臨
床
疫
学
セ
ン
タ
ー
に
は

国
内
外
の
臨
床
疫
学
や
統
計
学

の
専
門
家
が
10
名
ほ
ど
在
籍
し
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
臨
床
研
究
を

支
援
し
て
く
れ
ま
す
し
、
研
究

に
必
要
な
診
療
デ
ー
タ
は
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー
が
電
子
カ
ル
テ

か
ら
抽
出
し
て
く
れ
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
度
か
ら
医
療
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
部
が
設
立
さ
れ
基
礎

研
究
を
す
す
め
る
体
制
も
整
い

ま
し
た
。

聖
路
加
国
際
病
院
は
ほ
ぼ
す

べ
て
の
診
療
科
を
有
す
る
５
２

０
床
の
総
合
病

院
で
、
救
急
車

の
受
け
入
れ
も

都
内
１
、
２
と

な
っ
て
い
ま
す
。

臨
床
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
歴
史

も
古
く
、
毎
年

約
20
名
の
初
期

研
修
医
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、

当
院
の
臨
床
研

修
制
度
の
最
大

の
特
徴
は
、

「
研
修
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
確
立

し
て
い
る
」、

「
症
例
数
が
多

い
」「
指
導
医
が
充
実
し
て
い
る
」

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
院

の
特
徴
は
、
研
修
医
も
重
要
な

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し

て
の
役
割
、
責
任
と
自
覚
を
も

ち
、
日
々
の
診
療
を
通
じ
て
臨

床
医
と
し
て
必
要
な
知
識
、
技

能
、
態
度
を
習
得
す
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
将
来
の
専
門
分
野
に
か
か

わ
ら
ず
、
幅
広
い
病
態
・
疾
患

に
対
応
で
き
る
医
学
知
識
・
技

量
を
基
盤
に
、
患
者
・
家
族
の

価
値
観
に
配
慮
し
、
医
療
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
高
度
な
医
療

B5 1/2  H110mm×W150mm 枠 1C

2013.2

（輸入）

※「効能・効果」、「用法・用量」、「用法・用量
に関連する使用上の注意」、「禁忌を
含む使用上の注意」等については
添付文書をご参照ください。

を
実
践
で
き
る
能
力
が
身
に
つ

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
21

世
紀
の
医
療
に
は
モ
デ
ル
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
自
身
が
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
、
個
人
プ
レ

ー
で
は
な
く
集
団
プ
レ
ー
を
す

す
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
厳
し
い
時
代
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
挑
戦
す
べ
き
課
題
が

あ
り
ま
す
。「
雑
用
」
を
い
と
わ

ず
、
毎
日
の
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク

の
な
か
に
新
た
な
発
見
と
喜
び

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ

う
し
た
若
手
医
師
を
求
め
ま
す
。

担
当
医
と
し
て
受
け
持
た
せ
て

い
た
だ
き
、
彼
ら
、
彼
女
ら
の

努
力
と
勇
気
に
こ
ち
ら
も
励
ま

さ
れ
る
１
年
間
で
し
た
。
日
常

診
療
以
外
に
回
診
や
ス
ラ
イ
ド

で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

場
も
多
く
、
常
に
何
か
し
ら
の

学
び
を
し
て
い
る
状
況
を
１
年

間
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

も
ま
た
、
充
実
感
を
得
ら
れ
た

こ
と
の
一
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
学
会
発
表
も
行
う
こ

と
が
で
き
、
地
方
会
や
全
国
学

会
、
研
究
会
な
ど
た
く
さ
ん
の

発
表
の
場
を
演
者
と
し
て
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
症
例
発

表
は
あ
る
程
度
場
数
を
経
験
す

る
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
し
、
経
験
あ
る
先
生
方

に
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
自
分
の
発
表
の
向
上
に
大
き

く
つ
な
が
る
の
で
、
熱
心
に
ご

指
導
く
だ
さ
る
先
生
方
ば
か
り

な
の
が
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
自
分
次
第
で
い
く
ら

で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所

で
す
し
、
先
生
方
の
研
究
マ
イ

ン
ド
に
触
れ
、
学
び
に
は
と
て

も
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。さ

て
、
２
年
目
は
そ
れ
ぞ
れ

一
般
病
院
で
の
勤
務
と
な
り
ま

す
。
私
は
船
橋
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
小
児
科
で
一
般
小
児
科
を

学
ん
で
い
ま
す
。
初
め
て
の
病

院
で
４
月
第
一
週
か
ら
初
め
て

の
一
人
当
直
、
初
め
て
の
外
来
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国
際
交
流
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学
生
留
学
報
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医
学
教
育
研
究
室　

留
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

朝
比
奈　

真
由
美
（
昭
62
）

イ
リ
ノ
イ
大
学
診
断
病
理
部

医
学
部
６
年　
　

山　

崎　

由
里
子

千
葉
大
学
医
学
部
は
、
平
成

19
年
に
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
シ

カ
ゴ
校
医
学
部
と
、
平
成
22
年

に
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ

ン
大
学
医
学
部
と
、
ま
た
平
成

24
年
に
韓
国
イ
ン
ジ
ェ
大
学
医

学
部
と
そ
れ
ぞ
れ
学
部
間
学
生

交
流
協
定
を
締
結
し
、
ク
リ
ニ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
（
臨
床

実
習
）
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の

目
的
は
、
学
生
を
共
同
で
教
育

す
る
こ
と
に
よ
り
学
生
の
臨
床

能
力
を
向
上
さ
せ
、
国
際
標
準

レ
ベ
ル
の
医
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

交
換
留
学
に
参
加
し
た
学
生
は
、

派
遣
先
大
学
の
学
生
と
同
じ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
医
療
の
現
場
で
診

療
参
加
を
行
い
、
大
き
な
成
果

を
持
ち
帰
っ
て
来
て
い
ま
す
。

千
葉
大
学
か
ら
イ
リ
ノ
イ
大

学
へ
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
ト

ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大

学
へ
は
平
成
22
年
度
か
ら
毎
年

数
名
の
学
生
を
派
遣
し
、
ま
た

イ
リ
ノ
イ
大
学
か
ら
は
平
成
21

年
度
２
名
、
平
成
24
年
度
１
名
、

ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大

学
　
生
　
教
　
育

学
か
ら
は
平
成
24
年
度
１
名
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ジ
ェ
大
学
へ
は
平
成
25
年

私
は
２
０
１
３
年
米
国
イ
リ

ノ
イ
大
学
医
学
部
臨
床
実
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
３
人
の

１
人
と
し
て
４
月
に
臨
床
実
習

を
４
週
間
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
留
学
は
千
葉
大
学
と
交
換

留
学
協
定
を
結
ん
で
い
る
イ
リ

ノ
イ
大
学
で
、
６
年
生
が
病
院

で
の
臨
床
実
習
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
２

０
０
８
年
か
ら
続
い
て
お
り
、

私
達
で
６
期
生
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
も
と
も
と
米
国
医
療
に
漠

然
と
し
た
興
味
を
抱
い
て
い
た

こ
と
と
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
の

中
で
医
学
英
語
が
必
要
に
な
る

可
能
性
を
考
慮
し
て
こ
の
留
学

に
参
加
し
ま
し
た
。

３
月
に
千
葉
大
学
か
ら
１
名
の

学
生
が
派
遣
さ
れ
、
平
成
25
年

６
月
に
イ
ン
ジ
ェ
大
学
か
ら
３

名
の
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
際
に
は
同
窓
会
と
後

援
会
か
ら
の
援
助
を
い
た
だ
き

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
以
降
も
派
遣
と
受
け
入
れ
を

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

実
習
内
容
は
現
地
の
医
学
生

の
病
院
実
習
と
同
等
で
す
。
私

の
回
っ
た
診
断
病
理
部
で
は
、

レ
ジ
デ
ン
ト
に
つ
い
て
一
日
の

業
務
を
手
伝
い
つ
つ
学
生
用
の

課
題
を
こ
な
す
も
の
で
し
た
。

千
葉
大
の
病
院
実
習
で
も
回
っ

て
い
な
い
診
断
病
理
部
で
の
業

務
は
、
私
に
と
っ
て
何
も
か
も

新
し
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
が
、

検
体
の
肉
眼
的
切
り
出
し
か
ら

ス
ラ
イ
ド
の
診
断
ま
で
い
ろ
い

ろ
と
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
日
本
で
は
各
専
門
科
か
ら

診
断
依
頼
が
あ
っ
た
検
体
の
み

を
扱
う
の
に
対
し
て
米
国
で
は

手
術
検
体
は
良
性
悪
性
に
関
わ

ら
ず
全
て
病
理
部
に
ま
わ
す
た

め
、
腫
瘍
診
断
か
ら
肥
満
症
に

対
す
る
胃
切
除
ま
で
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
と
ん
だ
疾
患
を
経
験

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
印
象
深

か
っ
た
こ
と
の
１
つ
に
人
種
・

地
域
に
よ
る
腫
瘍
疾
患
分
布
の

差
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
人

に
多
い
と
言
わ
れ
る
胃
癌
は
１

ヶ
月
の
中
で
は
１
回
も
経
験
し

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
逆
に

大
腸
癌
は
毎
日
３
、
４
件

診
断
さ
れ
て
い
て
比
較
的

多
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

を
通
し
て
思
っ
た
の
は
、

日
本
は
人
種
の
均
一
性
か

ら
疾
患
分
布
に
偏
り
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

は
米
国
医
療
が
日
本
よ
り

進
ん
で
い
る
と
い
う
一
般

論
を
鵜
呑
み
に
し
て
こ
の

留
学
に
望
ん
だ
の
で
す
が
、
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
診
療
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
昨
今
、
医
療
先
進
国
間
で

は
水
準
に
大
き
な
差
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
し
、

む
し
ろ
特
定
の
分
野
に
お
い
て

は
日
本
の
研
究
の
方
が
盛
ん
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

も
う
１
つ
印
象
的
だ
っ
た
の

は
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
し

た
。
米
国
で
は
学
生
時
代
の
試

験
成
績
や
学
業
評
価
で
専
攻
科

が
決
ま
る
た
め
、
医
学
生
の
勉

強
意
欲
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
が
終

わ
っ
た
あ
と
も
、
そ
の
後
フ
ェ

ロ
ー
な
ど
の
職
を
得
る
た
め
に

は
厳
し
い
ポ
ス
ト
争
い
が
あ
る

た
め
、
一
生
競
争
体
制
に
お
か

れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
確
か

に
レ
ジ
デ
ン
ト
た
ち
を
よ
く
観

察
す
る
と
、
上
司
か
ら
よ
い
評

価
を
得
よ
う
と
心
が
け
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
し
た
し
、
自
分

の
将
来
像
が
は
っ
き
り
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
点
で
、
医
学
部

に
入
っ
て
か

ら
敷
か
れ
た

レ
ー
ル
の
上

で
漫
然
と

日
々
を
送
っ

て
き
た
自
分

を
反
省
し
、

こ
れ
か
ら
医

師
と
し
て
働

く
中
で
常
に

向
上
心
を
持

ち
学
び
続
け

よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

こ
の
留
学

は
私
に
と
っ

て
日
米
間
の

医
療
や
文
化
の
違
い
を
知
り
、

自
分
の
状
況
を
多
角
的
に
と
ら

え
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
の
身
で
留
学
で
き
た
こ
と

が
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

上
で
か
な
り
大
き
な
意
味
を
持

つ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

レジデントBettyと山崎

インジェ大学からの留学生と

仁
済
大
学
神
経
内
科

医
学
部
６
年　
　

石　

井　

逢　

子

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
医
学
教
育
研
究
室
と
、
臨

床
留
学
の
道
を
開
い
て
く
だ
さ

っ
た
先
陣
の
先
生
方
に
改
め
て

感
謝
を
表
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

千葉大留学メンバー3人で

私
は
２
０
１
３
年
２
月
～
３

月
の
４
週
間
で
韓
国
・
仁
済

（INJE

）
大
学
神
経
内
科
に
留

学
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
仁

済
大
学
と
の
交
換
留
学
協
定
は

本
年
度
に
締
結
さ
れ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
私
は
第
一
期
生
と
し

て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
現

代
世
界
の
医
療
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
は
米
国
に
あ
り
、
ま
た
日
韓

両
国
政
府
は
政
治
的
・
歴
史
的

に
対
立
の
極
地
に
あ
る
と
言
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
韓

国
に
留
学
す
る
こ
と
に
は
私
の

中
で
も
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
不
安
は
杞
憂
に

終
わ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
も

と
充
実
し
た
実
習
を
行
な
っ
て
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私
は
昨
年
の
夏
に
もThom-

as Jefferson
大
学
に
短
期
留
学

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
以
前
か

ら
の
夢
で
あ
っ
た
、
米
国
で
臨

床
に
携
わ
る
と
い
う
目
標
の
も

と
１
回
目
の
留
学
に
挑
み
ま
し

た
。
米
国
の
医
療
や
教
育
の
全

体
像
を
把
握
で
き
た
と
同
時
に
、

自
分
の
英
語
や
知

識
面
で
も
大
き
な

課
題
を
見
つ
け
る

結
果
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の

よ
う
な
課
題
を
克

服
し
、
１
ヶ
月
間

現
地
の
学
生
と
同

様
に
実
習
を
行
う

と
い
う
学
生
の
間

で
し
か
許
さ
れ
な

い
機
会
に
挑
戦
し

T
hom

as Jefferson U
niversity

循
環
器
内
科
、
腫
瘍
内
科

医
学
部
６
年　
　

小　

堀　

清　

子

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

再
度
留
学
に
応
募
し
ま
し
た
。

前
半
の
２
週
間
は
循
環
器
内

科
のCCU

で
病
棟
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
心
臓
移
植
後
の
循
環

動
態
の
ケ
ア
な
ど
日
本
で
は
見

た
こ
と
の
な
い
症
例
も
見
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
日
本
と
大
き

く
異
な
る
の
は
、
午
前
中
を
占

め
る
長
い
朝
回
診
が
毎
日
あ
り
、

そ
の
場
で
治
療
方
針
を
議
論
し

実
行
に
移
す
こ
と
で
す
。
そ
の

結
果
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

後
半
の
２
週
間
は
腫
瘍
内
科

で
、
毎
日
異
な
る
専
門
の
腫
瘍

外
来
で
問
診
や
診
察
を
し
て
レ

ジ
デ
ン
ト
に
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る

と
い
う
内
容
で
し
た
。
多
発
性

骨
髄
腫
専
門
の
外
来
な
ど
腫
瘍

が
細
分
化
さ
れ
て
お
り
専
門
性

の
高
さ
に
ま
ず
驚
き
ま
し
た
。

一
人
の
患
者
を
診
る
の
に
、
ま

ず
は
学
生
が
診
察
し
、
レ
ジ
デ

ン
ト
が
そ
れ
を
補
い
、
次
に
上

級
医
に
プ
レ
ゼ
ン
し
考
察
し
た

後
再
度
上
級
医
と
一
緒
に
診
察

す
る
と
い
う
流
れ
で
１
時
間
ほ

ど
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
中
で
患
者
の
身
体
的
症
状
だ

け
で
な
く
、
日
常
生
活
な
ど
人

と
し
て
対
等
な
関
係
で
親
身
に

共
感
し
て
い
る
姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
医
療
保
険
制
度

の
違
い
か
ら
、
化
学
療
法
は
基

本
的
に
外
来
で
行
う
た
め
、治
療

の
中
断
や
予
防
内
服
な
ど
副
作

用
や
合
併
症
に
配
慮
し
た
臨
機

応
変
な
対
応
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
留
学
を
通
じ
て
考
え

た
日
米
の
違
い
は
、
①
学
生
や

研
修
医
の
問
題
解
決
能
力
、
お

よ
び
そ
の
能
力
を
培
う
教
育
②

上
級
医
の
教
育
者
と
し
て
の
姿

勢
③
成
績
に
よ
っ
て
将
来
が
左

右
さ
れ
る
米
国
の
医
学
生
の
必

死
さ
で
す
。
米
国
の
学
生
の
授

業
はPBL

（Problem Based 
Learning

）
と
い
う
自
己
解
決

型
の
方
式
で
す
。
日
本
の
よ
う

な
受
け
身
の
座
学
は
少
な
く
、

代
わ
り
に
疾
患
に
つ
い
て
自
己

学
習
し
、
与
え
ら
れ
た
主
訴
の

症
例
に
つ
い
て
チ
ュ
ー
ト
リ
ア

ル
方
式
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
方
式
が
可
能
な
の
は

24
時
間
開
館
の
図
書
館
や
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
い

っ
た
恵
ま
れ
た
勉
強
環
境
や
、

各
科
の
教
育
専
任
の
医
師
に
よ

る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
る
か

ら
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
生
や
研
修
医
の
教
育
は
屋
根

瓦
式
が
確
立
し
て
い
ま
し
た
。

Dr.Joseph Majdanと本人の肖像画の前で

大
き
な
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
稿
で
は
韓
国
の

医
学
教
育
に
焦
点
を
当
て
、
簡

単
で
す
が
報
告
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
は
ユ
ニ
ー
ク
な
医
学
教

育
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
日

本
と
同
じ
６
年
制
の
医
学
部
と
、

少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
４
年
制

の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
（
４

年
制
大
学
卒
後
に
入
学
）
が
混

在
し
て
い
ま
す
。
韓
国
は
も
と

も
と
６
年
制
の
医
学
教
育
の
み

行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

０
４
年
よ
り
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク

ー
ル
制
度
を
導
入
、
最
も
多
い

時
期
で
全
体
の
半
分
程
度
の
医

学
教
育
機
関
が
４
年
制
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
舵
を
切
り
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
は
６
年
制

主
流
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

理
由
は
様
々
の
よ
う
で
す
が
、

仁
済
大
学
の
学
長
に
お
話
を
伺

っ
た
時
に
「
若
い
時
期
か
ら
の

医
学
倫
理
教
育
が
、
良
き
医
療

者
に
な
る
た
め
に
必
要

だ
と
分
か
っ
た
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
米
国

で
一
定
の
効
果
を
上
げ

て
い
る
制
度
が
韓
国
で

効
果
を
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
医

師
が
求
め
ら
れ
る
資
質

に
洋
の
東
西
で
違
い
が

あ
る
の
か
。
等
々
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
違
い
と

し
て
、
韓
国
の
医
学
教
育
に
は

積
極
的
に
英
語
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。terminology

は

１
年
次
の
医
学
英
語
講
義
で
し

っ
か
り
と
学
習
し
、
そ
の
後
も

英
語
文
献
メ
イ
ン
に
学
習
を
進

め
る
た
め
、
日
本
の
医
学
生
の

英
語
水
準
と
比
較
す
る
と
か
な

り
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
す
。
日
本
の

英
語
教
育
は
ま
さ
に
急
務
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
に
は
問

題
も
あ
る
よ
う
で
、
そ
も
そ
も

韓
国
語
の
教
科
書
は
あ
ま
り
出

版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
上
韓

国
学
生
に
と
っ
て
も
英
語
は
あ

く
ま
で
外
国
語
で
あ
り
複
雑
な

病
態
生
理
の
理
解
が
難
し
い
時

が
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
国
語
の
み
で
一
応
の
医
学
教

育
を
実
施
で
き
る
日
本
は
恵
ま

れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
教
育
制
度
の
元

で
、
４
週
間
の
実
習
を
通
し
て

神
経
症
候
学
を
主
に
多
く
を
学

び
ま
し
た
。
仁
済
大
学
の
学
生

左から神経内科を一緒に回った学生と金教授、
右端が石井

研
修
医
か
ら
の
質
問
は
い
つ
も

“Why do you think so?

”と

結
論
に
至
る
経
緯
を
説
明
さ
せ

る
論
理
的
な
も
の
で
し
た
。

二
度
に
わ
た
る
留
学
の
機
会

を
く
だ
さ
っ
た
医
学
教
育
研
究

室
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
親
や

友
人
含
め
支
え
て
下
さ
っ
た
全

て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感

し
辛
い
こ
と
も
多
か
っ
た
留
学

で
す
が
、
こ
の
経
験
を
通
し
て

得
た
も
の
は
私
の
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り
、

今
後
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が

世
界
に
一
歩
踏
み
出
し
て
、
外

か
ら
日
本
の
医
療
を
客
観
的
に

考
え
る
経
験
を
共
有
で
き
た
ら

と
願
い
ま
す
。

左から腫瘍内科教授Dr.Sato、一緒に留学した金森君、小堀、
Radiさん

と
は
と
て
も
仲
良
く
な
り
、
１

人
で
の
留
学
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
自
由
時
間
は
旅
行
に
観

光
に
、
そ
し
て
友
人
の
実
家
に

招
か
れ
た
り
と
寂
し
く
な
る
暇

も
な
い
く
ら
い
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。
一
生
の
友
と
言
え
る

人
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
親
し
い
友
人
と
は
、

歴
史
・
政
治
・
経
済
問
題
の
率

直
な
議
論
を
す
る
機
会
を
持
つ

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
隣
国
で

あ
る
だ
け
に
日
韓
両
国
は
密
度

の
濃
い
関
係
を
持
ち
、
行
き
場

の
な
い
葛
藤
や
紛
争
を
多
く
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
の
事
実
を
障

壁
と
し
て
積
み
上
げ
る
の
で
は

な
く
橋
と
し
て
積
み
固
め
、
医

学
分
野
で
も
さ
ら
な
る
交
流
が

開
か
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま

す
。
末
筆
な
が
ら
両
校
の
先
生

方
に
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上

げ
、
締
め
く
く
り
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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千
葉
大
学
医
学
部
サ
ッ
カ
ー

部
は
火
・
木
・
土
・
日
曜
日
の

週
４
回
の
頻
度
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
自
主
練
習
も
含
め
れ
ば

週
６
回
以
上
活
動
し
て
い
る
部

員
も
多
く
、
サ
ッ
カ
ー
へ
の
熱

い
気
持
ち
を
持
っ
た
部
員
ば
か

り
で
す
。
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
照
明
設
備
が

無
い
た
め
、
平
日
の
夜
は
近
隣

の
施
設
を
借
り
て
練
習
し
て
い

ま
す
。
土
曜
日
は
亥
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
練
習
、
日
曜
日
は
主

に
対
外
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
非
常
に
部
員
が

多
く
、
ま
た
、
医
学
部
、
看
護

学
部
の
み
な
ら
ず
薬
学
部
の
部

員
も
少
し
ず
つ
増
え
、
よ
り
一

層
活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
飯

会
な
ど
を
通
し
て
部
員
同
士
の

交
流
を
深
め
、
大
学
生
活
の
大

半
を
部
員
と
と
も
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
関
東
医
歯
薬

獣
大
学
サ
ッ
カ
ー
春
季
リ
ー
グ

（
以
下
、
春
リ
ー
グ
）
で
は
、
２

部
か
ら
１
部
へ
と
昇
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
春

リ
ー
グ
で
１
部
か
ら
２
部
へ
降

格
し
て
以
来
、
部
員
全
員
が
２

部
優
勝
と
い
う
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

難
し
い
試
合
が
続
き
ま
し
た
が
、

仲
間
と
と
も
に
協
力
し
合
い
、

改
め
て
チ
ー
ム
で
勝
利
す
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
や
喜
び
を
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
結

果
は
部
員
の
み
の
力
で
成
し
遂

げ
た
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の

御
声
援
、
御
支
援
を
な
く
し
て

こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
先
輩
方
の
御
力
添
え

が
あ
っ
て
初
め
て
こ
う
し
て
部

活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め

て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
写
真

は
春
リ
ー
グ
で
１
部
昇
格
が
決

定
し
た
際
に
撮
影
し
た
も
の
で

す
。さ

て
、
現
在
私
た
ち
は
、
春

リ
ー
グ
で
の
１
部
優
勝
、
東
日

本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

（
以
下
、
東
医
体
）
で
の
優
勝
を

目
標
に
日
々
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
生
半
可
な
気

持
ち
で
は
到
底
達
成
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
目
標
で
す
が
、
実

現
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

東
医
体
で
千
葉
大
学
医
学
部
サ

ッ
カ
ー
部
が
優
勝
し
た
の
は
、

現
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
の
井
関
徹

先
生
（
昭
56
）
が
現
役
部
員
で

あ
っ
た
頃
が
最
後
で
す
。Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
御
期
待
に
応
え
、

井
関
先
生
を
胴
上
げ
す
る
こ
と

が
私
た
ち
部
員
の
夢
で
す
。

大
学
生
活
に
お
い
て
は
、
学

サ
ッ
カ
ー
部

　
　

医
学
部
４
年　

山
田　

有
統

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

業
や
社
会
経
験
な
ど
多
く
の
学

ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
サ
ッ
カ
ー
部
で
の

経
験
と
い
う
も
の
も
私
た
ち
に

と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
う

し
て
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
む
こ

と
が
で
き
る
時
間
を
大
切
に
し
、

常
に
情
熱
を
持
っ
て
努
力
し
続

け
た
経
験
は
、
必
ず
将
来
医
療

の
社
会
に
出
た
後
も
役
立
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

世
界
の
医
療
を
考
え
る
会
代

表
を
務
め
て
い
る
医
学
部
２
年

の
田
之
上
英
樹
と
申
し
ま
す
。

部
活
名
か
ら
は
あ
ま
り
活
動
内

容
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
が

よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
こ

の
機
会
に
主
な
活
動
を
い
く
つ

か
紹
介
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い

ま
す
。

 

ま
ず
こ
の
部
活
で
は
海
外
の

医
学
部
と
交
換
留
学
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
ラ
バ

マ
大
学
や
イ
リ
ノ
イ
大
学
な
ど

と
千
葉
大
学
が
行
っ
て
い
る
留

学
と
は
全
く
別
の
も
の
で
す
。

国
際
医
学
生
連
盟
（IFM

SA

）

と
い
う
世
界
規
模
の
学
生NGO

団
体
に
加
盟
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
千
葉

大
学
か
ら
も
正
式
に
認
可
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
留
学
は
、

大
学
で
行
く
留
学
よ
り
も
比
較

的
安
価
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
自
分
で
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
た
め
、

観
光
も
楽
し
め
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
部
員

が
５
名
前
後
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
ジ
ア
な
ど
の
様
々
な

医
学
部
に
、
長
期
休
暇
を
利
用

し
て
１
ヶ
月
ほ
ど
留
学
し
て
お

り
、
ま
た
、
同
様
に
５
名
前
後

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

留
学
生
が
日
本
に
来
て
い
る
時

は
、
同
じ
く
留
学
生
が
来
て
い

る
他
の
大
学
と
合
同
で
パ
ー
テ

ィ
を
開
い
た
り
、
色
々
な
場
所

に
観
光
に
連
れ
て
行
っ
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

留
学
や
留
学
生
と
の
交
流
を
目

当
て
に
入
部
す
る
新
入
生
が
多

い
で
す
。

 

２
つ
目
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
国
際
医
学
生
連
盟
や
ア
ジ

ア
医
学
生
連
盟
、
医
ゼ
ミ
な
ど

に
参
加
し
、
他
大
学
と
合
同
で

勉
強
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
特
に
国

際
医
学
生
連
盟
に
は
、
前
述
の

交
換
留
学
部
門
以
外
に
も
医
学

教
育
に
関
す
る
部
門
や
国
際
保

健
や
地
域
医
療
に
関
す
る
部
門

な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
医
学
生

が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
勉
強

会
を
行
っ
て
意
見
を
交
換
し
合

っ
て
い
ま
す
。
部
門
に
よ
っ
て

世
界
の
医
療
を
考
え
る
会

　
　

医
学
部
２
年　

田
之
上　

英
樹
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上
の
サ
ン
ル
ー
ム
を
も
教
室
に

し
た
。〝
屋
階
の
病
理
〟
と
い
わ

れ
た
。
法
医
学
教
室
以
外
の
基

礎
医
学
教
室
は
空
襲
で
焼
失
し

て
し
ま
い
バ
ラ
ッ
ク
建
て
で
あ

っ
た
。

病
理
学
教
室
も
病
院
４
階
の

眼
科
の
部
屋
の
隣
に
ミ
ク
ロ
ト

ー
ム
の
あ
る
染
色
室
を
利
用
し

た
。
ト
イ
レ
等
で
眼
科
の
鈴
木

宜
民
教
授
に
お
逢
い
す
る
と
、

私
達
の
染
色
液
で
汚
れ
た
白
衣

を
〝
き
た
な
い
〟
と
言
っ
て
よ

く
叱
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
滝
沢
延
次
郎
教
授

の
病
理
学
教
室
に
研
究
生
と
し

て
入
室
し
た
。

病
材
の
講
義
補
助
を
さ
せ
ら

れ
て
沢
山
の
臨
床
の
先
生
方
を

知
っ
た
。
焼
け
残
っ
た
病
理
学

教
室
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の

標
本
庫
か
ら
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け

の
標
本
を
探
し
出
し
た
り
し
て

い
た
。
そ
の
標
本
庫
へ
は
連
絡

道
路
を
歩
い
て
行
か
ね
ば
な
ら

ぬ
。
そ
の
先
は
千
葉
市
亥
鼻
町

以
前
ゐ
の
は
な
同
窓
会
オ
ン

ラ
イ
ン
会
報
に
て
ご
案
内
い
た

し
ま
し
た
「
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ

近
代
医
学
史
の
旅　

２
０
１
３
」

に
つ
き
、
本
誌
上
で
簡
単
に
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日

程
は
２
０
１
３
年
６
月
７
日
よ

り
６
月
15
日
、
総
勢
16
名
（
ゐ

の
は
な
同
窓
会
員
は
貞
永
嘉
久

先
生
（
昭
35
）、
金
城
ま
さ
こ
先

生
（
昭
47
）
と
杉
田
の
３
名
）

で
プ
ラ
ハ
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ラ

イ
プ
ツ
ッ
ヒ
、
ベ
ル
リ
ン
の
医

学
史
関
連
施
設
を
見
学
し
た
。

プ
ラ
ハ
で
は
、
ス
ト
ラ
ホ
フ

修
道
院
内
見
学
（
哲
学
の
間
、

神
学
の
間
）、
ト
ス
カ
ノ
宮
殿
外

観
（
フ
ァ
サ
ー
ド
２
つ
の
塔
の

間
の
屋
根
の
部
分
を
飾
る
彫
像

は
、
中
世
の
自
由
学
芸
三
学
四

科
を
表
す
）、
フ
ラ
チ
ャ
ニ
広
場

（
ペ
ス
ト
柱
）
な
ど
を
見
て
歩
い

た
。
残
念
な
が
ら
カ
レ
ル
橋
が

数
日
来
の
大
雨
で
川
面
が
上
昇

し
た
た
め
通
れ
な
か
っ
た
。
旧

市
街
で
は
カ
レ
ル
大
学
哲
学
部
、

カ
レ
ル
大
学
本
部
、
ケ
プ
ラ
ー

の
家
に
加
え
、
プ
ラ
ハ
在
住
の

ガ
イ
ド
が
見
つ
け
出
し
て
く
れ

た
プ
ル
キ
ン
エ
が
住
み
没
し
た

家
跡
（
プ
ル
キ
ン
エ
通
り
沿
い
）

を
見
学
し
た
。

ド
レ
ス
デ
ン
で
は
、
ツ
ヴ
ィ

ン
ガ
ー
宮
殿
北
側
の
ア
ル
テ
・

マ
イ
ス
タ
ー
絵
画
館
に
入
館
し
、

森
鴎
外
が
感
動
し
た
ラ
フ
ァ
エ

ロ
の
「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
マ
ド

ン
ナ
」
を
鑑
賞
。
そ
の
後
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
に
バ
ス
移
動
し
、

鴎
外
が
友
人
井
上
ら
と
食
事
し

た
場
面
を
示
す
壁
画
が
あ
る
ア

ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
ス
ケ
ラ
ー
に
て

夕
食
と
し
た
。
翌
日
に
は
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
図
書
館
内

を
係
員
に
案
内
し
て
も
ら
い
、

ま
た
ベ
ザ
リ
ウ
ス
の
解
剖
書
第

２
版
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

医
学
教
育
部
門
（LernKlinik

）

で
は
、Prof.Christoph Baer-

wald

か
ら
ド
イ
ツ
で
の
医
学
教

太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
昭

和
20
年
８
月
14
日
か
ら
日
本
国

の
統
治
は
、
全
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連

合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）

の
指
示
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

敗
戦
と
な
っ
た
昭
和
20
年
は
、

軍
隊
の
生
活
物
資
が
ま
だ
残
っ

て
い
た
の
で
何
と
か
な
っ
た
。

翌
21
年
に
な
る
と
全
く
生
活
物

資
不
足
。
国
全
体
が
物
資
不
足
、

そ
し
て
、
栄
養
不
良
の
日
本
と

な
っ
た
。

５
月
19
日
に
は
、
25
万
人
が

参
加
し
た
飯
米
獲
得
人
民
大
会

が
皇
居
前
広
場
で
繰
り
広
げ
ら

れ
〝
米
よ
こ
せ
〟
と
叫
ぶ
大
運

動
が
起
こ
っ
た
。
配
給
食
品
だ

け
で
生
活
し
て
い
た
裁
判
官
が

餓
死
し
た
、
と
新
聞
に
出
た
。

敗
戦
を
迎
え
郷
里
へ
帰
っ
て

い
た
千
葉
大
学
の
学
生
・
生
徒

達
は
、
秋
に
な
り
大
学
へ
登
校

す
る
様
に
通
知
が
あ
っ
た
。
軍

医
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
で

作
ら
れ
た
千
葉
医
科
大
学
、
千

葉
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
生

徒
も
連
絡
道
路
の
東
、
千
葉
市

の
大
部
分
を
焼
失
さ
せ
た
昭
和

20
年
７
月
７
日
未
明
の
大
空
襲

の
焼
失
を
免
れ
た
千
葉
医
科
大

学
本
館
に
集
ま
り
講
義
が
始
ま

っ
た
。

こ
こ
で
３
月
に
入
学
試
験
も

実
施
さ
れ
た
。
空
襲
警
報
発
令

で
試
験
も
一
時
中
断
さ
れ
た
。

ピ
ア
ノ
が
一
台
あ
る
寒
い
講
堂

で
二
階
は
図
書
室
で
あ
る
。
英

語
も
良
く
学
ん
だ
陸
海
軍
出
身

の
生
徒
達
、
医
学
の
他
に
も
内

地
・
外
地
を
問
わ
ず
修
業
年
数

が
同
等
以
上
の
生
徒
が
集
め
ら

れ
た
ゴ
チ
ャ
マ
ゼ
の
生
徒
達
で

あ
っ
た
。

教
師
も
生
徒
も
オ
ー
バ
ー
コ

ー
ト
に
体
を
包
ん
だ
講
義
で
あ

っ
た
。
戦
勝
国
で
あ
る
中
国
の

留
学
生
達
が
お
互
い
に
ノ
ー
ト

を
比
べ
て
い
た
。

東
洋
一
と
言
わ
れ
た
千
葉
医

科
大
学
附
属
病
院
（
現
、
医
学

部
本
館
）
は
、
迷
彩
の
為
に
黒

く
ダ
ン
ダ
ラ
模
様
に
染
め
ら
れ

て
い
た
。
北
側
に
精
神
科
病
棟
、

北
東
に
屍
体
置
場
と
剖
検
室
を

兼
ね
た
建
物
が
あ
っ
た
。
市
の

道
路
沿
い
の
奥
に
薬
学
部
の
木

造
建
物
が
あ
っ
た
。
連
絡
道
路

の
南
側
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
海

軍
か
ら
来
た
友
人
と
テ
ニ
ス
を

や
っ
た
。
北
側
は
野
球
場
、
そ

の
西
側
崖
の
中
腹
に
あ
る
元
銃

器
庫
は
、
後
に
解
剖
実
習
室
に

さ
れ
た
。

大
正
13
年
12
月
、
千
葉
医
科

大
学
助
教
授
と
し
て
東
京
帝
国

大
学
か
ら
法
医
学
教
室
設
立
の

緒
を
開
い
た
加
賀
谷
勇
之
助
教

授
が
赴
任
な
さ
れ
た
。
先
生
は

俳
人
で
松
林
の
小
路
を
歩
き
、

唯
一
戦
災
を
免
れ
た
基
礎
医
学

教
室
に
通
っ
た
。水
原
秋
桜
子
・

高
野
素
十
ら
に
誘
わ
れ
高
浜
虚

子
の
門
下
生
と
な
り
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
同
人
で
あ
っ
た
先
生
が
通

う
小
路
は
、
俳
名
の
凡
秋
に
ち

な
ん
で
「
凡
秋
谷
（
ぼ
ん
し
ゅ

う
だ
に
）」
と
呼
ん
で
い
た
。

私
達
医
学
専
門
部
の
生
徒
は
、

四
年
の
卒
業
予
定
が
戦
争
で
三

年
に
短
縮
さ
れ
、
戦
後
は
五
年

に
延
ば
さ
れ
た
。

私
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
国
立
千

葉
病
院
で
行
っ
た
。
院
長
三
輪

清
三
先
生
（
戦
後
、
千
葉
大
学
・

第
一
内
科
学
主
任
教
授
）
の
指

導
を
受
け
た
。
医
局
に
は
奥
田

邦
雄
元
軍
医
（
後
、
千
葉
大
学
・

第
一
内
科
学
教
授
）
が
お
ら
れ

た
。
外
科
は
鈴
木
五
郎
先
生

（
後
、
千
葉
大
学
・
第
一
外
科
学

教
授
）
の
指
導
を
受
け
た
。

第
10
回
医
師
国
家
試
験
を
大

学
の
学
生
会
館
で
受
け
た
。
合

格
率
は
良
い
方
で
あ
っ
た
。
全

国
で
３
千
人
余
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
医
師
国
家
試
験
の
発
表

を
待
っ
て
私
は
、
病
理
学
教
室

に
研
究
生
と
し
て
入
室
し
た
。

病
理
学
教
室
は
、
附
属
病
院

に
近
い
方
が
良
い
と
い
う
滝
沢

延
次
郎
教
授
の
考
え
で
病
院
屋

終
戦
直
後
の
千
葉
大
学
医
学
部

嶋　

田　
　
　

勉
（
専
25
）

﹁
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ

 

近
代
医
学
史
の
旅　

２
０
１
３
﹂
報
告
記

杉　

田　

克　

生
（
昭
54
）

　

会
員
か
ら

で
は
な
く
、
千
葉
郡
都
村
で
あ

る
。
基
礎
医
学
の
仲
間
を
「
み

や
こ
ク
ラ
ブ
」
と
呼
ん
だ
こ
と

も
あ
る
。

昭
和
31
年
５
月
、
医
用
動
物

学
（
後
、
寄
生
虫
学
）
の
横
川

宗
雄
教
授
が
着
任
し
同
居
す
る

事
に
な
っ
た
。
同
じ
頃
、
大
阪

市
立
大
学
か
ら
岡
林
篤
教
授
も

赴
任
し
た
が
、
焼
跡
に
建
て
た

木
造
教
室
に
居
を
構
え
た
。
そ

れ
か
ら
２
年
後
、
新
築
さ
れ
た

医
学
部
（
現
、
看
護
学
部
）
に

移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
滝
沢
、
岡
林
両
教
授
の

部
屋
が
隣
室
に
な
っ
た
。

何
年
か
前
の
同
窓
会
で
母
校

の
近
況
を
尋
ね
て
み
た
ら
、
連

絡
道
路
の
両
側
に
は
桜
が
茂
り
、

そ
の
先
に
は
新
し
い
病
院
（
現
、

医
学
部
附
属
病
院
）
が
あ
っ
て
、

駐
車
場
は
ど
こ
も
満
杯
。
高
層

の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
隙
間
な
く

立
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、

旧
病
院
（
現
、
医
学
部
本
館
）

の
中
も
改
装
さ
れ
て
い
た
。

は
直
接
ア
フ
リ
カ
ま
で
足
を
運

ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。
勉
強

会
の
後
に
は
懇
親
会
を
す
る
と

こ
ろ
も
多
い
の
で
、
全
国
の
医

学
生
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

 

こ
こ
ま
で
の
活
動
は
主
に
外

部
の
学
生
団
体
と
共
同
で
行
う

も
の
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

世
界
の
医
療
を
考
え
る
会
単
独

の
活
動
と
し
て
は
、
年
に
何
度

か
行
わ
れ
る
活
動
報
告
会
が
あ

り
ま
す
。
普
段
は
部
員
そ
れ
ぞ

れ
が
自
由
に
活
動
し
て
お
り
、

代
表
で
さ
え
す
べ
て
の
活
動
を

把
握
し
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
活
動
報
告
会
に
よ
り
お
互

い
の
活
動
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
メ
イ
ン
の
部
活
の

異
な
る
部
員
と
交
流
で
き
る
の

で
、
普
段
の
部
活
と
は
ま
た
違

っ
た
面
白
さ
が
あ
り
、
多
く
の

刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 
以
上
が
世
界
の
医
療
を
考
え

る
会
の
活
動
と
な
り
ま
す
。
代

表
と
し
て
部
活
を
盛
り
上
げ
て

参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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育
の
現
状
を
拝
聴
し
、Dr.Dai-

sy Rotzoll

か
ら
は
教
育
用
人

形
な
ど
を
用
い
た
教
育
実
践
を

教
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
ち
な

み
にDr.Rotzoll
は
千
葉
大
医

学
部
も
以
前
訪
問
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
縁
で
千
葉
大
学
国
際
課
か

ら
紹
介
さ
れ
た
。
源
氏
物
語
を

学
生
時
代
学
ん
だ
文
学
博
士
で

も
あ
り
、
日
本
語
も
堪
能
な
才

媛
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
で
は
森
鴎
外
記
念

館
を
見
学
し
、
そ
の
後
徒
歩
で

ベ
ル
リ
ン
大
学
病
理
学
研
究
所

を
訪
問
し
た
。
研
究
所
玄
関
ホ

ー
ル
床
に
は
、
ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ

の
“Omnis cellula a cellula

”

と
彫
ら
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
は
め

込
ま
れ
て
い
た
。
病
理
医
の

Prof.M
ichael.Hummel

に
所

内
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
が
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
病
理

解
剖
の
た
め
の
階
段
教
室
で
あ

る
（
写
真
）。
学
生
の
み
な
ら
ず

卒
後
教
育
と
し
て
臨
床
医
も
参

加
す
る
研
修
に
現
在
も
用
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ザ

リ
ウ
ス
解
剖
学
書
の
扉
絵
を
見

る
よ
う
で
、
医
学
教
育
に
お
け

る
歴
史
的
背
景
の
違
い
を
痛
感

し
た
。
隣
に
は
ベ
ル
リ
ン
医
史

学
博
物
館
が
あ
り
、Prof.

Thomas Schnalke

の
説
明
で

見
学
し
た
。
標
本
展
示
棚
で
は

特
に
32
歳
で
呼
吸
不
全
で
死
亡

し
た
巨
大
結
腸
症
（Hirsh-

sprung

�s disease

）
の
標
本
が

印
象
に
残
っ
た
。
そ
の
後
シ
ャ

リ
テ
ー
病
院
内
キ
ャ
ン
パ
ス
を

常
世
田
好
司
先
生
（
前
免
疫
発

生
学
講
師
、
現
ド
イ
ツ
リ
ウ
マ

チ
研
究
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
）
に
案
内
し
て
い
た
だ

い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、

Rudolf Virchow

に
加
えAl-

bert von Gräfe

、Robert 
Koch, Em

ile Fisher, Paul 
Langerhans

な
ど
錚
錚
た
る

医
学
史
上
の
偉
人
像
が
諸
所
に

置
か
れ
て
い
た
。

今
回
の
医
学
史
の
旅
で
は
、

テ
ー
マ
と
し
た
近
代
ド
イ
ツ
な

ら
び
に
チ
ェ
コ
医
学
の
片
鱗
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回

の
企
画
に
あ
た
り
、
高
林
克
日

己
教
授
、
森
千
里
教
授
、
田
丸

淳
一
教
授
は
じ
め
千
葉
大
学
医

学
部
同
窓
会
の
先
生
方
か
ら
多

く
の
ご
助
言
な
ら
び
に
関
係
者

の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
本
取
材
の
内
容
は
オ
ン
ラ

イ
ン
会
報
に
後
日
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

ベルリン大学病理学研究所、病理解剖のための階段教室

千 葉 県 ゐ の は な 会
平成25年5月号　第13号
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護
に
直
接
か
か
わ
る
句
も
多
い
。

 

忘
る
る
は
大
悲
な
り
け
り

つ
く
し
ん
ぼ

 

歩
む
て
ふ
人
の
大
事
や
立
葵

振
り
返
る
と
若
き
頃
、
大
学

の
委
員
会
、
俳
句
の
件
な
ど
で

し
ば
し
ば
先
生
の
お
部
屋
を
訪

れ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。
先
生

私
は
看
護
学
部
で
23
年
間
、

保
健
学
を
主
宰
し
、
健
康
の
定

義
、
健
康
の
概
念
に
つ
い
て
考

え
、
生
態
的
健
康
観
な
る
概
念

を
提
示
し
た
。
定
年
退
官
後
、

桜
美
林
大
学
大
学
院
老
年
学
専

攻
に
移
り
、
高
齢
者
の
健
康
に

つ
い
て
考
察
し
、
健
康
と
は
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
で
あ
る
と

再
定
義
し
た
。

本
論
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
論
の
最
大
の

焦
点
は
、
抽
象
概
念
で
あ
る
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
視
覚
化
し
た
こ
と
で
あ

る
。W

HO

の
健
康
の
定
義
に

は
、Health

はW
ell-being

で

あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
こ
こ
で

は
い
つ
も
パ
イ
プ
を
咥
え
な
が

ら
私
事
に
対
し
て
も
に
こ
や
か

に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
。

 

莨
五
十
年
止
め
て
日
脚
の

伸
び
に
け
り

お
互
い
に
当
時
の
姿
に
戻
れ

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

（
二
〇
一
三
年
発
行
）

　

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

上
山　

永
晃　

著

　

句
集
﹁
鶴
翼
﹂

　
　
　
　

本
阿
弥
書
店　

定
価
三
、
〇
〇
〇
円
（
税
別
）

増
田　

善
昭
（
昭
35
）

野
尻　

雅
美　

著

　
﹁
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 

│
人
生
、
楽
し
く
美
し
く
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
リ
ヨ
企
画
出
版野

尻　

雅
美
（
昭
36
）

上
山
滋
太
郎
（
昭
33
・
俳
号

　

永
晃
）
先
生
は
私
の
二
学
年

先
輩
で
あ
り
、
学
生
時
代
、
法

医
学
教
授
の
加
賀
谷
凡
秋
先
生

の
指
導
す
る
千
葉
大
学
や
は
ぎ

俳
句
会
で
俳
句
を
学
び
、
兄
弟

子
と
し
て
面
倒
を
み
て
頂
い
た

方
で
あ
る
。
や
は
ぎ
俳
句
会
に

は
当
時
、
萩
原
季
葉
、
村
山
さ

と
し
、
三
枝
か
ず
を
（
い
ず
れ

も
俳
号
）
等
の
錚
々
た
る
先
輩

が
お
ら
れ
た
が
、
永
晃
先
生
は

そ
の
中
で
も
個
性
的
な
句
を
詠

ん
で
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
先
生
は
そ
の
後
法
医
学
の

道
に
進
ま
れ
、
獨
協
医
科
大
学

法
医
学
初
代
教
授
に
就
任
、
退

官
後
、
同
大
学
名
誉
教
授
、
現

在
、
老
人
保
健
施
設
「
春
祺
荘
」

施
設
長
で
あ
る
。
俳
壇
で
は
つ

と
に
有
名
で
あ
り
、
結
社
「
春

燈
」
に
拠
り
、
長
年
そ
の
同
人

会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

鶴
翼
と
は
鶴
の
翼
を
張
っ
た

よ
う
に
正
軍
が
相
手
に
対
峙
す

る
陣
構
え
で
あ
り
、
奇
を
衒
わ

ず
堂
々
と
臨
機
応
変
に
も
の
に

対
処
す
る
先
生
の
俳
句
に
対
す

る
姿
勢
を
拝
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

 

珍
答
案
あ
り
て
や
す
ら
ぐ

大
試
験

先
日
、
読
売
新
聞
の
「
四
季
」

欄
、
長
谷
川
櫂
氏
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
句
で
あ
り
、
俳
句
の
伝

統
的
な
諧
の
味
を
主
体
に
し
た

先
生
の
代
表
句
で
あ
る
。
さ
て
、

医
師
が
医
業
の
俳
句
を
詠
む
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
水
原
秋
桜

子
、
高
野
素
十
、
加
賀
谷
凡
秋

な
ど
法
医
学
を
学
ん
だ
高
名
な

俳
人
は
多
い
も
の
の
、
こ
れ
ら

の
俳
人
が
法
医
学
の
現
場
を
詠

ん
だ
句
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な

い
。
先
生
は
こ
の
面
で
も
新
た

な
境
地
を
切
り
開
い
た
。

 

人
の
死
に
狎
る
る
を
懼
る

寒
昴

 

執
刀
逡
巡
冷
え
し
幼
な
児

前
に
汗

ま
た
、
最
近
で
は
老
人
保
健

施
設
長
と
し
て
、
高
齢
者
の
介

W
ell-being

を
幸
せ
と
解
釈
す

る
と
世
の
中
が
明
る
く
な
っ
て

く
る
。
健
康
はHealth

（
生
活

機
能
）
軸
とW

ell-being

（
幸

せ
軸
）
の
２
軸
か
ら
成
る
こ
と

が
妥
当
性
を
も
っ
て
説
明
で
き

る
と
考
え
、
平
面
上
に
展
開
し

て
健
康
座
標
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
座
標
）

と
し
た
（
図
１
）。
す
こ
し
面
倒

な
説
明
と
な
っ
た
が
、
年
賀
状

の
定
番
で
あ
る
「
本
年
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
ま
す
」
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
２
面

（
２
軸
）
で
あ
り
、
ご
く
日
常
的

に
使
わ
れ
て
い
る
平
易
な
概
念

な
の
で
あ
る
。

こ
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
座
標
の
活
用
に

あ
た
り
、
幸
せ
軸
の
心
棒
で
あ

る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
構

造
を
明
ら
か
に
し
た
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
点
）
を
高
く
右
方
に
押
し
上
げ

る
の
は
ケ
ア
（
キ
ュ
ア
を
含
む
）

で
あ
り
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
の
関
与
も
図
示
し
た
。
さ
ら

に
人
生
の
究
極
の
目
的
で
あ
る

サ
ク
セ
ス
フ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
も
Ｑ
Ｏ
Ｌ
座
標
の
上
で
展

開
し
た
。そ
れ
は
人
生（
余
命
）、

楽
し
く
美
し
く
生
き
る
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
理
論
に
興
味
を
覚
え
た

先
生
方
に
は
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
詳
細
が
日
本

健
康
医
学
会
誌
22
巻
２
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

現
在
、
私
は
日
光
市
の
老
健

施
設
で
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高

め
る
べ
く
日
々
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
高
齢
者
の
幸
せ
度
を

高
め
、
満
足
度
を
高
め
、
安
寧

度
を
高
め
る
実
践
で
あ
る
。

本
書
は
そ
も
そ
も
退
屈
な
自

分
史
で
あ
る
。
高
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

求
め
て
歩
ん
で
い
る
一
医
学
徒

の
生
き
ざ
ま
に
多
く
の
頁
を
割

い
て
い
る
。
あ
る
人
か
ら
「
こ

の
本
は
人
生
の
処
方
箋
で
す

ね
」、
と
有
り
難
い
評
価
を
い
た

だ
い
た
が
、
そ
の
瞬
間
に
、
私

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
天
井
に
届
い
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
先
生
方
の
お

一
人
お
ひ
と
り
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
視

点
か
ら
人
生
を
総
括
し
、
ご
自

身
の
生
き
た
処
方
箋
を
書
い
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

受賞
第20回小学館ノンフィクション大賞

松永　正訓（昭62）　著
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三
浦
：
後
援
会
の
支
援
の
同
窓

会
の
そ
れ
と
の
違
い
は
、
国
家

試
験
前
の
学
生
に
国
家
試
験
に

合
格
し
て
も
ら
う
た
め
の
支
援

と
し
て
国
家
試
験
対
策
費
へ
の

支
援
を
手
厚
く
し
て
い
る
点
で

す
ね
。
具
体
的
に
は
、
各
学
年

に
い
る
国
試
対
策
委
員
に
直
接

援
助
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
試

験
傾
向
な
ど
の
情
報
収
集
を
し

た
り
、
模
擬
試
験
を
行
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

鈴
木
：
後
援
会
の
会
員
に
対
し

て
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
？

三
浦
：
会
員
向
け
に
は
年
一
回

の
総
会
時
に
講
演
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
講
演
会

は
東
北
大
学
川
島
教
授
（
脳
ト

レ
で
有
名
な
）
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
54
年
卒

の
第
三
内
科
Ｏ
Ｂ
の
先
生
で
、

「
千
葉
を
日
本
の
シ
ア
ト
ル
に
」

と
い
う
千
葉
市
医
師
会
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
等
、
救
急
の
第

一
線
の
啓
蒙
活
動
を
し
て
い
る

中
村
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
仲

良
く
な
る
ご
父
兄
も
あ
り
、
親

父
の
会
も
で
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

伊
藤
：
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
お

け
る
課
外
活
動
助
成
に
つ
い
て

は
、
亥
鼻
祭
等
の
他
に
、
留
学

生
交
流
支
援
が
あ
り
ま
す
。

三
浦
：
後
援
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
留
学
生
交
流
支
援
の
予
算
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、

24
年
度
は
韓
国
と
の
交
換
留
学

の
学
生
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
と

き
の
費
用
の
一
部
を
予
備
費
よ

り
支
出
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
次
年
度
以
降
大
学
の
予
算
と

し
て
計
上
さ
れ
る
よ
う
で
す
ね
。

鈴
木
：
学
生
で
も
国
際
交
流
を

す
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
夏
休

み
等
を
利
用
し
て
、
海
外
か
ら

の
留
学
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に

同
窓
会
や
後
援
会
か
ら
支
援
が

あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
交
流
大
学
へ
留
学
す
る
医

学
生
は
自
費
で
行
っ
て
い
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ

う
し
た
医
学
生
へ
の
支
援
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

三
浦
：
そ
う
で
す
ね
、
国
際
交

流
へ
の
支
援
な
ど
も
今
後
提
案

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
東
医
体
へ
の
支
援
は
、

後
援
会
と
同
窓
会
で
重
複
し
て

い
ま
す
ね
。
同
窓
会
で
は
東
医

体
へ
の
支
援
の
あ
り
方
が
議
論

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
後

援
会
と
調
整
す
る
こ
と
も
今
後

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

三
浦
：
後
援
会
で
は
課
外
活
動

へ
の
援
助
を
増
や
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
各
部
活
へ
の
直
接

伊
藤
：
医
学
部
後
援
会
と
は
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
関
連
が
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
白
衣
式
、
卒
業

式
、
謝
恩
会
等
で
ご
一
緒
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
も
多
い
の
で
、

な
に
か
連
携
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
こ
の
懇
談
会

を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医

学
部
後
援
会
か
ら
、
１
３
５
周

年
記
念
事
業
に
対
し
、
多
額
の

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

三
浦
：
ご
担
当
の
先
生
よ
り
、

現
在
の
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館

の
進
捗
状
況
を
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
後
援
会
の
理
事
会

や
総
会
の
席
上
で
、
再
度
、
新

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
へ
の
寄
附

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

後
援
会
の
中
に
は
、
同
窓
会

の
Ｏ
Ｂ
で
子
弟
が
千
葉
大
に
入

ら
れ
て
い
る
方
が
け
っ
こ
う
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
年
の
新

入
生
の
ご
両
親
の
中
に
も
Ｏ
Ｂ

の
方
が
数
人
い
ら
し
て
、
次
の

理
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
方
々
に
も
寄
附
の
検

討
を
お
話
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

伊
藤
：
同
窓
会
の
目
的
は
、
会

員
の
親
睦
と
医
学
部
支
援
で
す

が
、
教
育
助
成
金
と
し
て
、
図

書
館
で
の
図
書
購
入
支
援
、
白

衣
式
費
用
へ
の
支
援
、
雄
翔
寮

支
援
な
ど
の
項
目
で
助
成
を
し

て
い
ま
す
。

三
浦
：
医
学
部
後
援
会
で
も
、

学
生
活
動
費
と
し
て
亥
鼻
祭
や

留
学
生
交
流
支
援
等
に
い
ろ
い

ろ
と
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
す
で
に
修
学
援

助
費
（
白
菊
会
、
白
衣
式
、
国

家
試
験
対
策
等
）
を
予
算
化
し

て
お
り
、
今
年
度
は
さ
ら
に
課

外
活
動
援
助
費
と
し
て
東
医
体

へ
の
積
立
を
予
算
化
す
る
予
定

で
す
。
他
に
は
、
学
生
懇
談
費

と
し
て
チ
ュ
ー
タ
ー
の
先
生
へ

の
助
成
や
亥
鼻
祭
、
図
書
費
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
：
目
的
が
明
確
で
す
ね
。

支
援
か
ら
、
積
立
金
と
し
て
東

医
体
の
主
幹
校
と
な
っ
た
時
に

備
え
る
と
い
っ
た
方
向
が
話
し

合
わ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
課
外
活
動
へ
の
共
通
の

支
援
と
し
て
提
案
で
す
が
、
新

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
に
で
き
る

合
宿
施
設
等
の
備
品
購
入
の
支

援
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

三
浦
：
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。

伊
藤
：
と
こ
ろ
で
、
亥
鼻
祭
へ

の
援
助
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
？

三
浦
：
亥
鼻
祭
特
別
補
助
費
と

し
て
援
助
し
て
い
ま
す
。
６
月

の
総
会
時
に
、
ゐ
の
は
な
祭
に

つ
い
て
実
行
委
員
の
学
生
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
：
い
い
取
り
組
み
で
す
ね
。

学
生
や
卒
業
生
の
愛
校
心
に
つ

い
て
は
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
す

か
？

三
浦
：
愛
校
心
と
い
え
ば
、
驚

い
た
の
で
す
が
、
同
窓
会
費
の

納
付
率
が
低
い
で
す
ね
。
千
葉

大
学
に
入
局
し
な
い
こ
と
と
も

関
係
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
：
実
は
若
者
の
同
窓
会
離

れ
を
嘆
く
声
は
、
50
年
前
に
作

成
さ
れ
た
85
年
史
に
も
記
述
が

あ
り
ま
す
。
や
は
り
年
を
と
る

ご
と
に
愛
校
心
は
増
し
て
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。
会
費
の
納
付

率
は
年
代
が
高
い
ほ
ど
70
％
、

60
％
と
高
く
、
一
方
、
平
成
以

降
の
卒
業
生
は
30
％
く
ら
い
と

聞
い
て
い
た
の
で
す
。
１
３
５

周
年
記
念
事
業
の
寄
附
で
も
同

じ
よ
う
な
傾
向
で
す
ね
。

三
浦
：
今
後
は
、
同
窓
会
と
後

援
会
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
連

携
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
後

援
会
の
総
会
の
時
に
同
窓
会
の

方
を
ご
招
待
し
て
お
話
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
提
案
し
ま
す
。

後
援
会
の
総
会
は
例
年
病
院
３

階
の
第
一
講
堂
で
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会

館
が
完
成
す
れ
ば
、
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
：
後
援
会
の
総
会
の
様
子

を
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
オ
ン
ラ
イ
ン

会
報
で
紹
介
す
る
の
も
い
い
で

す
ね
。

三
浦
：
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

伊
藤
：
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒

業
さ
れ
た
親
御
さ
ん
が
数
人
い

る
と
の
話
で
す
が
、
一
般
の
ご

父
兄
の
方
に
も
、
同
窓
会
報
を

送
付
す
る
と
い
う
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

三
浦
：
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

ご
父
兄
も
喜
ば
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
個
人
情
報
の

保
護
と
い
う
点
を
ク
リ
ア
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
総
会
会
長
・
伊
藤
晴
夫
と
、
同
副
会
長
・

鈴
木
信
夫
が
医
学
部
後
援
会
会
長
・
三
浦
正
義
と
平
成

25
年
５
月
23
日
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

三浦医学部後援会長

鈴木副会長

伊藤会長

「
医
学
部
後
援
会
と

�
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
連
携
に
つ
い
て
」
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こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

⑻
そ
の
他

田
邊
理
事
よ
り
新
ゐ
の
は
な

同
窓
会
館
建
設
経
費
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
総
工
事
費
２

億
７
２
１
７
万
円
に
対
し
、
準

備
金
（
同
窓
会
基
金
か
ら
の
支

援
を
含
む
）
は
平
成
25
年
３
月

31
日
現
在
で
総
額
２
億
５
３
８

１
万
円
の
た
め
今
後
の
寄
附
を

考
慮
し
て
も
不
足
す
る
旨
報
告

さ
れ
た
。
大
井
副
会
長
よ
り
対

日　

時
： 
平
成
25
年
４
月
17
日

（
水
）　

18
時
よ
り

場　

所
： 

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

出
席
者
：

伊
藤
晴
夫
（
会
長
）

大
井
利
夫
（
副
会
長
）

済
陽
高
穂
（
副
会
長
）

鈴
木
信
夫
（
副
会
長
）

秋
葉
哲
生
（
会
計
監
事
）

田
中
光
（
会
計
監
事
）

税
所
宏
光
（
参
与
）

青
木
謹　
　
　

伊
藤
達
雄

岩
倉
弘
毅　
　

岡
本
和
久

織
田
成
人　
　

加
部
恒
雄

三
枝
一
雄　
　

佐
藤
通

宍
倉
正
胤　
　

白
澤
浩

鈴
木
守　
　
　

瀧
口
正
樹

田
邊
政
裕　
　

角
田
隆
文

中
田
義
隆

（
佐
藤
忠
夫
理
事
代
理
）

花
輪
孝
雄　
　

森
豊

吉
川
広
和　
　

吉
原
俊
雄

 

（
敬
称
略
）

伊
藤
晴
夫
会
長
の
挨
拶
の
後
、

同
会
長
が
座
長
と
な
り
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
第
一

期
工
事
に
つ
い
て

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館

第
一
期
工
事
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
。

⑵
広
報
編
集
関
係
に
つ
い
て

鈴
木
信
夫
副
会
長
よ
り
、
次

回
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
は
平

成
25
年
５
月
14
日
発
行
予
定
で
、

編
集
委
員
会
が
４
月
11
日
に
開

催
さ
れ
た
こ
と
、
次
々
回
の
発

行
は
９
月
の
発
行
予
定
の
た
め

７
月
頃
ま
で
に
寄
稿
願
い
た
い

旨
、
ま
た
千
葉
日
報
に
千
葉
大

学
同
窓
生
の
開
業
医
の
紹
介
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
千

葉
県
内
で
開
業
さ
れ
て
い
る
先

生
の
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

瀧
口
正
樹
理
事
よ
り
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
さ
れ
た
。
名
誉

会
員
推
薦
に
関
す
る
内
規
に
則

り
７
名
を
候
補
と
し
て
総
会
に

諮
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

⑵
役
員
選
出
に
つ
い
て

大
井
利
夫
副
会
長
よ
り
平
成

25
年
度
の
役
員
選
出
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
総
会
、
理
事
会

に
諮
る
旨
承
認
さ
れ
た
。

⑶
平
成
24
年
度
決
算

①
決
算
報
告

白
澤
浩
理
事
よ
り
資
料
に
基

づ
き
以
下
の
通
り
説
明
が
あ
り

承
認
さ
れ
た
。
収
入
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で
あ
る
。

支
出
で
は
、
会
報
・
会
誌
に
つ

い
て
は
会
報
の
頁
数
増
加
の
た

め
予
算
額
を
上
回
る
が
、
郵
送

費
等
の
節
減
の
た
め
、
ほ
ぼ
予

算
ど
お
り
の
額
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ

広
報
関
連
経
費
は
予
算
を
超
え

て
い
る
。
常
任
理
事
会
の
承
認

に
基
づ
き
予
備
費
よ
り
支
出
し

た
同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
経
費
に
よ
り
卒
後
50
年
記
念

メ
ダ
ル
、
感
謝
状
や
卒
業
生
の

銘
板
等
を
作
成
し
た
。
全
体
と

し
て
約
60
万
円
の
黒
字
決
算
で

あ
っ
た
。

②
会
計
監
査

田
中
光
監
事
、
秋
葉
哲
生
監

事
よ
り
監
査
の
結
果
、
会
計
処

理
が
適
正
で
あ
る
旨
、
資
料
の

と
お
り
報
告
さ
れ
た
。

⑷
平
成
25
年
度
事
業
計
画

瀧
口
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
説
明
さ
れ
た
。

・
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立

（
１
３
５
周
年
記
念
）
事
業
の
記

念
誌
発
行
は
す
で
に
終
了
。

・
評
議
員
会
の
あ
り
方
は
委
員

会
に
お
け
る
検
討
か
ら
実
施
段

階
に
移
行
。

・
学
生
・
卒
業
生
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
を
よ
り
明

解
な
同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
改
め
る
、
等
の
変
更
点

を
含
め
承
認
さ
れ
た
。

田
邊
理
事
よ
り
、
同
窓
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
に

つ
い
て
、
同
窓
会
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
卒
業
生
に
母
校
へ

の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
白
衣
式
支
援
、
卒
業
生
の

写
真
銘
板
、
卒
後
50
年
に
メ
ダ

ル
・
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
る

こ
と
等
、
説
明
が
あ
っ
た
。

⑸
平
成
25
年
度
予
算

白
澤
理
事
よ
り
当
日
資
料
に

基
づ
き
、
平
成
25
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
以
下
の
通
り
説
明
が

あ
り
承
認
さ
れ
た
。
収
入
に
つ

い
て
は
、
同
窓
会
館
設
立
の
た

め
常
任
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

同
窓
会
基
金
よ
り
の
移
管
分
を

計
上
し
た
。
支
出
に
つ
い
て
は
、

ゐ
の
は
な
賞
の
学
術
賞
を
廃
止

し
新
た
に
社
会
貢
献
賞
を
設
け

予
算
化
、
芸
術
活
動
助
成
金
を

増
額
、
同
窓
会
活
性
化
経
費
を

設
け
同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
予
算
化
、
新
た
に
同
窓

会
館
設
立
事
業
費
を
設
け
同
窓

会
基
金
か
ら
の
建
設
資
金
を
予

算
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑹
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
選
考
結

果
田
邊
理
事
よ
り
、
資
料
に
基

づ
き
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
設

け
ら
れ
た
社
会
貢
献
賞
に
つ
き

顕
彰
の
種
別
・
評
価
方
法
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
選
考
基
準

の
審
議
、
承
認
に
続
き
、
選
考

委
員
会
か
ら
の
推
薦
に
つ
い
て

審
議
、
承
認
さ
れ
た
。

⑺
総
会
議
題
等
に
つ
い
て

三
枝
一
雄
理
事
よ
り
、
資
料

に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
ゐ
の

は
な
同
窓
会
総
会
は
、
千
葉
県

ゐ
の
は
な
会
の
担
当
に
て
平
成

25
年
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
る

平
成
25
年
度 

第
１
回
常
任
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

策
と
し
て
同
窓
会
基
金
か
ら
の

支
援
を
平
成
25
年
度
予
算
原
案

で
は
５
０
０
０
万
円
と
し
た
が
、

経
費
不
足
を
考
慮
し
７
０
０
０

万
円
に
増
額
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

青
木
謹
理
事
よ
り
総
会
の
開

催
日
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て

６
月
の
第
何
土
曜
日
か
に
固
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
提

案
が
あ
り
、
今
後
総
務
会
等
で

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

日　

時
： 

平
成
25
年
６
月
29
日

（
土
）

場　

所
： 

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
千
葉

出
席
者
：
57
名

委
任
状
：
６
３
４
名

　

伊
藤
晴
夫
会
長
の
辞
、
瀧
口

正
樹
理
事
の
司
会
に
よ
り
開
会

と
な
り
、
ま
ず
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
た
。
伊
藤
会
長
の
挨
拶

の
後
、
同
会
長
が
議
長
に
選
出

さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

議　

事

⑴
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

瀧
口
理
事
よ
り
、
内
規
に
基

づ
き
推
挙
さ
れ
た
７
名
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

⑵
年
次
活
動
に
つ
い
て
（
報
告

事
項
）

（
１
）
庶
務
部
報
告

　

鈴
木
信
夫
副
会
長
よ
り
、
平

成
24
年
度
の
各
会
議
開
催
や
各

支
部
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

（
２
）
事
業
部
報
告

　

同
副
会
長
よ
り
、
同
窓
会
賞
、

学
外
研
究
助
成
の
授
与
、
同
窓

会
報
の
発
行
等
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。

⑶
平
成
24
年
度
決
算
に
つ
い
て

（
１
）
決
算
報
告

　

白
澤
浩
理
事
よ
り
、
決
算
内

容
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
説

明
が
あ
っ
た
。
収
入
に
つ
い
て

は
、
会
費
収
入
は
予
算
額
を
下

回
っ
た
が
、
事
業
収
入
と
会
報

の
広
告
収
入
が
増
額
と
な
り
、

ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で
あ
っ
た
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
会
議
費
・

委
員
会
費
は
評
議
員
会
開
催
を

見
送
り
、
給
与
に
つ
い
て
は
フ

ル
タ
イ
ム
の
雇
用
を
見
送
っ
た

平
成
25
年
度 

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
議
事
要
旨

た
め
、
余
剰
と
な
っ
た
。
備
品

費
は
エ
ア
コ
ン
買
換
え
の
た
め

予
算
額
を
上
回
り
、
会
報
・
会

誌
に
つ
い
て
は
会
報
の
頁
数
増

加
の
た
め
予
算
額
を
上
回
っ
た

が
郵
送
費
等
の
節
減
の
た
め
ほ

ぼ
予
算
ど
お
り
で
あ
っ
た
。
常

任
理
事
会
の
承
認
に
基
づ
き
予

備
費
よ
り
支
出
し
た
同
窓
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
に
よ

り
卒
後
50
年
記
念
メ
ダ
ル
、
感

謝
状
や
卒
業
生
の
銘
板
等
を
作

成
し
た
。

（
２
）
監
査
報
告

　

田
中
光
監
事
お
よ
び
秋
葉
哲

生
監
事
よ
り
、
監
査
報
告
が
あ

り
、
決
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

⑷
平
成
25
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

　

鈴
木
副
会
長
よ
り
、
会
報
発

行
、
各
地
域
ゐ
の
は
な
会
へ
の

支
援
、
各
地
域
ゐ
の
は
な
会
と

本
部
間
と
の
交
流
、
研
究
教
育

助
成
、
Ｉ
Ｔ
広
報
関
連
事
業
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立
（
１

３
５
周
年
記
念
）
事
業
、
同
窓

会
員
組
織
の
充
実
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
同
窓
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
、卒
業
生
・

在
学
生
の
支
援
を
通
じ
た
同
窓

会
活
性
化
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
白
衣
式
助

成
、
卒
業
生
の
写
真
銘
板
、
卒

後
50
年
に
メ
ダ
ル
・
感
謝
状
を

贈
呈
し
て
い
る
こ
と
等
、
説
明

が
あ
っ
た
。
以
上
に
つ
き
承
認

さ
れ
た
。



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（27） 議 事 要 旨   第164号

収入の部 款項目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
会 費 等 20,500,000 19,892,000 −608,000

事業収入（註1） 5,000,000 5,699,641 699,641
他会計より受入 100,000 38,248 −61,752

寄 付 金 500,000 650,000 150,000
雑 収 入 20,000 20,267 267

（当期収入計） 26,120,000 26,300,156 180,156
前年度繰越金受入 3,317,948 3,317,948

収入合計 29,437,948 29,618,104 180,156

支出の部 款項目（節） 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総 務 費（註3） 12,700,000 9,824,120 2,875,880
事 業 費（註4） 13,800,000 13,375,221 424,779

法人税等 1,400,000 1,247,300 152,700
予 備 費 1,437,948 1,211,535 226,413
積 立 金 100,000 100,000 0

次期繰越金 3,859,928 −3,859,928
支出合計 29,437,948 29,618,104 180,156

註：収入、支出の主要細目等
款項目 25年度予算 24年度予算

収入の部 （註1） 事業収入 会員総合補償制度集金事務費 5000000 5000000
（註2） 基金より取り崩し 同窓会基金より同窓会館建設のため 70,000,000

支出の部 （註3） 総 務 費 会議費 3,200,000 3,200,000
人件費 7,000,000 7,000,000
その他 2,450,000 2,500,000

（註4） 事 業 費 　会報・会誌 4,600,000 4,600,000
学事奨励　・ゐのはな賞 550,000 1,050,000
・学外研究助成 400,000
・ゐのはな美術展 200,000 180,000
・猪之鼻奨学会 800,000 800,000
各種助成　・附属図書館 800,000 800,000
・白衣式 400,000 400,000
・雄翔寮図書 100,000 100,000
・留学生 200,000 200,000
・白菊会 200,000 200,000
・支部 3,400,000 3,400,000
・同窓サポートプロジェクト 600,000
・IT関連事業費 1,000,000 1,000,000
同窓会館建設費 70,000,000
その他 670,000 670,000

収入の部 款項目 平成25年度予算額（円）
会 費 等（註1） 20,000,000

事業収入 5,000,000
他会計より受入 100,000

寄 付 金 500,000
基金より取崩し（註2） 70,000,000

雑 収 入 20,000
（当期収入計） 95,620,000
前年度繰越金受入 3,859,928

収入合計 99,479,928

支出の部 款項目（節） 平成25年度予算額（円）
総 務 費（註3） 12,650,000
事 業 費（註4） 83,520,000

法人税等 1,400,000
予 備 費 1,809,928
積 立 金 100,000

次期繰越金
支出合計 99,479,928

平成25年度予算

⑸
平
成
25
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
　

白
澤
理
事
よ
り
、
各
予
算
項

目
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
説

明
が
あ
っ
た
。
収
入
に
つ
い
て

は
、
会
費
収
入
の
減
額
を
計
上

し
、
常
任
理
事
会
で
承
認
さ
れ

た
同
窓
会
館
設
立
資
金
と
し
て

の
同
窓
会
基
金
よ
り
の
７,

０
０

０
万
円
移
管
を
計
上
し
た
。
支

出
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
賞
の

学
術
賞
を
廃
止
し
新
た
に
社
会

貢
献
賞
を
予
算
化
、
学
外
研
究

助
成
を
廃
止
し
芸
術
活
動
助
成

金
を
増
額
、
同
窓
会
活
性
化
経

費
を
設
け
同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
予
算
化
、
同
窓
会

館
設
立
事
業
費
を
設
け
建
設
資

金
（
同
窓
会
基
金
よ
り
の
移
管

相
当
分
）
を
予
算
化
し
た
。
以

上
に
つ
き
、
承
認
さ
れ
た
。

⑹
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

　

大
井
利
夫
副
会
長
、
瀧
口
理

事
よ
り
、
現
役
員
の
任
期
（
２

年
）
満
了
に
伴
う
新
役
員
の
選

出
に
つ
い
て
会
則
等
の
説
明
が

あ
っ
た
。

①
会
長
・
副
会
長

　

会
則
第
８
、
９
、
14
条
に
則

り
、
会
長
の
伊
藤
晴
夫
氏
、
副

会
長
の
大
井
利
夫
・
済
陽
高

穂
・
鈴
木
信
夫
各
氏
、
参
与
の

大
濱
博
利
・
小
幡
裕
・
税
所
宏

光
各
氏
、会
計
監
事
の
田
中
光
・

秋
葉
哲
生
各
氏
の
再
任
が
承
認

さ
れ
た
。

②
理
事

　

会
則
第
12
条
に
則
り
、
幡
野

雅
彦
、
黒
木
春
郎
両
氏
の
理
事

選
出
が
承
認
さ
れ
た
。

②
常
任
理
事

　

会
則
第
８
条
に
則
り
、
総
会

を
理
事
会
併
催
と
し
た
う
え
で
、

幡
野
雅
彦
・
黒
木
春
郎
両
氏
の

常
任
理
事
選
出
が
承
認
さ
れ
た
。

③
評
議
員

　

会
則
15
条
に
則
り
、
評
議
員

が
承
認
さ
れ
た
。

⑺
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立

事
業
に
つ
い
て

　

田
邊
理
事
よ
り
、
新
ゐ
の
は

な
同
窓
会
館
建
設
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
写
真
等
に
よ
る

説
明
が
あ
り
、
平
成
25
年
12
月

竣
工
予
定
で
あ
る
旨
報
告
さ
れ

た
。

⑻
そ
の
他

　

鈴
木
守
理
事
よ
り
、
同
窓
会

会
員
親
睦
会
に
つ
い
て
、
参
加

者
同
士
の
親
睦
を
深
め
同
窓
会

を
魅
力
あ
る
団
体
に
盛
り
立
て

る
た
め
自
由
に
懇
談
す
る
と
い

う
趣
旨
の
も
と
計
画
中
で
あ
る

旨
報
告
が
あ
っ
た
。

伊
藤
晴
夫
会
長
の
辞
に
よ
り
、

閉
会
と
な
っ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
表
彰
式

　

田
邊
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

社
会
貢
献
賞
（
永
井
友
二
郎
氏
、

寺
井
勝
氏
、
堂
垂
伸
治
氏
）
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
伊
藤
会

長
よ
り
表
彰
盾
と
副
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

記
念
講
演

　

黒
木
春
郎
氏
の
司
会
に
よ
り
、

前
野
哲
博
氏
（
筑
波
大
学
医
学

医
療
系
地
域
医
療
教
育
学
教
授
）

が
「
大
学
に
お
け
る
地
域
医
療

教
育
学
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

た
。

懇
親
会

　

宍
倉
正
胤
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
さ
れ
た
。
伊
藤
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
香
田
真
一
氏
の

乾
杯
ご
発
声
、
千
葉
日
報
社
、

同
窓
会
賞
受
賞
者
、
叙
勲
者
、

名
誉
会
員
諸
氏
等
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
い
た
。
歓
談
の
時
を
過
ご

し
、
閉
会
と
な
っ
た
。

平成24年度決算報告

安里　　洋　氏（昭33）
小越　章平　氏（昭36）
中田　義隆　氏（昭36）
伊藤　達雄　氏（昭42）

本島　悌司　氏（昭45）
河野　陽一　氏（昭48）
張ケ谷健一　氏（慶応大・昭47）

平成25年度総会において選出された名誉会員
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オンライン会報案内 
http://www.inohana.jp/online/index.html

千葉日報　平成25年3月14日号より転載──高原善治先生（昭49）

　インターネット上での動画配信を目的とするゐのはな同窓会報「オンライン会報」では、会員の先生方及び学生の皆様
に多大なご協力を頂き、タイムリーな情報を提供してご好評を頂いております。特にキャンパス便りのコーナーでは、医
学部の謝恩会や亥鼻祭などの行事、学生諸君の部活動の様子等を配信しています。本紙面では、オンライン会報・キャン
パス便りにて掲載している動画番組をご紹介致しますので、是非インターネット上でご覧いただき、若さあふれる熱気を
画面から感じていただければと思います。また、千葉日報紙に掲載中の病院紹介記事「頼りになります街のお医者さん」
とオンライン会報を連動させた動画も配信しておりますので、お楽しみ下さい。
　皆様からのオンライン会報掲載のお申込みを、心からお待ちしております。

新ゐのはな同窓会館
新営工事安全祈願祭
2013.2.18（月）

［2013.3.12掲載］

10周年　亥鼻祭2012
一期一会　準夜祭
2013.11.3日（土）〜4（日）

平成24年度
千葉大学医学部謝恩会
2013.3.22（金）午後6時〜
三井ガーデンホテル

［2013.6.2掲載］

第7回亥鼻キャンパス
留学生交流会2012
国籍を駆け巡る和太鼓のリズム
2012.11.2　於ゐのはな同窓会館

［2012.12.19掲載］



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（29） オンライン会報   第164号

オンライン会報から閲覧可能な医学部のサークル
・フットボールクラブ・水泳部・弓道部・ソフトテニス
・ラグビー部・バドミントン部・剣道部・女子バレー部
・男子バレー部・女子バスケット部・山岳部・音楽部
・手話の会・準硬式野球部・バスケット部・ヨット部
・硬式野球部・卓球部
その他・千葉大学英友会

千葉日報紙との連携による医院紹介について
　現在、オンライン会報の医院紹介と連動して千葉日報紙に「頼りになります　街のお医者さん」を掲載しております。
この企画では、千葉日報社の希望もあり、千葉日報紙の読者層が千葉県民を主としているため、千葉県内でご活躍のゐ
のはな同窓会会員の紹介をさせていただいています。今後は、全国のゐのはな同窓会会員の活躍をより多くの方々に知
ってもらうために、各地ゐのはな会でも、地元紙等と連携してこのような企画が展開できないか、検討を進める予定で
す。したがって、その際には、会員の皆様方にご協力をいただきたくよろしくお願いいたします。

千葉日報　平成25年6月7日号より転載──秋葉哲生先生（昭50）

ラグビー部
［2013.6.2掲載］

部活紹介

薬学茶道部
［2012.5.7掲載］

卓球部
［2012.3.21掲載］

水泳部　準優勝
第16回館山オープンウォーター
スイムレース2012.7.16開催
於　館山市北条海岸沖

［2012.11.13掲載］

バレー部
［2012.4.25掲載］
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新ゐのはな同窓会館設立事業募金状況

平成21年の千葉大学医学部創立135周年を機に始まりま
した募金につきまして、下記の方々、施設、団体等か
らご協力を頂きました。ご芳名は新会館の銘板に刻さ
せて頂きたく存じます。なお、日頃よりご厚情をお寄
せ頂いております医療機関等におかれましても、なお
一層のご支援を賜れますれば誠に幸甚に存じます。

（平成25年8月15日現在）

高
額
寄
附
者
ご
芳
名

 

（
敬
称
略
）

３
０
０
万
円
以
上
ご
寄
附

　

企
業
・
法
人
等　

財
団
法
人　

同
仁
会

２
０
０
万
円
以
上
ご
寄
附

　

企
業
・
法
人
等　

（
株
）
千
葉
京
成
ホ
テ
ル

鳥
居
薬
品
（
株
）

　

同
窓
会
員　

矢
野
浩
二
朗
（
平
11
）

１
０
０
万
円
以
上
ご
寄
附

　

医
療
機
関　

旭
神
経
内
科
病
院

（
医
）
大
平
会
嶺
井
第
一
病
院

JFE

川
鉄
千
葉
病
院

千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
医
）
船
橋
整
形
外
科
病
院

（
医
）
志
方
記
念
三
木
ク
リ
ニッ
ク

　

企
業
・
法
人
等　

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
（
株
）

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）

小
太
郎
漢
方
製
薬
（
株
）

第
一
三
共
（
株
）

武
田
薬
品
工
業
（
株
）

田
辺
三
菱
製
薬
（
株
）

中
外
製
薬
（
株
）

（
株
）
ツ
ム
ラ

フ
ァ
イ
ザ
ー
（
株
）

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　

臨
床
医
学
研
究
助
成
会

　

医
学
部
後
援
会　

小
塙　
　

清

医
学
部
後
援
会

　

同
窓
会
員　

土
屋　

與
之
（
昭
24
）

羽
生
富
士
夫
（
昭
29
）

谷
嶋　

俊
雄
（
昭
34
）

谷
嶋　

つ
ね
（
昭
35
）

加
藤　

昌
義
（
昭
36
）

岩
倉　

弘
毅
（
昭
37
）

伊
藤　

晴
夫
（
昭
39
）

今
津　
　

曄
（
昭
40
）

赤
井　

壽
紀
（
昭
43
）

唐
澤　

祥
人
（
昭
43
）

辛　
　

秀
雄
（
昭
44
）

中
村　

陽
子
（
昭
44
）

大
西
久
仁
彦
（
昭
47
）

旭　
　

俊
臣
（
昭
48
）

早
乙
女　

勇
（
昭
48
）

秋
葉　

哲
生
（
昭
50
）

福
井　

博
行
（
昭
56
）

白
澤　
　

浩
（
昭
57
）

土
屋　

広
明
（
昭
57
）

角
田　

隆
文
（
昭
57
）

仲
野　

公
一
（
昭
63
）

岡
本　

和
久
（
平
２
）

土
井　

茂
治
（
平
３
）

小
山　

虎
信
（
公
衆
衛
生
学
）

寄
附
者
ご
芳
名

 

（
敬
称
略
）

　

一
般
個
人　

片
野　

鈴
枝

加
藤　

良
二

久
保
田
勘
也

稲
瀬　

道
和

進
藤　

輝
山

　

医
療
機
関　

旭
神
経
内
科
病
院

国
保
旭
中
央
病
院

（
医
）
井
上
記
念
病
院

（
医
）
大
平
会
嶺
井
第
一
病
院

（
医
）
か
す
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
都
賀
総
合
病
院

JFE

川
鉄
千
葉
病
院

北
千
葉
整
形
外
科

（
医
）
木
下
産
婦
人
科
医
院

埼
玉
県
厚
生
連　

熊
谷
総
合
病
院

（
医
）
社
団
よ
つ
葉
会
介
護
老
人

　

保
健
施
設　

さ
か
き
光
陽

（
医
）
三
愛
記
念
病
院

（
医
）
三
愛
記
念
そ
が
病
院

下
都
賀
総
合
病
院

（
医
）
志
方
記
念
三
木
ク
リ
ニッ
ク

鈴
村
医
院

（
医
）
社
団
明
生
会
東
葉
ク
リ
ニッ
ク

（
医
）
耳
鼻
咽
喉
科
な
か
の
ク
リ
ニッ
ク

聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

聖
隷
浜
松
病
院

聖
隷
横
浜
病
院

千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
医
）
徳
風
会
髙
根
病
院

（
医
）
船
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
医
）
船
橋
整
形
外
科
病
院

（
医
）
三
橋
病
院

（
医
）
み
は
ま
病
院

　

企
業
・
法
人
等　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
（
株
）

赤
星
工
業
（
株
）

旭
化
成
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

あ
す
か
製
薬
（
株
）

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
（
株
）

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
株
）

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

石
井
食
品
（
株
）

（
株
）
石
渡
商
事

岩
渕
薬
品
（
株
）

（
株
）
ウ
チ
ダ
和
漢
薬

栄
研
化
学
（
株
）

エ
ス
エ
ス
製
薬
（
株
）

（
株
）
エ
ス
ア
ー
ル
エ
ル

エ
ー
ザ
イ
（
株
）

エ
ー
ス
損
害
保
険
（
株
）

エ
ル
メ
ッ
ド
エ
ー
ザ
イ
（
株
）

大
塚
製
薬
（
株
）

（
株
）
大
塚
製
薬
工
場

小
野
薬
品
工
業
（
株
）

科
研
製
薬
（
株
）

化
研
生
薬
（
株
）

鹿
島
建
設
（
株
）

勝
又
自
動
車
（
株
）

（
株
）
北
原
防
災

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
（
株
）

杏
林
製
薬
（
株
）

協
和
醗
酵
工
業
（
株
）

キ
リ
ン
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン（
株
）

ク
ラ
シ
エ
製
薬
（
株
）

ク
ラ
シ
エ
薬
品
（
株
）

京
成
建
設
（
株
）

（
株
）
ケ
ー
ヨ
ー

京
葉
工
管
（
株
）

興
和
（
株
）

小
太
郎
漢
方
製
薬
（
株
）



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（31） 会 館 設 立 第164号

（
株
）
小
山
商
会　

千
葉
営
業
所

佐
藤
製
薬
（
株
）

サ
ノ
フ
ィ
・
ア
ベン
テ
ィ
ス
（
株
）

（
株
）
ザ
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

（
株
）
サ
ラ
ト

沢
井
製
薬
（
株
）

参
天
製
薬
（
株
）

（
有
）
サ
ン
・
プ
ラ
ニ
ン
グ

（
株
）
サ
ン
リ
ツ

（
株
）
三
和
化
学
研
究
所

（
株
）
志
学
書
店

シ
ェ
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ウ
（
株
）

塩
野
義
製
薬
（
株
）

白
鳥
製
薬
（
株
）

菅
原
工
芸
硝
子
（
株
）

（
株
）
正
文
社

ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
（
株
）

第
一
三
共
（
株
）

大
正
製
薬
（
株
）

大
日
本
住
友
製
薬
（
株
）

大
鵬
薬
品
工
業
（
株
）

タ
カ
イ
医
科
工
業
（
株
）

武
田
バ
イ
オ
開
発
セ
ン
タ
ー
（
株
）

武
田
薬
品
工
業
（
株
）

田
辺
三
菱
製
薬
（
株
）

（
株
）
千
葉
銀
行

（
株
）
千
葉
京
成
ホ
テ
ル

千
葉
中
央
会
計
事
務
所

千
葉
日
産
自
動
車
（
株
）

（
株
）
千
葉
薬
品

中
外
製
薬
（
株
）

（
株
）
銚
子
丸

塚
本
總
業
（
株
）

（
株
）
ツ
ム
ラ

帝
人
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

テ
ル
モ
（
株
）

ト
ー
ア
エ
イ
ヨ
ー
（
株
）

（
株
）
東
葛
幸
文
堂

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
（
株
）

東
和
薬
品
（
株
）

富
山
化
学
工
業
（
株
）

鳥
居
薬
品
（
株
）

財
団
法
人　

同
仁
会

（
株
）
ナ
リ
コ
ー

成
田
山
新
勝
寺

ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
（
株
）

日
本
イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー
（
株
）

日
本
化
薬
（
株
）

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
（
株
）

日
本
新
薬
（
株
）

日
本
製
薬
（
株
）

日
本
臓
器
製
薬
（
株
）

日
本
た
ば
こ
産
業
（
株
）

日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ルハ
イ
ム
（
株
）

ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

バ
イ
エ
ル
薬
品
（
株
）

（
株
）
パ
イ
オ
ニ
ア

萬
有
製
薬
（
株
）

フ
ァ
イ
ザ
ー
（
株
）

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
千
葉
支
社

富
士
タ
ク
シ
ー
（
株
）

（
株
）
富
士
フ
ィ
ル
ム
メ
デ
ィ
カ
ル

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

ブ
リ
ス
ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
（
株
）

古
谷
乳
業
（
株
）

ボ
ー
ソ
ー
油
脂
（
株
）

（
株
）
ほ
て
い
家

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張

マ
イ
ラ
ン
製
薬
（
株
）

丸
石
製
薬
（
株
）

マ
ル
ホ
（
株
）

丸
万
壽
司

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）

（
株
）
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬

明
治
製
菓
（
株
）

持
田
製
薬
（
株
）

（
株
）
ヤ
ク
ル
ト

ヤ
マ
サ
醤
油
（
株
）

山
崎
製
パ
ン
（
株
）

（
株
）
ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ
ー
マ

ロ
ー
ト
製
薬
（
株
）

ワ
イ
ス
（
株
）

わ
か
も
と
製
薬
（
株
）

千
葉
大
学
医
学
部

　
附
属
病
院
臨
床
医
学
研
究
助
成
会

　

医
学
部
後
援
会　

相
原　

教
之　
　

赤
倉
功
一
郎

浅
井　

俊
治　
　

安
達　

哲
夫

新
井　

英
雄　
　

有
里　

敬
代

飯
田　
　

豊　
　

飯
田　

芳
蔵

飯
野　

秀
也　
　

井
窪　

保
彦

池
内　

英
男　
　

池
田　

裕
介

石
神　

博
昭　
　

石
田　

和
弘

石
山
礼
美
子　
　

和
泉
み
ど
り

伊
東　

龍
也　
　

井
上　

憲
二

井
福　

正
博　
　

岩
花
久
仁
子

海
村　

昌
和　
　

大
橋　
　

茂

太
田　

昌
男　
　

大
庭　
　

恵

緒
方　
　

一　
　

尾
形
新
一
郎

岡
本　

弘
子　
　

奥
山　

広
明

小
野　

文
雄　
　

小
谷
野　

信

笠
間　

昭
彦　
　

片
岡　
　

清

勝
俣　

賢
二　
　

加
藤　
　

誠

狩
野　

直
樹　
　

金
子　

浩
一

上
川
床
総
一
郎　
　

川
端　

基
彦

菊
池　

敏
美　
　

岸
野　

光
広

北
爪　

秀
政　
　

木
下　

富
夫

工
藤　

琢
也　
　

熊
谷　

武
久

蔵
田　

昌
子　
　

栗
原　

俊
夫

黒
川　

道
徳　
　

甲
田　

伸
也

小
曽
根
卓
朗　
　

後
藤　

喜
章

小
関　

洋
男　
　

小
西　

敏
郎

小
塙　
　

清　
　

小
林　

洋
一

齊
木　

教
朗　
　

酒
井　

雄
一

櫻
井　
　

茂　
　

佐
藤　

千
鶴

佐
藤　

恒
明　
　

下
平　
　

坦

鈴
木　

壽
郎　
　

須
賀　

秀
晃

杉
浦　

英
一　
　

泉
水　
　

卓

高
浦　

和
彦　
　

高
橋　
　

修

高
橋　

恒
雄　
　

竹
本　

勝
己

田
島　

啓
二　
　

橘　
　
　

稔

田
中　

清
七　
　

塚
田　

俊
行

坪
井　

良
眞　
　

富
永　

庸
平

豊
田　
　

弘　
　

豊
田　

浩
史

永
井　

玉
枝　
　

中
川　
　

康

中
川　

洋
一　
　

中
田　

徹
亮

名
倉
謙
二
郎　
　

奈
良　

謙
司

西
織　

哲
大　
　

林　
　

英
一

東
ヶ
崎
邦
夫　
　

日
野
修
一
郎

平
賀　

幸
弘　
　

平
山　

敏
雄

広
沢　

邦
浩　
　

廣
瀬　

俊
夫

福
元　

廣
次　
　

藤
井　

康
史

藤
川　

卓
哉　
　

藤
田　

邦
臣

堀
井　

宏
志　
　

堀
江　

利
彦

前
田　

雅
治　
　

松
岡　

才
二

松
田　

一
男　
　

松
村　

雅
生

三
田　

信
明　
　

宮
本　

績
輔

武
藤
大
二
郎　
　

村
井　

健
二

森　
　
　

豊　
　

森
口　
　

毅

八
木　

毅
典　
　

山
田　

雄
一

山
本　

幸
一　
　

与
儀　

実
久

吉
井　

仁
実　
　

吉
岡　

雅
之

吉
澤　

尚
嗣　
　

与
芝　

真
彰

若
松　

英
彦　
　

脇
田　

正
実

和
田　

正
英　
　

渡
邉　
　

修

医
学
部
後
援
会

　

医
学
部
教
職
員
等　

環
境
影
響
生
化
学

鈴
木　

敏
和　
　

吉
田　

政
高

神
経
生
物
学

山
口　
　

淳　
　

久
保　

武
一

薬
理
学

坂
下　

育
美

発
生
生
物
学

川
内　

大
輔　
　

室
山　

優
子

免
疫
発
生
学

細
川　

裕
之　
　

岩
村　

千
秋

山
下　

政
克

救
急
集
中
治
療
医
学

仲
村　

将
高

放
射
線
医
学

川
田　

哲
也

細
胞
分
子
医
学

宮
城　
　

聡

臨
床
分
子
生
物
学

武
川　

寛
樹

総
合
診
療
部

大
平　

善
之

薬
剤
部

石
井
伊
都
子

先
端
和
漢
診
療
学
寄
附
講
座

関
矢　

信
康　
　

地
野　

充
時

久
永　

明
人

循
環
型
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
学

馬
杉　

綾
子　
　

計
良　

和
範

病
理
部

谷
澤　
　

徹

千
葉
大
医
・
旧
助
手
会

事
務
部

清
水　

富
雄　
　

堀
江　
　

寛

　

同
窓
会
員　

昭
15

田
中　
　

洋

昭
16

薬
丸
比
呂
志　
　

渡
邉　

彦
憲

昭
16

倉
田　

博
夫　
　

横
江　

康
夫

昭
17

浦
野　

英
夫　
　

森
島　

猪
二

下
山　

賢
次　
　

西
澤
英
三
郎

橋
本　

孝
平　
　

藤
江　

寛
忠

水
間　

正
冬

専
17

吉
田　

芳
樹

昭
18

朝
倉　

忠
孝　
　

梶
山　
　

豊

佐
藤　

進
一　
　

竹
蓋
荘
一
郎

田
中　
　

進

専
18

川
辺　
　

敏　
　

山
﨑　

康
弘

山
田　

悦
朗　
　

来
仙　
　

隆

昭
19

井
出
源
四
郎　
　

北
澤　

幸
夫

清
水　
　

衛　
　

野
際　

英
雄

平
形　

義
人　
　

専
19

池　
　

二
郎　
　

村
島　

正
博

山
崎　
　

衛

昭
20

長
田　
　

浩　
　

川
島　

恂
二

草
間　
　

隆　
　

近
内　

康
夫

横
地　
　

尚　
　

渡
邊　

昌
平

専
20

今
島　
　

浩　
　

久
保
田
亨
一

鵜
澤　
　

壽　
　

勝
呂　
　

安

昭
21

新
井　
　

正　
　

石
原　
　

眞

大
磯　

英
雄　
　

郡
山　

春
男

国
井　

光
智　
　

齋
藤　

豊
一

佐
藤　

壹
三　
　

中
島　

浩
二

萩
野　
　

裕　
　

古
江　

増
蔵

本
間　

三
郎　
　

三
宅　

和
夫

昭
22

家
本　

誠
一　
　

石
郷
岡　

寛

神
山　

英
明　
　

清
水　

健
三

千
田
喜
久
雄　
　

新
田　

実
男

信
藤　

羊
一　
　

福
島　

渓
二

茂
又　

眞
祐　
　

鷲
田　

一
博

昭
23

板
垣　

修
造　
　

一
色　

重
義

伊
東　

和
人　
　

上
野　

高
次

海
老
原
恒
雄　
　

九
島　

璋
二

窪
谷　

満
雄　
　

斉
藤　

嘉
一

多
賀
谷　

譲　
　

奈
良　

四
郎

西
堀　

乙
彦　
　

平
岡　
　

眞

藤
崎　
　

滋　
　

前
田　
　

裕

宮
崎　

隆
次　
　

和
田　
　

寛

専
23

梅
沢　
　

亮　
　

大
野　

信
次

大
平　
　

馨　
　

柿
栖　

米
夫

香
取　

郁
雄　
　

斎
川　

俊
一

佐
藤
希
志
雄　
　

三
瓶　

善
康

鈴
木　

東
洋　
　

竹
内　
　

盈

橋
本　
　

眞　
　

中
山　

重
男

水
沼　

三
郎　
　

宮
入　

繁
夫

渡
辺　

兼
司

昭
24

石
谷　

治
彦　
　

大
林　
　

泰

君
島
善
次
郎　
　

木
村　
　

康

國
府
田
幸
夫　
　

小
林　

準
三

佐
々
木
宣
明　
　

鈴
木　

文
男

鈴
木　

直
基　
　

高
野　

俊
男

田
中　
　

光　
　

月
岡　

道
雄

土
屋　

與
之　
　

寺
島
東
洋
三

中
島　

令
一　
　

中
村　

和
之

永
瀬　

治
彦　
　

長
崎　

邦
泰

長
澤　

仁
一　
　

菱
木　

達
明

福
永　

和
雄　
　

武
藤　
　

滋

専
24

伊
佐　

博
夫　
　

石
井　

克
巳



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第164号 会 館 設 立 （32）

石
井　

貞
一　
　

石
川　

哲
也

植
草
富
二
郎　
　

太
田
廣
三
郎

大
橋　

平
治　
　

岡
田　

宏
一

奥
野　

文
雄　
　

神
山　

一
郎

河
野　

正
賢　
　

霜
島　

正
雄

下
坂
正
次
郎　
　

鈴
木　

一
郎

土
田　

功
一　
　

德
政　

義
和

中
村　
　

彰　
　

中
村　
　

瞭

中
村　

精
男　
　

幡
野　

永
由

久
安　
　

徹　
　

福
山　

正
臣

南
谷　

幹
夫　
　

山
川　

晋
吾

山
口　

寅
三　
　

山
本　
　

惇

藤　

恒
好

昭
25

池
田
佐
嘉
衛　
　

稲
田　

正
實

越
後
貫　

誠　
　

佐
久
間
光
史

葛
田　

瑞
世　
　

渡
邉　

良
彦

専
25

相
磯　

敬
明　
　

青
木　

宣
昭

石
毛　

義
治　
　

市
川　

邦
男

円
城
寺　

栄　
　

粕
谷　

秀
雄

河
崎　

明
彦　
　

神
原　

昌
言

木
内　

達
弥　
　

島
田　

光
重

嶋
田　
　

勉　
　

下
野　
　

武

高
木　

美
典　
　

竹
之
内　

弘

中
澤　

甫
計　
　

中
田　

秀
明

中
野　

正
義　
　

長
嶋　
　

晟

中
村　
　

裕　
　

奈
良
林　

定

畑　
　
　

徹　
　

船
曳　
　

甫

宮
内
謙
二
郎　
　

森
川　

二
郎

山
﨑　

義
人　
　

横
山　
　

宏

渡
辺　

武
夫

昭
26

阿
部　

定
生　
　

石
井　

邦
夫

伊
藤　
　

進　
　

大
倉　

淳
男

久
我　

哲
郎　
　

四
家
正
一
郎

武
井　
　

稔　
　

土
手
内
守
人

西
宮　
　

脩　
　

細
田　
　

裕

柳
澤　

文
憲　
　

大
和　

吉
田　

敏
郎　
　

渡
部　

士
郎

専
26

大
沢　

弘
和　
　

小
関　

芳
昌

津
村　

澄
雄　
　

内
藤　

和
穗

平
川　
　

達　
　

森　
　

亘
敬

昭
27

阿
部　

忠
夫　
　

有
田　

文
章

有
馬　

忠
正　
　

井
上　

幸
万

大
濱　

博
利　
　

小
川
源
太
郎

小
沢　

昭
司　
　

河
目　

堯
介

櫻
井　
　

稔　
　

黄
田　

照
光

住
吉　

孝
男　
　

荘
司　

榮
徳

高
見
澤
裕
吉　
　

橋
爪　
　

壮

原　
　

恒
男　
　

関
口　

和
夫

武
宮　

三
三　
　

得
本　

真
義

中
野　

清
幸　
　

長
崎　
　

進

鍋
谷　

欣
市　
　

広
田　

和
俊

藤
田
龍
五
郎　
　

本
間　

康
正

三
橋　

慎
一　
　

渡
辺　
　

勲

渡
辺　
　

武

専
27

石
橋　

源
三　
　

礒
垣　
　

弘

壬
生
倉　

勝

昭
28

青
木
太
三
郎　
　

秋
山　

龍
男

阿
部
田
辰
一　
　

石
川　

佳
夫

上
野　

正
和　
　

梅
澤　

英
正

奥
井　

勝
二　
　

小
田　

博
之

小
幡　
　

裕　
　

加
藤　

一
雄

金
子　

敏
郎　
　

唐
木　

清
一

川
邊　

兼
美　
　

窪
田　

靖
夫

熊
谷　

信
夫　
　

小
澁　

雅
亮

小
山
隆
一
郎　
　

澤
田　

勤
也

柴
﨑　
　

晃　
　

清
水　

惟
義

鈴
木　

正
剛　
　

鈴
木　

正
巳

平
林　

健
六　
　

武
市　
　

亨

塚
本　
　

勉　
　

寺
嶋　

克
郎

戸
賀
崎
義
洽　
　

成
田　

光
陽

長
谷
川
正
博　
　

平
田　

正
雄

古
川　

英
政　
　

本
位
田
泰
介

松
本　

龍
二　
　

森
山　

典
男

山
下　

泰
徳　
　

山
田　

達
哉

吉
田　
　

道　
　

吉
田　

恭
二

若
杉
幹
太
郎

昭
29

荒
木　
　

晃　
　

有
馬　

道
男

大
藤　

正
雄　
　

大
原　

一
夫

鹿
山　

德
男　
　

窪
田　

叔
子

佐
藤　

忠
夫　
　

佐
野　

迪
雄

柴
田
千
葉
男　
　

島
崎　
　

淳

冨
岡　

清
海　
　

中
塚　

正
夫

中
野　

繰
一　
　

根
本　

幸
一

長
谷
川　

透　
　

羽
生
富
士
夫

福
島　

通
夫　
　

米
本　

昭
彦

和
田　

房
治

昭
30

青
木　

昭
治　
　

秋
元　

駿
一

浅
見　
　

敦　
　

淺
利　

行
男

新
井
多
喜
男　
　

石
神　

一
良

伊
谷　

昭
幸　
　

伊
藤　

敏
夫

岩
井　

忠
志　
　

大
坪　

雄
三

片
山　
　

喬　
　

加
濃　

正
明

貴
家　

昭
而　
　

小
林　

健
次

小
林　
　

茂　
　

小
林　

富
久

後
藤　

澄
夫　
　

斉
藤　

正
道

指
田　

和
明　
　

清
水　

良
平

志
村　

昭
光　
　

高
橋　
　

康

高
橋　

宣
光　
　

滝
口　

光
雄

十
束　

支
朗　
　

富
田　
　

裕

中
島　

和
彦　
　

中
野　

政
雄

永
野　

俊
雄　
　

野
本　

和
男

藤
山　

嘉
信　
　

古
屋　

大
雄

松
田
三
樹
雄　
　

丸
川　

和
太

南
園　

義
一　
　

村
瀬　
　

靖

森
田　
　

茂　
　

横
田　

俊
二

吉
原　

一
郎　
　

渡
邉　

英
詩

昭
31

庵
原　

昭
一　
　

上
原
す
ゞ
子

海
老
原
雄
一　
　

小
野
清
四
郎

加
藤　

繁
夫　
　

桑
原　
　

久

香
田　

真
一　
　

杉
山　

伸
子

辻　
　

輝
藏　
　

西
原
源
太
郎

船
橋　
　

茂　
　

森　
　
　

碧

山
口　

慶
三　
　

山
野　
　

元

昭
32

有
馬　

道
雄　
　

飯
塚　

正
章

石
川　

正
士　
　

大
久
保
惠
司

柏
木　
　

登　
　

神
田　

收
茲

三
枝　

一
雄　
　

斎
藤　

幸
洋

仙
波　

恒
雄　
　

高
橋　

柳
子

髙
橋　

英
世　
　

竹
内　
　

達

谷
川　

久
一　
　

戸
川　
　

清

中
村
常
太
郎　
　

夏
目　

隆
一

西
村　

忠
雄　
　

野
口　

照
義

野
本　

昌
三　
　

芳
賀　

士
郞

林　
　

達
幸　
　

平
嶋　
　

毅

福
田　
　

陽　
　

藤
田　
　

真

前
田　

昌
利　
　

牧
野　

耕
治

村
上　
　

和　
　

横
尾　

敦
夫

依
田　

勇
二　
　

和
田　

康
敬

昭
33

相
原　

茲
明　
　

安
里　
　

洋

石
川　

恭
子　
　

石
川　

稔
生

磯
野　

可
一　
　

柏
戸　

正
英

宇
野　

一
眞　
　

新
井　

禮
子

岡
本　

達
也　
　

小
形
岳
三
郎

小
高　
　

稔　
　
小
野
寺
美
津
雄

加
藤　

直
幸　
　

金
子　
　

勇

小
林　

延
年　
　

小
林
み
ち
子

近
藤
洋
一
郎　
　

花
岡　

建
夫

佐
藤　

俊
一　
　

椎
名　

益
男

石
川
美
智
子　
　

嶋
田　

俊
恒

清
水　

文
七　
　

菅
谷　

健
彦

髙
木　

學
治　
　

髙
野　

光
司

武
田　

從
信　
　

辻　
　

陽
雄

土
井　

偉
誉　
　

長
崎　
　

護

新
美　

仁
男　
　

林　
　

國
春

森　

冨
喜
子　
　

谷
川　

章
子

檜
垣　

有
徳　
　

御
子
柴
幸
男

吉
田　

貞
利

昭
34

赤
星　

至
朗　
　

石
川　

尭
夫

植
田　

伸
夫　
　

植
村　

研
一

遠
藤　

幸
男　
　

春
日　

建
邦

倉
持　

正
昭　
　

齋
藤　
　

篤

坂
田　

早
苗　
　

塩
川　

喜
之

清
水
順
三
郎　
　

清
水　

精
子

鈴
木　

高
彦　
　

髙
木　

良
章

多
田　

富
雄　
　

津
金
澤
督
雄

関　
　

泰
男　
　

野
口　

徹
男

原　
　

久
彌　
　

原
沢
寿
三
男

藤
田　

昌
宏　
　

松
原　
　

保

矢
崎　

光
保　
　

谷
嶋　

俊
雄

矢
野　

柾
多　
　

山
本　

成
元

田
口　
　

勝　
　

横
山　

哲
夫

横
山　
　

宏　
　

吉
井　
　

功

昭
35

雨
宮　
　

浩　
　

石
川　
　

哮

市
村　

公
道　
　

大
井　

利
夫

岡
田　

光
生　
　

岡
村　

隆
夫

軽
部　

達
夫　
　

軽
部
冨
美
夫

海
保　
　

允　
　

神
田　
　

敬

北
方　

勇
輔　
　

草
刈　
　

隆

河
野　
　

宏　
　

阪　
　
　

信

榊
原　

秀
三　
　

貞
永　

嘉
久

佐
藤　

重
明　
　

佐
藤　

甫
夫

佐
藤　
　

通　
　

嶋
田　
　

裕

鈴
木　
　

茂　
　

千
野
宗
之
進

中
田　

益
允　
　

永
田　

一
郎

成
田　

静
子　
　

西
川　

侃
介

長
谷
川
鎮
雄　
　

藤
村　

眞
示

堀
田
と
し
子　
　

堀
江　
　

武

真
島　

吉
也　
　

松
山　

迪
也

三
橋　
　

稔　
　

増
田　

善
昭

村
松　
　

準　
　

谷
嶋　

つ
ね

山
崎　

英
雄　
　

横
山　

孝
一

昭
36

新
井　

一
夫　
　

石
下
峻
一
郎

岡
田　

信
道　
　

小
越　

章
平

小
野
沢
君
夫　
　

加
藤　

喜
市

加
藤　

昌
義　
　

川
村　

孝
子

川
村　

光
毅　
　

北
原　

敬
二

吉
川　

武
彦　
　

栗
原　
　

稔

栗
原　

正
明　
　

黒
田　

健
昭

吉
永　

雅
俊　
　

近
藤　

省
三

今
野　

昭
義　
　

齋
藤　

利
隆

青
木　
　

謹　
　

白
石　

博
康

鈴
木　

伸
典　
　

鈴
木　
　

光

関　
　

幸
雄　
　

瀧
澤　

英
夫

谷
合　
　

明　
　

谷
口　
　

滋

塚
原　

重
雄　
　

中
島　

伸
之

中
田　

義
隆　
　

野
尻　

雅
美

野
本　

一
夫　
　

長
谷
川
修
司

長
谷
川
幸
子　
　

福
山　

悦
男

藤
塚　

立
夫　
　

淵
上　
　

隆

前
嶋　
　

清　
　

松
本　
　

守
山　

洋
一　
　

山
崎　

修
道

横
山　

健
郎　
　

吉
井　

逸
郎

吉
野　

明
昭

昭
37

石
山　

淳
一　
　

伊
東　

治
武

伊
藤　

文
雄　
　

入
枝
幸
三
郎

安
達
恵
美
子　
　

奥
山　

隆
保

小
野　

幸
雄　
　

勝
田　

貞
夫

黒
岩　

璋
光　
　

油
井
真
知
子

斎
藤　

全
彦　
　

宍
倉　

正
胤

杉
岡　

昌
明　
　

岩
倉　

弘
毅

瀬
川　
　

襄　
　

高
井　
　

満

高
梨　

健
治　
　

中
村　

嘉
孝

中
山　
　

博　
　

伯
野　

中
彦

原
田　

康
行　
　

福
士　

和
夫

藤
森　

宗
徳　
　

布
施　

吉
弘

堀
口　

東
司　
　

村
田
三
紗
子

森　
　
　

豊　
　

矢
野　

靖
子

柳
沢
健
一
郎　
　

山
口　

國
行

山
本　

駿
一　
　

吉
川　

正
宏

油
井　

信
春　
　

佐
々
木　

守

綿
引　

義
博　
　

渡
辺　
　

實

昭
38

浅
野　
　

尚　
　

安
達　

元
明

穴
沢　

輝
一　
　

木
下　

敏
子

大
木　
　

勲　
　

大
津　

裕
司

大
和
田
英
美　
　

加
藤　

友
衛

金
武　

禧
之　
　

北
村　
　

温

金
城　

和
夫　
　

栗
原　

伸
夫

黄
田　

江
庭　
　

畔
田　
　

浩

香
西　
　

襄　
　

佐
藤　

裕
俊

薗
部　

和
子　
　

高
野　

正
義

玉
置　

哲
也　
　

谷　
　

修
一

十
河　

正
寛　
　

楯　
　

二
郎

寺
島　

市
郎　
　

寺
嶋　
　

周

鳥
羽　
　

剛　
　

中
田　

瑛
浩

長
山　

忠
雄　
　

成
瀬　
　

孟

野
本　

泰
正　
　

林　
　

恵
美

林　
　

直
諒　
　

平
形　
　

征

藤
本　

重
義　
　

松
井　

宣
夫

三
木　
　

亮　
　

三
井　
　

静

緑
川　
　

隆　
　

嶺
井　
　

進

宮
治　
　

誠　
　

村
山　

憲
太

山
岸　

亜
人　
　

山
口　

宗
彦

若
新　

政
史　
　

渡
部　

浩
二

昭
39

秋
草　

克
彦　
　

鰺
坂　

秀
明

阿
部　

一
憲　
　

田
井
千
津
子

飯
田　

義
信　
　

伊
藤　

晴
夫

上
原　
　

朗　
　

瓜
生　

東
一

遠
藤　
　

毅　
　

大
河
原
邦
夫
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大
塚　

嘉
則　
　

大
森　

忠
昭

岡
野　

照
美　
　

小
野
健
次
郎

貝
田　

豊
郷　
　

角
張　

雄
二

川
西　

恭
子　
　

木
内　

政
寛

古
謝　

景
春　
　

小
林　

俊
憲

小
林　
　

豊　
　

今
野　

貞
夫

斉
藤　

裕
康　
　

坂
田　

晃
康

崎
山　
　

樹　
　

重
松　

秀
一

清
水
完
次
朗　
　

清
水　
　

天

白
井　

鎮
夫　
　

鈴
木　
　

守

鈴
村　

博
一　
　

高
沢　
　

博

高
根　
　

健　
　

千
葉　

胤
道

塚
田　

正
男　
　

永
山
恵
美
子

那
須
野
光
政　
　

根
岸　

敬
矩

原　
　

輝
彦　
　

平
形　

昭
代

深
尾　
　

立　
　

万
本　

盛
三

三
浦　

徹
蔵　
　

村
上　

信
乃

本
村
八
恵
子　
　

矢
島　

義
忠

山
口　

正
敏　
　

山
下　

明
美

山
下　

武
広　
　

山
本　
　

弘

米
満　

道
子

昭
40

青
木　
　

至　
　

天
海　

照
夫

遠
山　

敬
介　
　

今
津　
　

曄

漆
原　

昌
人　
　

海
老
沼
光
治

大
木　

健
資　
　

大
本　

恭
平

小
澤　

弘
侑　
　

冠
木　

徹
彦

苅
谷　

英
郎　
　

小
島　

荘
明

税
所　

宏
光　
　

崎
山
比
早
子

辛　
　

京
碩　
　

関
谷　

宗
英

島　
　
　

毅　
　

妹
尾　

素
淵

曽
野　

文
豊　
　

黒
田　

紀
子

高
瀬　

靖
広　
　

高
野　

元
昭

瀧
澤　

弘
隆　
　

竹
内　

龍
雄

田
中　

則
好　
　

角
田　

興
一

栃
木
亮
太
郎　
　

長
尾　

龍
郎

西
村　

和
子　
　

野
口　

眞
利

伊
藤　

ル
ミ　
　

服
部　

芳
夫

日
景　

高
志　
　

武
者　

廣
隆

石
神　

敏
子　
　

柳
沢　

貫
一

山
浦　
　

晶　
　

山
田　

勝
巳

吉
川　

広
和　
　

渡
邉　
　

攻

昭
41

天
羽　

達
郎　
　

新
井　

茂
郎

飯
島　

幸
雄　
　

飯
島　

一
彦

大
島　

仁
士　
　

王
子　
　

明

大
塚　

明
彦　
　

落
合　

武
徳

若
新　

洋
子　
　

柏
原　

英
彦

神
谷　
　

努　
　

菊
池　

義
公

桑
木　

絅
一　
　

小
林　

英
夫

小
林　

伸
行　
　

三
枝　

俊
夫

佐
々
木
徳
秀　
　

里
村　

洋
一

塩
沢　
　

博　
　

島
田　

哲
男

白
濱　

龍
興　
　

鈴
木　
　

豊

鈴
木　
　

弓　
　

髙
橋　

淳
一

高
山　

和
夫　
　

竹
内　
　

豊

竹
島　
　

徹　
　

田
中　

文
隆

塚
本　

嘉
一　
　

飯
田　

龍
一

永
井　

公
大　
　

中
島　
　

忍

中
村　

宣
生　
　

市
川　

清
子

半
澤　
　

儁　
　

平
澤　

博
之

福
田
康
一
郎　
　

福
田　
　

淳

御
園
生
正
紀　
　

溝
口　
　

勝

安
江　

万
二　
　

鎗
田　
　

努

竜　
　

良
方　
　

渡
辺　

一
男

渡
辺　
　

寛

昭
42

関　

三
千
代　
　

石
井　

従
道

板
谷　

喬
起　
　

伊
藤　

達
雄

大
沼　

直
躬　
　

関　
　

隆
郎

片
倉　
　

透　
　

勝
俣　

剛
志

冠
木　

敦
子　
　

倉
田　

矩
正

更
科　

廣
實　
　

鈴
木　

一
郎

谷
口　
　

克　
　

高
崎　
　

健

高
部　

吉
庸　
　

田
中　

弘
一

内
藤　

準
哉　
　

宮
坂　
　

斉

中
島　

克
巳　
　

中
村　

謙
介

鍋
島　

和
夫　
　

西
牟
田
敏
之

忍
頂
寺
紀
彰　
　

野
崎　

忠
信

服
部　

孝
道　
　

林　
　

龍
哉

比
嘉　

英
麿　
　

日
笠
山
一
郎

平
賀　

一
陽　
　

藤
澤　

武
彦

藤
田　
　

優　
　

宮
本　

忠
昭

森
田
喜
崇
子　
　

森
田　
　

清

守
屋　

秀
繁　
　

安
田　

耕
作

林　
　

益
子　
　

吉
野　

紘
正

渡
辺　

道
典

昭
43

青
木　

靖
雄　
　

赤
井　

壽
紀

赤
尾　

建
夫　
　

足
立　

英
雄

石
井　

豊
信　
　

磯
村　

勝
美

一
瀬　

正
治　
　

伊
藤　
　

進

岩
間　

汪
美　
　

網
代　

成
子

太
田　

東
吾　
　

小
澤　
　

俊

鹿
島　
　

孝　
　

梶
尾　

高
根

加
藤　

之
康　
　

唐
澤　

祥
人

川
村　
　

功　
　

北
原　
　

宏

栗
山　

喬
之　
　

久
野　

宗
寛

國
保　

能
彦　
　

小
山　

哲
夫

神
津　

玲
子　
　

斎
藤　

弘
司

佐
藤　

英
樹　
　

佐
藤　

文
彦

佐
野　

元
昭　
　

宿
谷　

正
毅

鈴
木　

昭
一　
　

鈴
木　
　

秀

諏
訪　

敏
一　
　

高
山　

直
秀

滝
川　

弘
志　
　

田
代　

亜
彦

玉
井　

輝
章　
　

千
葉　

彌
幸

土
田　

弘
基　
　

鳥
居　

雅
江

鳥
居　

敏
明　
　

仲
尾　
　

清

中
嶋　

弘
道　
　

中
林　

正
雄

中
村　
　

宏　
　

高
岡　

邦
子

藤
塚　

光
慶　
　

藤
原　

克
己

舟
橋
満
寿
子　
　

星
野　
　

聡

堀
井
文
千
代　
　

堀
川　

義
文

松
清　
　

央　
　

盛　
　

克
己

李　
　

思
元　
　

竜　
　

崇
正

和
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佳
子　
　

矢
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寿
夫

横
堀　

直
孝　
　

和
田　

源
司

昭
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浅
野　

武
秀　
　

飯
島　

信
行

飯
塚　
　

登　
　

石
川　

達
雄

石
渡
堅
一
郎　
　

内
海　

武
彦

遠
藤　

晴
久　
　

遠
藤　

政
隆

岡
崎　

壮
之　
　

奥
村　
　

康

落
合　

靖
男　
　

加
部　

恒
雄

河
崎　

純
忠　
　

高
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容
子

小
藤
田
禮
章　
　

黄
田　

悦
子

窪
田　

勝
也　
　

高
地
刀
志
行

神
津　

照
雄　
　

齋
藤　

康
榮

佐
久
川
輝
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篠
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義
賢

辛　
　

秀
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須
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壮
一
郎

東
山　

都
紀　
　

高
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宏
明

田
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洋
一　
　

千
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英
世

東
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義
龍　
　

中
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清
美

中
村　

陽
子　
　

西
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浩

西
村　

則
之　
　

林
崎　

勝
武

林　
　

恒
男　
　

林　
　

雅
意

萩
巣　

敏
子　
　

星
山　

圭
鉱

細
井　

湧
一　
　

堀
江　
　

弘

間
山　

素
行　
　

矢
田　

洋
三

高
橋　

秀
禎　
　

山
岸　

厚
子

吉
井
與
志
彦　
　

吉
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明
弘

吉
田　

行
夫　
　

吉
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操

渡
辺
孝
太
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渡
辺　

義
郎

和
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力

昭
45

相
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尚
文　
　

新
井　

裕
二

有
賀　

直
文　
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ン
ト
ニ
ー
ジ
ョ
セ
フ
ナ
ポ
レ
オ
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小
俣　

政
男　
　

家
里　

憲
二

一
戸　
　

彰　
　

伊
藤　

文
二

細
山　

公
子　
　

梅
津　

亮
二

榎
本　

正
満　
　

奥
山　

和
明

北
島　

忠
昭　
　

木
村　

邦
夫

黒
田　

重
史　
　

腰
塚　
　

格

堺　
　

常
雄　
　

杉
山　

吉
克

菅
ケ
谷
純
弘　
　

住
吉　

徹
是

高
橋　

正
年　
　

高
橋　

長
裕

滝
沢　
　

淳　
　

千
見
寺　

勝

寺
澤　

捷
年　
　

天
神　

弘
尊

伴
野　

悠
士　
　

中
野　

義
澄

中
山　
　

章　
　

永
岡
喜
久
夫

野
田　

宏
子　
　

橋
本　

英
明

長
谷
川　

毅　
　

花
輪　

孝
雄

林　
　
　

泰　
　

平
山　

博
久

宮
薗
千
代
子　
　

古
川　

隆
男

榎
本　

純
子　
　

宮
原　

弘
次

向
井　
　

將　
　

湯
原　

幹
男

与
儀　
　

裕　
　

吉
田　

光
宏

渡
辺　

義
二　
　

渡
部
十
九
六

済
陽　

高
穂

昭
46

千
葉　

幸
恵　
　

浅
野
さ
と
え

高
瀬　

直
子　
　

今
田
屋　

章

牛
嶋
紃
二
郎　
　

内
田　

朝
彦

大
友　

一
夫　
　

大
森
耕
一
郎

荻
原　

奉
祐　
　

加
来　

俊
貞

門
井　

隆
司　
　

礒
部　

洋
子

金
田　

庸
一　
　

神
崎　

頼
仁

木
澤　
　

功　
　

木
口　

博
之

北
野　

邦
孝　
　

沓
掛　

伸
二

久
保
木
正
夫　
　

結
束　
　

温

大
川　

昌
権　
　

小
林　

弘
忠

櫻
井　

幸
弘　
　

杉
本　

和
夫

鈴
木　

直
人　
　

河
村　

和
子

高
瀬　
　

学　
　

高
橋　
　

誠

多
賀
谷　

茂　
　

谷
口　

瓔
子

田
畑
陽
一
郎　
　

中
村　

欽
哉

丹
羽　

有
一　
　

長
谷
川
吉
則

浜
崎　

智
仁　
　

濱
野　

賴
隆

久
田　

俊
和　
　

平
野　

和
哉

川
村
ひ
ろ
み　
　

船
津　

恵
一

文　
　

隆
雄　
　

保
坂　

瑛
一

保
阪　

善
昭　
　

柳
橋　

京
子

三
浦　

利
重　
　

矢
端　

幸
夫

山
室
美
砂
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吉
田　

孝
宣

与
那
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和
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若
林　

康
之

渡
部　

恒
夫
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石
川　

詔
雄　
　

伊
藤　

文
憲

稲
葉　

憲
之　
　

宇
津
見
和
郎

榎
本　

貴
夫　
　

大
岩　

孝
司

大
野　

一
英　
　

大
西
久
仁
彦

岡　
　

信
男　
　

尾
形　
　

実

河
西
十
九
三　
　

加
藤　
　

誠

菊
池　

友
允　
　

北
沢　

栄
次

栗
原　
　

正　
　

眞
山　

和
徳

菅
野　
　

勇　
　

勝
呂　
　

徹

鈴
木　

光
二　
　

鈴
木　

信
夫

相
馬　

光
弘　
　

田
井　

東
風

若
山　

曜
子　
　

唐
司　

則
之

中
嶋　

征
男　
　

中
村　

和
郎

長
尾　

啓
一　
　

西
川　

哲
男

西
野　
　

卓　
　

野
口　

武
英

葉
山　

輔
治　
　

檜
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進

松
川　

正
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山
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秀
夫

吉
田　

象
二　
　

力
武　

知
之

若
山　

芳
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脇
坂　

正
美

渡
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滋

昭
48

赤
松　
　

徹　
　

浅
野　
　

誠

旭　
　

俊
臣　
　

一
木　
　

昇

岩
田　

泰
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上
村
加
代
子

猪
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弘
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岩
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逸
夫

上
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正
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上
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重
明

梅
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透　
　

大
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美
南

大
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俊
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大
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敏
明

小
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富
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小
川　
　

清

笠
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順
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兼
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俊
章

金
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東　
　

木
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信
二

君
塚　

五
郎　
　

木
村　

秀
樹

片
桐　

博
子　
　

髙
圓　

博
文

河
野　

陽
一　
　

小
林　

健
一

小
林　

道
生　
　

後
藤　

澄
雄

坂
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佐
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展
將

白
井　

厚
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末
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眞

須
崎　

勢
至　
　

鈴
木　

晴
彦

鈴
木　

洋
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早
乙
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勇

高
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常
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高
安　

賢
一

竹
中　

正
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千
葉　

次
郎

徳
久　

剛
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内
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威

中
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永
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洋
子

灘
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壽
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内
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宏
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野
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哲
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野
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馨

羽
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文
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広
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彰
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見
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千
見
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ろ
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前
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岩
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保
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亜
莉
沙

保
高
由
美
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昌
平

守
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政
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森
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紀
之

安
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憲
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山
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正
文

山
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山
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義
一

横
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淳
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横
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徹
夫

昭
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青
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青
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光
生

浅
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有
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正
明

石
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博
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津
都
希
雄

江
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正
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入
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片
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金
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作
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恵
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菊
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紀
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五
月
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直
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桜
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悦
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鈴
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洋
一

鈴
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亮
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善
治
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田
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順
子

田
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秀
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中　
　

正
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田
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中
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文
子
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西
山　

裕
孝　
　

西
山
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理
子

野
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恭
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長
谷
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純

鳩
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文
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渡
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博
子

三
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恵
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森
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眞
一

弓
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一
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渡
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順
子
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秋
葉　

哲
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秋
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徹

麻
生
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二
郎　
　

飯
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安
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昌
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入
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氏
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上
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志
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大
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大
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景
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典

上
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公
平　
　

鴨
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河
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文
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英
昭
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道
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道
雄

小
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雄　
　

後
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信
昭
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万
比
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佐
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直
勝
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佐
野
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寿
子

篠
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篠
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正
樹

勝
呂　

慶
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元
英

高
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克
日
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土
佐　

寛
順

戸
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清
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富
谷　

久
雄

内
藤　

正
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中
尾　

照
逸

永
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譲
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け
い
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高
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道
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登
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野
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邦
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文
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本
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松
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成
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俊
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明
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收
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嶺　

正
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徹
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典
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井
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夫
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崎　

秀
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大
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芳
克

小
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純
一　
　

小
野　

元
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和
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鏡
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勝

門
山　

周
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河
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誠
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川
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健
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黒
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知
道

伊
古
田
裕
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児
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孝
行

小
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健
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坂
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典
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佐
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兼
重
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高
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和
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寺
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太
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行
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春
幸
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静
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雄
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布
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秀
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紅
谷　
　

明
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田　

国
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蒔
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順
子

松
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松
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勉

皆
川　

秀
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子
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由
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和
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和
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昭
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五
十
嵐
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妙
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稲
田　

晴
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大
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政
智

尾
崎　

正
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海
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雄
一
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衡
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香
村　

玲
子

北
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忠
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木
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正
幸

久
保
田
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小
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彰

小
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鈴
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孝
雄

鈴
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久
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一

高
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俊
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高
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敏
信

塚
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和
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和
也　
　

檜
前　
　

薫

兵
頭　

明
夫　
　

広
岡　
　

昇

福
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伏
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二
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和
夫
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松
岡　
　

明

松
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重
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新
井　

貞
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石
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洋　
　

伊
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公
道

上
田
源
次
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上
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泉

宇
田
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晃
一　
　

遠
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和
男

荻
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幸
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織
田　

成
人

石
川
て
る
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加
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義
治

川
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泰
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北
村
由
美
子

小
林　

敏
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菅
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寛
健
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文
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角
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兼
朗
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健
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寺
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勝

徳
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克
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得
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仲
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生
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野
々
村
裕
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明
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三
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忠
道
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純
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男
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男
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哲
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俊
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五
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忠
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伊
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次
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俊
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文
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大
内
純
太
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萬　
　

伸
子

掛
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充
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軍
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祥
雄
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樹
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福
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篠
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仁

下
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直
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明

杉
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信
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杉
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克
生
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木　

良
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角
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祐
子

高
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正
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田
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雅
敏
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一
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鶴
田　

好
孝

宮
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中
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人
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北
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夫
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恒
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道
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辺　

恒
家
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有
我　

隆
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石
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巌

上
杉　

健
哲　
　

植
松　

武
史

雄
賀
多　

聡　
　

長　
　

雄
一

神
﨑　

哲
人　
　

久
木
田
親
重

栗
原　

和
男　
　

斎
藤　

康
文

潮
平　

芳
樹　
　

柴
橋　

博
之

杉
原　

茂
孝　
　

須
藤　

義
夫

砂
田　

荘
一　
　

田
中　
　

篤

亀
井
太
美
子　
　

土
田　

豊
実

十
川　

康
弘　
　

鳥
居　

俊
男

永
井　

將
道　
　

長
島　
　

通

野
田　

和
男　
　

橋
本　

尚
武

蓮
沼　

桂
司　
　

氷
見　

京
子

氷
見　

寿
治　
　

平
賀　

幸
弘

深
澤　

一
雄　
　

藤
田　
　

明

前
田　

勝
久　
　

松
井　

英
雄

宮
崎　

三
忠　
　

湯
口　

恭
利

吉
永　

勝
訓　
　

羅　
　

智
靖

渡
辺　

昭
彦

昭
56

足
立　

武
則　
　

井
関　
　

徹

伊
丹　
　

純　
　

伊
藤　
　

隆

伊
藤　
　

博　
　

岡　
　

陽
一

小
川　

利
隆　
　

笠
松　

紀
雄

加
藤　

邦
彦　
　

亀
井　

克
彦

川
副　

泰
成　
　

髙　
　

在
完

五
島　

茂
之　
　

小
林　

史
朗

座
間　

秀
一　
　

繁
田　

美
香

清
水　

俊
行　
　

杉
山　

隆
夫

鈴
木　

裕
子　
　

平
良　

眞
人

髙
田　

博
之　
　

田
川
ま
さ
み

瀧
口　

正
樹　
　

道
永　

麻
里

武
内　

重
康　
　

土
屋　

明
弘

友
利　

秀
憲　
　

中
島　

一
彰

中
村　

広
志　
　

永
嶌　
　

薫

長
谷
川　

潔　
　

馬
場　
　

章

松
本　

俊
一　
　

福
井　

博
行

福
武　

敏
夫　
　

堀
内　
　

啓

松
村
竜
太
郎　
　

松
村
千
恵
子

三
浦　

正
義　
　

道
永　

幸
治

望
月　

眞
人　
　

森
石　

丈
二

森
永　

哲
文　
　

湯
山　

琢
夫

吉
川　

正
治

昭
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天
野　

穂
高　
　

岩
井　

直
路

ピ
ア
ス
洋
子　
　

大
嶺　
　

靖

岡
田　

淳
一　
　

小
川　
　

真

海
保　
　

隆　
　

川
島　

利
彦

木
村　

文
夫　
　

小
森　

功
夫

篠
崎　

克
己　
　

下
山　

真
彦

下
山　

直
人　
　

島
田　
　

薫

白
澤　
　

浩　
　

角
谷　

明
子

龍
野　

一
郎　
　

酒
井　

直
美

佐
野　

信
昭　
　

髙
原　

正
信

田
宮　

敬
久　
　

丹
沢　

秀
樹

土
屋　

広
明　
　

豊
泉
惣
一
郎

角
田　

隆
文　
　

中
澤　
　

功

中
村　

清
吾　
　

幡
野　

雅
彦

松
本　

玲
子　
　

丸　
　

宏
昭

丸
山　

尚
嗣　
　

古
川　

敬
芳

守
月　
　

理　
　

安
原　

一
彰

山
口　

卓
秀　
　

山
西　

友
典

山
本　

恭
平　
　

和
久　

真
一

昭
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池
田　

政
文　
　

石
川　

信
泰

岩
立　

康
男　
　

加
藤　

雄
一

亀
山　

伸
吉　
　

岸　
　

幹
夫

今
田　
　

進　
　

近
藤　

克
則

平
井
真
紀
子　
　

品
田　

良
之

鈴
木　

俊
英　
　

高
木　

一
也

滝
口　

裕
一　
　

田
島　

和
幸

田
中　

泰
弘　
　

築
藤　

玲
子

豊
﨑　

哲
也　
　

長
門　

義
宣

西
村　

元
伸　
　

日
野　
　

剛

深
沢　
　

毅　
　

武
城　

英
明

星
岡　
　

明　
　

丸
山　
　

浩

宮
副　

一
郎　
　

森
田　

昌
男

山
崎　

正
志　
　

山
本　

修
一

横
内　

敬
二

昭
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赤
倉
功
一
郎　
　

伊
豆　

敦
子

磯
野　

史
朗　
　

市
川　

智
彦

伊
豫　

雅
臣　
　

岸　
　

雅
子

岡
本　
　

弦　
　

奥
脇　

治
郎

小
野
崎
郁
史　
　

勝
木　

利
行

桑
原　
　

聡　
　

幸
田　

圭
史

下
山　

恵
美　
　

高
石　
　

聡

高
梨　

一
紀　
　

高
橋　
　

弦

田
中　

尚
武　
　

露
口　

利
夫

中
川　

宏
治　
　

西
島　

由
美

平
井　

伸
治　
　

藤
本　
　

肇

星
野　

育
男　
　

松
原　

久
裕

光
永
伸
一
郎　
　

村
井　

尚
之

持
田　
　

晃　
　

守
矢　

秀
幸

山
内　

直
人　
　

吉
田　

正
美

渡
邉　

和
義
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阿
部　

恭
久　
　

安
蒜　
　

聡

有
田　

洋
右　
　

五
十
嵐
裕
章

石
島　

秀
紀　
　

井
上　

雅
子

岡
田　

朝
志　
　

佐
藤　

典
子

菊
野　
　

薫　
　

北
川　

憲
一

北
崎　
　

等　
　

木
元　

正
史

窪
田　

徳
幸　
　

興
村　

義
孝

古
口　

徳
雄　
　

坂
井　

誠
一

佐
野
三
千
広　
　

鈴
木　

昌
彦

竹
田　

秀
一　
　

田
邉　

信
宏

長　
　

晃
平　
　

土
屋　

英
明

豊
沢　
　

忠　
　

豊
根　

知
明

堂
垂　

伸
治　
　

中　
　

信
一

鍋
谷　

圭
宏　
　

並
木　

隆
雄

林　
　

秀
樹　
　

宮
澤　

幸
正

森
嶋　

友
一　
　

師
尾　
　

郁

保
元　

明
彦　
　

吉
野　
　

薫

昭
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安
達　

智
江　
　

有
田　

誠
司

石
井　
　

浩　
　

石
井　

光
子

石
田　
　

厚　
　

伊
藤　

宏
文

今
牧　

瑞
浦　
　

小
田　

健
司

香
川
晃
太
郎　
　

片
橋　

立
秋

加
藤　

直
也　
　

金
田　

庸
一

菊
地　

浩
之　
　

木
村　

直
弘

木
元　

博
史　
　

櫻
本　
　

薫

佐
藤　

晴
彦　
　

沢
田　

貴
志

新
藤　
　

寛　
　

須
藤　

知
子

芹
澤　
　

徹　
　

園
田　

昌
毅

高
谷　

美
成　
　

寺
内　

隆
司

中
澤　
　

亨　
　

長
門　

文
子

西
村　

美
樹　
　

西
脇　

哲
二

萩
原　

雅
司　
　

林　
　

偉
明

古
谷　

雄
三　
　

松
永　
　

保

三
浦　

信
之　
　

村
上　

康
二

村
松　

俊
範　
　

結
城　

崇
夫

渡
辺　

啓
治

昭
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青
江　

知
彦　
　

青
柳　

正
彦

秋
元　

英
里　
　

飯
嶋　

義
浩

押
田　

正
規　
　

大
賀　
　

優

坂
本　

明
美　
　

江
畑　

龍
樹

大
曽
根
義
輝　
　
朝
比
奈
真
由
美

加
藤　

大
介　
　

熊
谷　

匡
也

小
山　

秀
彦　
　

呉　
　

青
洋

今
野　
　

慎　
　

三
枝　

敬
史

坂
本　

直
哉　
　

佐
々
木　

一

佐
々
木
結
花　
　

佐
藤　

直
秀

志
賀　

英
敏　
　

新
見　

將
泰

菅
谷　

啓
之　
　

鈴
木　

正
人

関
川　

敏
彦　
　

武
田　

恒
弘

田
島　

康
夫　
　

中
馬　
　

敦

富
澤　
　

稔　
　

中
村　

道
夫

二
宮
栄
一
郎　
　

野
首　

光
弘

佐
藤
さ
ゆ
り　
　

福
田　

浩
之

松
江　

弘
之　
　

松
永　

正
訓

安
原　

晃
一　
　

山
口　

浩
史
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遊
座　
　

潤

昭
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青
木　

俊
郎　
　

安
達　

佳
宏

粟
飯
原
直
人　
　

猪
狩　

英
俊

石
井　

秀
始　
　

石
川　

輝
彦

井
上　

寿
久　
　

内
田　

佳
孝

宇
野　
　

隆　
　

柿
沼　

由
彦

笠
原　

靖
紀　
　

金
井　

文
彦

金
山　

竜
沢　
　

蟹
澤　
　

泉

黒
須　

克
志　
　

小
林　

欣
夫

小
松　

尚
也　
　

佐
藤　

正
俊

獅
子
原
正
樹　
　

白
井
よ
ん
え

杉
浦　

敏
之　
　

中
世
古
知
昭

徳
山　

竜
彦　
　

仲
野　

公
一

中
村
伸
一
郎　
　

深
澤　

元
晴

藤
原　
　

剛　
　

松
井　

芳
文

松
下　

一
之　
　

丸　
　

泰
司

三
木　

隆
司　
　

満
山　

大
吉

村
岡　

秀
樹　
　

茂
木　

健
司

吉
留　

博
之　
　

横
手
幸
太
郎

渡
辺　

絵
里　
　

渡
部　

良
夫

平
元

植
田　
　

健　
　

大
森　

繁
成

菊
池　

周
一　
　

北
村　

伸
哉

金　
　

民
世　
　

佐
粧　

孝
久

真
田　

昌
彦　
　

杉
戸　

一
寿

鈴
木　
　

実　
　

須
関　
　

馨

須
藤　

真
児　
　

関
根　

郁
夫

高
瀬　
　

完　
　

田
垣
内
祐
吾

知
久　
　

毅　
　

手
塚
健
太
郎

中
島　

文
毅　
　

花
澤　

豊
行

濱
野
ナ
ナ
子　
　

原
木　

真
名

平
栗　

雅
樹　
　

船
橋　

伸
禎

皆
川　

真
規　
　

南
野　
　

徹

宮
内　

英
聡　
　

八
木
さ
や
か

八
木　

毅
典

平
２

安
西　

尚
彦　
　

安
藤　

策
郎

石
川　

文
彦　
　

石
和
田
稔
彦

老
沼　

和
弘　
　

太
田　
　

真

大
渕　
　

徹　
　

小
風　
　

暁

岡
田　

吉
弘　
　

岡
本　

和
久

勝
見　
　

明　
　

嘉
藤　

貴
子

神
川　

康
也　
　

川
名　

秀
忠

神
戸　

敏
行　
　

木
下　

知
明

五
月
女　

隆　
　

佐
藤　

悟
郎

佐
藤　
　

宏　
　

清
水　

栄
司

鈴
木　

淳
也　
　

鈴
木　

啓
悦

鈴
木　

洋
人　
　

田
内　

利
幸

髙
栁　

建
志　
　

田
中　

保
彦

中
川　

晃
一　
　

野
澤　

聡
志

浜
田　

洋
通　
　

林　
　

裕
家

藤
井　

克
則　
　

丸
山　

紀
史

湯
浅　

譲
治　
　

吉
村
光
太
郎

平
３

早
川　
　

睦　
　

天
野　
　

晋

市
川　

千
秋　
　

今
井　

直
樹

石
塚　

伸
子　
　

草
塩　

公
彦

倉
持　

宏
明　
　

小
島　

広
成

小
島　

博
之　
　

小
林　

弘
一

斎
藤　

雅
彦　
　

鹿
間　
　

毅

下
枝　

宣
史　
　

清
水　

公
一

白
鳥　
　

享　
　

諏
訪
部
信
一

竹
内　

孝
治　
　

福
山　

郁
修

中
島　

光
一　
　

中
山　

貴
裕

二
村　

静
子　
　

畠
山　

健
次

宍
倉
め
ぐ
み　
　

土
井　

茂
治

松
本　

伸
行　
　

三
浦　

文
彦

三
池　
　

聡

平
４

阿
部　

雄
造　
　

石
井　
　

徹

磯
部　

公
一　
　

井
上　
　

淳

梅
澤　

正
美　
　

遠
藤　

恒
宏

奥
山　

恭
子　
　

加
藤　

里
絵

川
平　
　

洋　
　

小
泉　

健
一

小
宮　
　

顕　
　

阪
井　
　

守

櫻
井　

健
一　
　

貞
広　

智
仁

高
瀬　

一
嘉　
　

樋
口　

佳
則

獅
子
原
薫
子　
　

町
田
南
海
男

三
橋　
　

修　
　

三
橋　
　

繁

谷
嶋　

隆
之　
　

矢
花　

孝
文

奥
村　

恵
子　
　

山
本　

正
二

吉
田　

克
彦

平
５

天
野　

景
治　
　

今
井　

雅
子

太
田　
　

詔　
　

岸　
　

宏
久

坂
尾
誠
一
郎　
　

鈴
木　

陽
一

杉
本　

克
己　
　

関
谷　

武
司

奥　
　

佳
代　
　

徳
永　
　

進

中
村　
　

晃　
　

花
岡　

英
紀

原　

佳
奈
子　
　

深
町　

唯
博

福
田　

和
司　
　

藤
本　

善
英

本
橋
新
一
郎　
　

増
田　

真
一

平
６

秋
池　

太
郎　
　

鵜
飼　

伸
一

碓
井　

宏
和　
　

大
鳥　

精
司

唐
木　

千
穂　
　

小
高　

謙
一

笠
川　

隆
玄　
　

門
野
源
一
郎

黄　
　

舜
範　
　

香
西
由
美
子

河
野　

世
章　
　

齋
藤　
　

武

櫻
田　

秀
樹　
　

諏
訪
園　

靖

宗　
　

永
元　
　

髙
森　

尉
之

大
門　

雅
夫　
　

外
浦　
　

功

松
尾　

幸
治　
　

丸
田　

哲
郎

水
鳥
川
俊
夫　
　

吉
田　
　

元

平
７

新
井　

誠
人　
　

伊
藤　
　

彰

金
子　

透
子　
　

神
作　

憲
司

木
原　

真
紀　
　

陣
内　

彦
良

竹
内　
　

男　
　

武
田　

真
一

当
間　

雄
之　
　

野
村　

知
弘

服
部
功
太
郎　
　

松
井
由
紀
子

橋
本　

光
宏　
　

東　
　

守
洋

細
井　

郁
芳　
　

前
田　

仁
士

松
本　

桂
子　
　

溝
渕　

輝
明

溝
渕　

敬
子　
　

宮
内　
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行
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司
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浅
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天
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佳
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天
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豊

井
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博　
　

岡
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尚
子

岡
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英
輝　
　

押
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恵
子

小
倉　

孝
一　
　

小
椋　

健
司

川
名
有
紀
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三
階　

貴
史

玉
井　

恒
憲　
　

千
葉　

哲
博

豊
田　

玲
子　
　

豊
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智
彦

菱
木
は
る
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平
澤　

雄
一

平
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平
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由
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和
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曉
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豫
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志
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富
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美
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河
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治
清

沼
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星
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琇

河
野
千
代
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照
井
エ
レ
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杉
下　

圭
治　
　

鈴
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修
一

多
田　

弘
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多
田　

素
久

田
宮　

亜
堂　
　

外
岡　
　

亨

日
暮　

浩
実　
　

日
暮
真
由
美

田
中　

政
道　
　

安
井　

山
広

吉
田　

一
也　
　

渡
邉　

栄
三

平
10

窪
田　

伸
矢　
　

愛
波　

淳
子

大
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佳
子　
　

窪
田
真
理
子

照
井　

慶
太　
　

平
野　

成
樹

藤
井　

朋
子　
　

三
浦　

陽
子

溝
口　

雅
子　
　

伊
藤　

彰
一

平
11

岩
田　

剛
和　
　

上
野　

直
之

上
原
淳
太
郎　
　

上
原　

七
生

岡
本　

明
子　
　

木
下　
　

香

清
水　

秀
文　
　

新
保　

正
貴

西
村　
　

基　
　

所　

知
加
子

松
浦　
　

玄　
　

三
澤　

園
子

宮
本　
　

牧　
　

森　
　

有
紀

矢
野
浩
二
朗　
　

吉
住　

博
明

平
12

長
谷
川
宏
美　
　

幸
部　

吉
郎

椎
名　

明
大　
　

立
石　

順
久

寺
山　

修
史　
　

栃
木　

直
文

野
口　

美
香　
　

Visser 

藤
尾
純
子

森
谷　

純
治

平
13

岩
澤　

真
理　
　

太
和
田
彩
子

門
平　

忠
之　
　

櫻
井　

隆
之

中
村　

順
一　
　

李　
　
　

泓

平
14

上
野　

高
尚　
　

嶋　

謙
一
郎

清
水　
　

怜　
　

半
田　
　

聡

吉
井　
　

淳

平
15

上
原　

孝
紀　
　

上
原　

雅
恵

嘉
納　

寛
人　
　

鈴
木
英
一
郎

高
橋　
　

宏　
　

髙
柳　

俊
作

土
居　

厚
夫　
　

新
津　

富
央

野
口
佐
綾
香　
　

花
岡　

大
資

宮
城　

正
行　
　

山
地　

沙
知

平
16

有
川　

俊
輔　
　

内
野　

康
志

岡
山　
　

大　
　

片
桐　
　

明

杉
山　

雅
彦　
　

松
木　

悟
志

山
本　

憲
子

平
17

薄
井　

正
俊　
　

櫻
井　

由
子

仙
波　

宏
章　
　

高
瀬　

正
幸

野
村
征
太
郎　
　

野
村　

陽
子

渡
辺　

美
佳

平
18

秋
山　
　

類　
　

加
藤　

真
優

金
井　

慎
一　
　

木
村　

敦
史

齊
藤　

景
子　
　

髙
市　

麻
貴

高
本
真
己
子　
　

田
所　

重
紀

永
井　

勝
也　
　

野
村　

亮
太

増
田　
　

渉　
　

渡
邉　

大
智

平
19

佐
藤　

明
男　
　

砂
原　

暁
子

林　
　

伸
宇　
　

武
藤　
　

剛

山
川　

貴
菜　
　

吉
村　

健
佑

平
20

有
川　

理
紗　
　

片
桐　

諒
子

武
内　

祥
子　
　

松
岡　
　

歩

平
21

森
本　

侑
樹　
　

吉
原
晋
太
郎

吉
村　

晶
子

平
22

竹
本　

直
輝　
　

乗
本　

将
輝

平
23

下
山　

恭
平

平
25

小
関　

久
美
子

環
境
影
響
生
化
学

喜
多　

和
子　
　

菅
谷　
　

茂

橘　
　

正
道

環
境
労
働
衛
生
学

井
上　

雄
元　
　

木
内　

夏
生

北
原　
　

漠　
　

能
川　

浩
二

環
境
生
命
医
学

熱
海
佐
保
子　
　

井
上　

勝
博

門
田　

朋
子　
　

森　
　

千
里

公
衆
衛
生
学

荻
野　
　

彰　
　

小
山　

虎
信

関
根　

憲
治　
　

竹
腰　

昌
明

羽
田　
　

明　
　

水
野　

武
昭

安
戸　

一
皓

法
医
学

佐
藤　

彌
生　
　

茂
谷　

久
子

麻
酔
学

伊
賀
恵
美
子　
　

高
地　

光
世

河
野　
　

治

呼
吸
器
内
科
学

清
水　
　

栄　
　

宮
崎　

瑞
明

橋
爪　

一
光

診
断
病
理
学

田
那
村　

宏　
　

中
谷　

行
雄

神
経
生
物
学

小
平　
　

昌

代
謝
生
理
学

桑
木　

共
之

眼
科
学

石
渡　

東
海　
　

大
原　

む
つ

柿
栖　

米
次　
　

水
野
谷　

智

高
綱　

陽
子　
　

山
中
三
千
代

渡
部　

美
博

脳
神
経
外
科
学

石
川　
　

徹　
　

永
野　
　

修

遺
伝
子
生
化
学

芦
野　

洋
美　
　

岩
瀬　

克
郎

腫
瘍
病
理
学

石
井
源
一
郎　
　

北
川　

元
生

張
ヶ
谷
健
一　
　

古
木　
　

新

三
方　

一
澤

泌
尿
器
科
学

石
引　

雄
二　
　

大
隅　

信
幸

梶
本　

伸
一　
　

茂
田　

安
弘

鈴
木　

文
雄　
　

冨
岡　
　

進

角
谷　

秀
典　
　

真
鍋　
　

溥

病
原
分
子
制
御
学

野
田　

公
俊

薬
理
学

井
上　
　

優　
　

門
田　
　

健

中
谷　

晴
昭

感
染
生
体
防
御
学

野
呂
瀬
一
美　
　

青
才　

文
江

守　
　

正
英

分
子
生
体
制
御
学

木
村　

定
雄
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細
胞
治
療
内
科
学

池
上　

智
康　
　

風
戸　
　

豊

小
林　

淳
二　
　

齋
藤　
　

康

清
水　

公
子

臓
器
制
御
外
科
学

小
林　

賢
二　
　

鈴
木　

啓
之

皮
膚
科
学

黒
田　
　

啓　
　

伊
藤　

文
子

佐
藤　

千
鶴　
　

松
本　

英
夫

分
子
病
態
解
析
学

米
満　
　

博

形
態
形
成
学

年
森　

清
隆　
　

豊
田
二
美
枝

外
山　

芳
郎　
　

森
山　

行
雄

発
生
生
物
学

齋
藤
哲
一
郎

動
物
病
態
学

伊
勢
川
直
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伊
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勇
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生
殖
機
能
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学

小
野
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勉　
　

葛
田　

憲
道

小
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章
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生
水
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紀
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芳
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春
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史
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学

内
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近
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正
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免
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発
生
学

中
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俊
憲

小
児
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学

阿
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博
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花
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恵
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子

太
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節
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正
樹

川
上　

武
子　
　

上
林　

直
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篠
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和
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元
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清
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大
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小
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翠
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子
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雄
人
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保
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亨　
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間
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一

篠
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和
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原
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牧
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治
文

元
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逸
功

生
命
情
報
科
学

田
村　
　

裕

心
臓
血
管
外
科
学

松
宮　

護
郎

手
術
部

飯
寄　

奈
保

総
合
診
療
部

生
坂　

政
臣
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大
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北
田　

光
一

先
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和
漢
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裕
司
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ク
ラ
ス
会
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ゐ
の
は
な
同
窓
会

七
葉
会
（
専
25
）

五
窓
会
（
専
23
）

八
千
会
代
表
大
沢
弘
和
（
専
26
）

葉
々
会

昭
和
61
年
卒
同
窓
会

矢
作
会
代
表
永
野
俊
雄
（
昭
30
）

西
千
葉
医
師
の
会

北
田
光
一
教
授
退
官
記
念
事
業
会

千
葉
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
学
教
室

も
ぐ
ら
会

ゐ
の
は
な
37
会

千
葉
大
学
医
学
部
平
成
４
年
の
会

昭
和
53
年
卒
同
期
会

＜連絡先＞
　　　　　　㈱パイオニア　電話：0120-36-8442

～まさかの休業への備え～

地震休業補償

東京海上日動が提供する超ビジネス保険の

「開業されている」もしくは「開業される」先生方には、「会員総合補償
制度」だけでなくこちらも必要です。詳しくは㈱パイオニアまでご連絡
下さい。

ご住所・ご勤務先等に変更がご
ざいましたら、ゐのはな同窓会
事務局にもご一報ください。
　電 話（043）202-3750
　FAX（043）202-3753
　e-mail：info@inohana.jp

新ゐのはな同窓会館設立事業会募金状況報告書
平成25年7月31日現在

寄付者
千葉大学基金 ゐのはな同窓会寄付金 合　計

件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

企業等 152 51,909,000 16 3,440,000 168 55,349,000

教職員（元職員も含む） 203 24,774,000 121 4,190,861 324 28,964,861

同窓会会員 1761 126,484,000 1064 42,841,217 2825 169,325,217

後援会会員 89 5,403,000 53 2,775,000 142 8,178,000

合　計 2205 208,570,000 1254 53,247,078 3459 261,817,078
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新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
の
建

設
事
業
は
、
２
０
１
３
年
１
月

か
ら
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
安

全
祈
願
祭
を
２
月
18
日
に
執
り

行
い
ま
し
た
。
現
在
、
同
窓
会

事
務
室
と
な
る
Ａ
工
区
と
学
生

等
の
合
宿
が
可
能
な
会
議
室
と

な
る
Ｂ
工
区
の
外
部
足
場
、
壁
、

梁
の
建
築
が
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
（
写
真
）。
工
事
の
進
行
も

予
定
出
来
高
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
お

り
、
12
月
に
は
竣
工
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
５
月
末
の
段

階
で
同
窓
会
館
設
立
事
業
（
１

３
５
周
年
記
念
事
業
）
会
へ
い

た
だ
い
た
ご
寄
附
か
ら
建
設
工

事
費
に
当
て
ら
れ
る
資
金
が
２

億
円
に
達
し
ま
し
た
。
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
基

金
よ
り
の
支
弁
が
承
認
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
終
的
な
建
設
工

事
費
を
準
備
す
る
た
め
に
更
な

る
ご
寄
附
の
お
願
い
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
ゐ
の
は

な
同
窓
会
館
の
完
成
へ
向
け
て

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で

す
。

新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

建
物
・
設
備
等
整
備
委
員
会
委
員
長

田　

邊　

政　

裕

撮影位置

工事進捗状況（2013.8.1 撮影）

同窓会事務室

合宿施設

多目的ホール

①Ａ工区　同窓会事務室

②Ｂ工区　合宿施設

多目的ホール 同窓会事務室 多目的ホール
合宿施設

附属図書館亥鼻分館
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筆
者
が
以
前
、
地
方
史
研
究

誌
に
上
梓
し
た
、「『
海
夫
注
文

　

下
総
国
』
の
地
名
に
関
す
る

考
察
」
と
い
う
論
文
が
あ
る
。

千
葉
大
学
人
文
社
会
学
研
究
科

で
編
纂
し
た
、『
房
総
中
世
史
研

究
文
献
目
録
（
３
）』
に
収
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
専
門
的
な
論

文
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
と

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
海か

い

夫ふ

注ち
ゅ
う

文ぶ
ん

』
と
は
、
香
取

神
宮
と
そ
の
神
官
の
家
に
伝
わ

る
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

の
文
書
群
（
ま
と
め
て
『
香
取

文
書
』
と
通
称
さ
れ
る
）
の
一

つ
で
、
応
安
７
年
（
１
３
７
４
）

頃
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
現

在
の
銚
子
か
ら
神こ

う

崎さ
き

町
に
か
け

て
の
、
24
あ
る
利
根
川
南
岸
沿

い
の
津
（
港
）
の
名
と
、
そ
の

地
頭
（
領
主
）
名
を
書
き
出
し

た
文
書
で
あ
る
。
当
時
、
現
在

の
利
根
川
か
ら
茨
城
県
側
に
は
、

「
香
取
の
海
」
と
呼
ば
れ
る
広
大

な
内
海
が
広
が
っ
て
い
た
。

筆
者
の
論
文
は
、
こ
れ
ら
の

「
津
」
の
地
名
の
語
源
に
つ
い
て

解
析
し
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本

語
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
刊
）

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
地
名
の

語
源
を
調
べ
る
際
の
原
則
に
従

っ
た
の
だ
が
、
独
自
に
行
っ
た

の
が
、
地
名
を
で
き
る
限
り
分

解
し
、『
古
語
辞
典
』
の
記
述
に

則
っ
て
、
地
理
的
条
件
を
考
慮

し
て
解
釈
し
た
。

こ
の
『
注
文
』
に
、「
い
し
て

の
津　

石
出
知
行
分
」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。「
石
出
」（
現
香

取
郡
東
庄
町
石
出
）
と
い
う
地

名
に
つ
い
て
、吉
田
東
俉
の『
大

日
本
地
名
辞
書
』
で
は
、
旧
郷

名
石
田
郷
の
異
称
と
し
て
い
る
。

ま
た
清
宮
秀
堅
の
『
下
総
国
旧

事
考
』
で
も
、「
た
」
と
「
て
」

は
転
じ
易
い
の
で
、
石
田
郷
か

ら
転
じ
て
石
出
に
な
っ
た
と
し

て
い
る
。
し
か
し
「
石
田
」
の

語
源
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い

な
い
。
語
源
の
説
明
と
し
て
は
、

安
易
な
印
象
が
あ
る
。

筆
者
の
解
釈
で
は
、「
い
し

て
」
を
「
い
し
」
と
「
て
」
に

分
け
、
古
語
の
意
味
に
従
っ
て
、

「
い
し
＝
美
し
い
」「
て
＝
突
き

出
し
た
場
所
」
と
し
て
、「
風
景

が
美
し
く
突
き
出
た
場
所
」
の

意
味
と
し
た
。

赤
松
宗
旦
の
『
利
根
川
図
志
』

（
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
刊
）

に
は
、「
石
出
」に
つ
い
て
、「
此

所
は
利
根
川
へ
な
り
出
で
た
る

と
こ
ろ
に
し
て
、
常
陸
原
の
砂

山
と
相
対
し
、
風
景
至
っ
て
よ

ろ
し
い
」
と
あ
り
、
筆
者
の
解

釈
の
と
お
り
の
地
形
・
風
景
で

あ
る
。『
注
文
』
の
時
代
に
は
、

眼
前
に
香
取
の
海
が
広
が
っ
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
更
に
見

事
な
景
色
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

『
注
文
』
の
津
の
名
は
、
す
べ

て
万
葉
仮
名
混
じ
り
の
ひ
ら
仮

名
の
清
音
で
書
か
れ
て
い
る
。

「
い
し
て
の
津
」
も
含
め
た
村
名

は
「
石
出
村
」
で
あ
る
。
こ
の

村
名
は
当
時
の
領
主
石
出
宏
明

が
、
旦
那
寺
に
寄
進
し
た
、
現

存
す
る
延
命
地
蔵
菩
薩
の
胎
内

墨
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

何
故
「
石
出
の
津
」
で
は
な

く
、「
い
し
て
の
津
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
の
か
。大
野
晋
の『
日

本
語
の
歴
史
』
に
よ
る
と
、
奈

良
時
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』
で
は
、
清
音
と
濁
音
を
厳

密
に
書
き
分
け
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
今
日
の
ひ
ら
仮
名
に
相

当
す
る
「
女
手
」
と
い
う
文
字

で
は
、
少
な
い
字
種
で
表
現
す

る
た
め
に
、
発
音
上
の
清
濁
を

書
き
分
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た

と
あ
る
。

『
古
語
辞
典
で
は
、「
で
」
は

接
続
助
詞
で
あ
り
、「
出
」
は
収

載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
勘

案
す
る
と
、「
い
し
て
」
の
呼
称

の
方
が
旧
く
、
後
に
漢
字
が
あ

て
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

『
注
文
』
で
同
様
な
例
は
、「
い

ま
い
つ
み
の
津　

今
泉
知
行
分
」

「
か
う
さ
き
の
津　

神
崎
西
□

□
知
行
分
」
で
も
み
ら
れ
る
。

一
方
「
い
ひ
ぬ
ま
か
う
や
」

「
さ
ゝ
も
と
」「
も
里
と
」
の
よ

う
に
、
津
も
領
主
の
名
も
共
に
、

ひ
ら
仮
名
が
あ
て
ら
れ
て
い
る

例
も
あ
る
。

常
陸
国
の
『
海
夫
注
文
』
で

は
、
津
の
名
だ
け
を
記
載
し
た

文
書
は
、
地
名
に
す
べ
て
漢
字

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時

代
は
、
香
取
地
方
の
地
名
が
、

ひ
ら
仮
名
表
記
か
ら
、
漢
字
に

移
行
す
る
時
期
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ

ン
シ
ョ
の
『
英
語
語
源
学
』（
森

本
英
夫
・
大
泉
昭
夫
訳　

白
水

社
刊
）
に
よ
る
と
、
欧
州
に
お

け
る
語
源
学
研
究
の
歴
史
は
千

年
を
越
え
る
が
、
そ
の
概
念
、

分
析
方
法
が
整
理
さ
れ
た
の
は
、

最
近
数
十
年
の
こ
と
で
あ
る
と

い
う
。

地
名
雑
考

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

雑
文
雑
談

校
友
会
総
会

・
日　

時
： 

平
成
25
年
12
月
７
日
（
土
） 

14
時
00
分
～

・
場　

所
： 
千
葉
大
学
け
や
き
会
館
大
ホ
ー
ル 

（
千
葉
大
学
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
総　

会
：
14
時
00
分
～

・
講
演
会
：
15
時
00
分
頃
～

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
16
時
20
分
頃
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
大
学
合
唱
団

・
懇
親
会
：
16
時
45
分
頃
～

１
３
５
周
年
記
念
誌　

訂
正

　

以
下
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
の
上
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

９
５
頁　

右
側　

９
行
目

　

塚
本
善
昭　

 

→ 　

塚
本
喜
昭

３
４
６
頁　

右
側　

20
行
目

　

山
下
晴
美　

 

→ 　

山
下
明
美

４
８
４
頁　

右
側　

９
行
目

　

 

英
米
軍
に
よ
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
上

陸
作
戦　

削
除

４
９
２
頁　

10
行
目

　

 

千
葉
県
公
文
書
館　

 

　
　
　
　

→　

千
葉
県
文
書
館

＊
電
子
版
は
訂
正
済
み

人
事
異
動

教
授

分
子
腫
瘍
学

（
旧
環
境
影
響
生
化
学
）

　

金
田
篤
志
（
東
大
・
平
６
）

 

（
東
大
特
任
教
授
よ
り
）

准
教
授

手
術
部

　

長
嶋　

健
（
昭
63
）

 

（
同
部
講
師
よ
り
）

細
胞
治
療
内
科
学

　

中
世
古　

知
昭
（
昭
63
）

 

（
同
領
域
講
師
よ
り
）

講
師

精
神
医
学

　

白
石　

哲
也

 

（
同
領
域
助
教
よ
り
）

消
化
器
内
科

　

新
井　

誠
人
（
平
７
）

 

（
同
科
助
教
よ
り
）

他
大
学
教
授
就
任

福
島
県
立
医
科
大
学

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

漢
方
医
学
講
座

　

三
瀦　

忠
道
（
昭
53
）

（
同
セ
ン
タ
ー
準
備
室

東
洋
医
学
教
授
よ
り
）

東
邦
大
学
医
学
部

臨
床
検
査
医
学
講
座
（
佐
倉
）

　

武
城　

英
明
（
昭
58
）

　
　
　

 （
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
臨
床
遺
伝
子

応
用
医
学
教
授
よ
り
）

東
邦
大
学
医
学
部
外
科
学
講
座

呼
吸
器
外
科
学
分
野

　

伊
豫
田　

明
（
信
州
大
・
平
３
）

　
（
北
里
大
学
病
院

　

呼
吸
器
外
科
准
教
授
よ
り
）

昭
和
大
学
医
学
部
生
理
学
講
座

生
体
調
節
機
能
学
部
門

　

泉
﨑　

雅
彦
（
弘
前
大
・
平
４
）

 

（
同
先
任
准
教
授
よ
り
）



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（39） 公 開 講 座 第164号



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第164号 編 集 後 記 （40）

大
多
和
寿
一（
昭
14
）

鈴
木　

康
夫（
昭
14
）

藤
江　

寛
忠（
昭
17
）

桑
田　

次
男（
昭
19
）

平
形　

義
人（
昭
19
）

山
本　

野
實（
専
19
）

中
島　
　

猛（
東
京
医
専
・
昭
19
）

山
口　

昇
一（
昭
22
）

大
宮　

達
男（
昭
23
）

小
倉　

保
己（
昭
23
）

前
田　
　

裕（
昭
23
）

馬
場　

勇
次（
前
橋
医
専
・
昭
23
）

向
後　

米
造（
昭
24
）

山
下　

久
幸（
専
24
）

桑
原　

憲
和（
専
25
）

お
く
や
み

本
会
報
の
発
刊
作
業
は
、
戦
後
よ
り
、
篤
志
家
の

諸
先
輩
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
、
断
続
的
に
せ
よ
何

と
か
受
け
継
が
れ
、
そ
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
よ

り
、
松
本

先
生
（
昭
36
）、
中
野
義
澄
先
生
（
昭

45
）、
あ
る
い
は
、
菊
地
紀
夫
先
生
（
昭
49
）
ら
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
か
ら
も
、
発
刊
の
歴
史
的
経
緯

の
断
片
を
う
か
が
い
知
れ
ま
す
）。

現
編
集
委
員
数
は
21
名
で
あ
り
、
構
成
紙
面
が
40

面
ほ
ど
の
分
厚
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
号
で
も
、
人
々
の
交
流
や
様
々
な
方
面
で
ご
活
躍

の
皆
様
の
様
子
な
ど
、
時
の
流
れ
を
超
え
て
、
情
報

量
満
載
の
刻
印
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
本
会
報
は
、
単
な
る
記
録
紙
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
人
々
の
絆
を
検
証
し
保
障
す
る
役
割
を

担
っ
て
き
た
の
で
す
。
く
し
く
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

具
現
化
さ
れ
た
象
徴
と
も
考
え
ら
れ
る
新
ゐ
の
は
な
同
窓

会
館
の
建
設
が
、
数
多
く
の
先
生
方
の
ご
努
力
に
よ
り
、

苦
節
17
年
ほ
ど
を
経
て
、
完
成
間
近
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
生
会
員
ら
の
合
宿
所
な
ど
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
の

新
会
館
の
内
装
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の

会
員
に
よ
る
支
援
も
必
須
と
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も

御
配
慮
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

次
号
以
降
も
、
新
ゐ
の
は
な
同
総
会
館
の
模
様
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
報
に
よ
る
と
共
に
、
本
会
報
に
て
よ
り
詳
し

く
報
告
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
待
ち
下
さ
い
。

 

鈴
木
信
夫
（
昭
47
）

編　

集　

後　

記

永
田　

順
一（
専
25
）

塚
本　

芳
男（
専
26
）

得
本　

眞
義（
昭
27
）

石
川　

和
夫（
昭
29
）

西　
　

三
郎（
昭
29
）

秋
葉　

藤
一（
日
本
大
・
昭
29
）

西
村　
　

宏（
昭
32
）

野
本　

昌
三（
昭
32
）

堀
口　

東
司（
昭
37
）

沼
野　
　

健（
群
馬
大
・
昭
37
）

穴
沢　

輝
一（
昭
38
）

鈴
木　

邦
彦（
日
本
医
大
・
昭
38
）

小
林　

紘
一（
昭
42
）

木
口　

博
之（
昭
46
）

浜
田　

真
理（
昭
和
大
・
昭
49
）

橋
本　

和
弘（
神
奈
川
歯
大
・
昭
57
）

千葉医学雑誌89巻3号　2013年6月
展　　望
　真のファーマシューティカルケアをめざして 石井伊都子
研究紹介
　小胞体ストレスと疾患
 小見田真理　奥山陽太　神　久予　磯野史朗　青江知彦
　画像診断・放射線腫瘍学 本折　健　宇野　隆
話　　題
　ゲッティンゲン大学における私の神経生理学講義（1） 髙野光司
海外だより
　アデレード留学記 宮下智大
学　　会
　第1249回千葉医学会例会・臓器制御外科学教室談話会
　第1268回千葉医学会例会・総合安全衛生管理機構研究発表プログラム
OAP要旨
　後弯症矯正術後の偽関節に対する前後合併再手術の症例報告

小川裕也　稲毛一秀　折田純久　山内かづ代　青木保親　石川哲大　宮城正行
鴨田博人　鈴木　都　久保田　剛　佐久間詳浩　及川泰宏　西能　健

佐藤　淳　中村順一　高相晶士　井上　玄　豊根知明　高橋和久　大鳥精司
編集後記 野田公俊

CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper
Case Report
Revision surgery for pseudarthrosis and implant failure after pedicle subtraction 
osteotomy in a patient with adult kyphosis

Yuya Ogawa, Kazuhide Inage, Sumihisa Orita, Kazuyo Yamauchi
Yasuchika Aoki, Tetsuhiro Ishikawa, Masayuki Miyagi, Hiroto Kamoda

Miyako Suzuki, Gou Kubota, Yoshihiro Sakuma, Yasuhiro Oikawa
Takeshi Sainoh, Jun Sato,  Junichi Nakamura, Masashi Takaso

Gen Inoue, Tomoaki Toyone, Kazuhisa Takahashi and Seiji Ohtori

第89回千葉医学会学術大会

千葉医学雑誌89巻4号　2013年8月
最終講義
　小児免疫・アレルギー疾患の基礎から臨床へ 河野陽一
講　　座
　公立千葉病院医学教場 石出猛史
研究紹介
　先端巨大症におけるオクトレオチドの臨床効果とソマトスタチン受容体の発現解析
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